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第 １ 章  序 論  

 

１ ． １  研 究 の 背 景  

 

近 代 化 の 大 幅 な 進 展 に 伴 い ， 人 々 の 活 動 圏 内 を 中 心 に 地 球 規 模 の

環 境 変 動 ， 生 物 多 様 性 の 喪 失 が 指 摘 さ れ て い る 。 ヒ ト の 将 来 に 対 す

る 不 安 か ら 生 ま れ た の が 「 生 物 多 様 性 の 保 全 」 と 「 健 全 な 生 態 系 の

持 続 」 と い う 社 会 的 な 目 標 で あ る （ 鷲 谷  1 9 9 9）。 特 に 地 域 固 有 の 生

物 多 様 性 の 衰 退 は ， 生 態 系 サ ー ビ ス の 喪 失 に も つ な が る た め ， そ の

保 全 は 地 域 社 会 の 福 利 を 維 持 す る 上 で 重 要 と な る （ 環 境 省  2 0 0 2）。

日 本 列 島 に お け る 固 有 性 の 高 い 生 態 系 の 一 つ の タ イ プ に ， 里 山 す な

わ ち 丘 陵 地 や 氾 濫 原 な ど の 多 様 な 自 然 の 環 境 要 素 に ヒ ト が 手 を 加 え

数 千 年 に わ た っ て 維 持 し て き た 農 的 緑 地 環 境 が あ る 。 日 本 人 の 「 里

山 」 感 は さ ま ざ ま で あ る も の の ， こ こ で い う 里 山 と は ， 生 物 多 様 性

条 約 第 9 回 締 約 国 会 議 で も 示 さ れ た よ う に ， 農 林 水 産 業 な ど の 人 間

の 営 み に よ り 長 い 年 月 に わ た っ て 維 持 さ れ て き た 二 次 的 自 然 地 域 を

指 す こ と と し た 。 し か し ， 都 市 化 や 農 業 ス タ イ ル の 近 代 化 あ る い は

ア ン ダ ー ユ ー ス を 始 め と す る こ の 半 世 紀 ほ ど の 環 境 変 化 は ， 里 山 に

お け る 生 物 多 様 性 を 著 し く 減 少 さ せ て き た 。  

地 形 が 変 化 に 富 み ， 初 夏 か ら 秋 に か け て 雨 量 の 多 い 東 ア ジ ア モ ン

ス ー ン 気 候 で あ る 日 本 列 島 で は ， 水 は け の よ い 場 所 は 樹 林 が 発 達 す

る 一 方 で ， 水 は け の 悪 い 場 所 は 潜 在 的 に 池 沼 や 湿 地 に な っ て お り ，

人 間 に よ る 土 地 利 用 が な さ れ る 前 に は ， 山 地 ， 低 地 を 問 わ ず 水 辺 と

樹 林 の 混 在 し た 緑 地 環 境 が あ り ， そ れ に 適 応 し た 生 物 が 生 息 し て い
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た （ 鷲 谷  2 0 0 6）。 水 田 を 中 心 と し た 農 村 環 境 は ， 雑 木 林 な ど と 並 び

我 が 国 の 里 山 景 観 の 代 表 と い え る が ， こ れ ら は か つ て の 水 辺 と 樹 林

の 混 在 し た 緑 地 環 境 を そ の ま ま 活 用 ， 維 持 し て き た も の で あ り ， 我

が 国 本 来 の 生 物 相 を 結 果 的 に 保 全 し て き た 。 こ う し た 複 合 生 態 系 に

依 存 し て 生 息 す る 生 物 の 代 表 と し て ， ト ン ボ な ど の 水 生 昆 虫 と 並 び

爬 虫 類 ・ 両 生 類 が あ げ ら れ る 。 爬 虫 類 ・ 両 生 類 の 多 く は ， 里 山 の 水

域 と 陸 域 の 連 続 し た 環 境 を 主 要 な 生 息 環 境 と し て い る 。 こ れ ら の 生

物 は コ ウ ノ ト リ や ト キ ， サ シ バ な ど の 鳥 類 を 支 え ， イ タ チ や タ ヌ キ

な ど の 哺 乳 類 を 支 え て き た 。 爬 虫 類 と 両 生 類 と は ， 本 来 分 類 群 か ら

み れ ば 全 く 異 な る も の で あ る 。 し か し な が ら ， 我 が 国 の 里 山 に お け

る 水 辺 環 境 で は ， 互 い に 中 間 捕 食 者 で ハ ビ タ ッ ト も 重 な る こ と ， 互

い に 捕 食 者 ， 被 食 者 に な り う る な ど ， 近 し い 生 態 的 地 位 に あ る と と

ら え る こ と で ， 生 息 環 境 の 把 握 に 空 間 的 ， 立 体 的 な 広 が り を 持 た せ

る こ と が で き る と 考 え る 。  

水 田 を 中 心 と し た 緑 地 環 境 に 関 す る 近 年 の 変 化 は ，1 0 0 0 年 以 上 前

か ら ヒ ト と 共 存 し て き た 多 様 な 生 物 の 生 息 条 件 を 短 期 間 に 消 失 さ せ

た 。 緑 地 そ の も の を 消 失 さ せ る 開 発 ， 耕 作 放 棄 に よ る 植 生 遷 移 の 進

行 ， 圃 場 整 備 に よ る 乾 田 化 ， 用 排 水 路 の 近 代 化 ， 農 薬 や 化 成 肥 料 に

よ る 水 質 や 土 質 の 変 化 な ど が あ げ ら れ る（ 鷲 谷  2 0 0 6）。こ う し た 時

間 の 流 れ に 伴 い ， 爬 虫 類 で 1 8 . 6 %， 両 生 類 で 2 1 . 9 %の 種 が 現 在 国 の

絶 滅 危 惧 種（ 環 境 庁  2 0 0 0，環 境 省  2 0 0 6）と な っ て お り ，各 地 方 別

で は さ ら に 多 く の 種 で 地 域 絶 滅 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ の よ う な 時 代

背 景 の も と ， 生 態 系 の 疲 弊 し た 地 域 に い か に 生 物 的 に 健 全 な 状 態 で

水 辺 を 伴 っ た 緑 地 空 間 を 確 保 す る か が 課 題 と な っ て い る 。  
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１ ． ２  既 往 研 究 の 整 理   

 

カ メ 類  

爬 虫 類 を 指 標 と し た 緑 地 環 境 分 析 に 関 す る 研 究 は 少 な く ， な か で

も 淡 水 生 カ メ 類 を 取 り 扱 っ た 研 究 は 極 め て 乏 し く ， 分 布 や 生 態 な ど

基 礎 的 な 知 見 を 収 集 し て い る 段 階 で あ る 。 全 国 レ ベ ル の 目 撃 情 報 調

査（ 志 村 ほ か  2 0 0 4，公 益 財 団 法 人 日 本 自 然 保 護 協 会  2 0 1 4）の ほ か ，

西 日 本 地 域 レ ベ ル の 種 組 成 調 査（ Ya b e  1 9 8 9，1 9 9 2，岡 田 ほ か  2 0 0 5），

首 都 圏 地 域 レ ベ ル の 種 組 成 調 査 （ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 生 態 工 房  

2 0 0 7）な ど が あ り ，い ず れ も 近 年 各 地 で 放 逐 さ れ て い る カ メ 類 が 増

加 し て い る こ と を 指 摘 し て い る 。 こ れ ら 外 来 生 物 の 侵 入 の 影 響 は ，

ミ ナ ミ イ シ ガ メ M a u r e m y s  m u t i c a  （ 小 林 ほ か  2 0 0 6）， カ ミ ツ キ ガ

メ C h e l y d r a  s e r p e n t i n a  （ 小 林  2 0 0 7 a ,  2 0 0 7 b ）， ア カ ミ ミ ガ メ

Tr a c h e m y s  s c r i p t a（ 有 馬 ほ か  2 0 0 8， 西 川 ほ か  2 0 0 5） 等 の 報 告 が

あ る 。 そ の 一 方 で 在 来 カ メ 類 の 減 少 要 因 ， 生 息 環 境 の 修 復 に つ い て

の 研 究 は 乏 し く ， 標 識 再 捕 法 お よ び ラ ジ オ テ レ メ ト リ ー に よ っ て 調

べ た ニ ホ ン イ シ ガ メ M .  j a p o n i c a の 活 動 性 （ 矢 部  1 9 9 2） な ど ご く

わ ず か で あ る 。 カ メ 類 に 配 慮 し た 緑 地 計 画 に 用 い る 情 報 は 海 外 の 事

例 も 含 め 極 め て 不 足 し て い る の が 現 状 で あ る 。  

 

カ エ ル 類  

カ エ ル 類 の 既 往 研 究 は ， 定 量 的 な 調 査 の し や す さ ， 社 会 的 な 注 目

度 等 も 関 係 し て 種 ご と の 繁 殖 生 態（ 芹 沢  1 9 8 5）や 分 布 パ タ ー ン（ 大

澤 ほ か  2 0 0 5 b）， 個 体 群 へ の 再 導 入 （ 大 河 内 ほ か  1 9 9 7）， 里 山 構 造
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や 水 田 耕 作 形 態 と カ エ ル 類 の 関 係 を 示 し た 調 査 （ 大 澤 ほ か  2 0 0 6）

な ど 多 岐 に わ た る 。一 方 で ，農 業 技 術 的 に 合 理 集 約 化 さ れ た 圃 場 や ，

復 田 の 効 果 に 関 す る カ エ ル 類 の 動 向 の 情 報 は 若 干 乏 し い 。  

 

サ ン シ ョ ウ ウ オ 類  

サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 は 分 布 拡 散 能 力 が 乏 し く ， 大 型 水 系 ご と ， 大 型

山 地 ご と に 種 分 化 す る 傾 向 に あ る（ 内 山 ほ か  2 0 0 2）。大 河 川 に 生 息

す る オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ A n d r i a s  j a p o n i c u s や ， 山 岳 の 渓 流 に 生 息

す る ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ オ H y n o b i u s  k i m u r a e な ど 種 と し て 多 様 で あ

る が ， 本 研 究 で 対 象 と な る の は 都 市 と 近 接 す る 丘 陵 地 の 止 水 的 水 辺

環 境 に 生 息 す る 種 で あ る 。 そ の 代 表 で あ る 都 市 近 郊 域 に 分 布 の 拠 点

が 存 在 す る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ H .  t o k y o e n s i s に つ い て 着 目

し た 。 本 種 に 関 し て は ， 県 レ ベ ル の 分 布 調 査 （ 高 桑 ほ か  2 0 0 6）， 外

来 生 物 に よ る 影 響 （ 金 田  2 0 0 8 ,  横 浜 弁 護 士 会  2 0 0 8）， ミ テ ィ ゲ ー

シ ョ ン 事 例 報 告（ 黒 木 ほ か  1 9 9 7），気 候 変 動 と の 関 係（ 草 野  2 0 0 9）

な ど の 報 告 が あ る 。 本 種 が 本 来 的 に 必 要 と す る 水 辺 構 造 を 検 証 し た

研 究 は 少 な く ， 本 来 的 な 生 息 地 保 全 に 関 す る 基 礎 情 報 は 不 足 し て い

る 。  
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１ ． ３  研 究 の 目 的  

 

2 0 2 0 年 ま で の 生 物 多 様 性 戦 略 計 画「 愛 知 タ ー ゲ ッ ト 」で は ，生 物

多 様 性 の 状 況 を 改 善 し ， 参 加 型 計 画 立 案 ， 知 識 管 理 と 能 力 開 発 ， 実

施 を 強 化 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 地 域 の 生 物 多 様 性 保 全 の 戦 略

に は ， 原 生 自 然 な ど の 生 態 系 や 生 息 場 所 を ま る ご と 保 護 す る 「 生 態

系 ア プ ロ ー チ 」 と ， 特 定 の 生 息 場 所 と の 結 び つ き の 強 い 生 態 的 指 標

種 を 用 い ，景 観 や 生 態 系 を 視 野 に 入 れ た「 種 ア プ ロ ー チ 」が あ る（ 鷲

谷  1 9 9 9）。し か し な が ら ，我 が 国 に お い て 里 山 に 生 息 す る 水 辺 の 爬

虫 ・ 両 生 類 の 生 息 動 態 か ら 見 た 緑 地 空 間 の 保 全 ・ 再 生 手 法 は 十 分 確

立 さ れ て お ら ず ， そ の た め の 研 究 蓄 積 が 急 務 で あ る 。  

ま た ， 里 山 の 担 い 手 は 農 家 だ け で な く 市 民 活 動 団 体 な ど 多 様 化 し

て い る 。 本 研 究 で は ， 陸 域 と 水 域 を ま た い で 生 活 す る カ メ 類 ， 生 活

史 が 水 田 耕 作 と 密 接 し て い る カ エ ル 類 ， 樹 林 と 沢 や 谷 戸 田 を 一 体 的

に 生 息 空 間 と す る サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 を 対 象 と し て ， そ れ ら の 生 息 規

定 要 因 か ら 水 辺 を 有 す る 緑 地 環 境 の 保 全 修 復 手 法 を 蓄 積 す る と と も

に ， 実 際 に 里 山 で 展 開 さ れ て い る 市 民 活 動 を 事 例 に 生 態 系 保 全 の 効

果 に つ い て 検 証 す る こ と を 目 的 と し た 。  
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第 ２ 章  淡 水 生 カ メ 類 を 指 標 と し た 緑 地 環 境 の 保 全 に 関 す る 研 究   

 

２ ． １  三 浦 半 島 に お け る 淡 水 生 カ メ 類 の 種 組 成 と 生 息 環 境 の 関 係  

 

２ ． １ ． １  は じ め に  

我 が 国 は 東 ア ジ ア モ ン ス ー ン 気 候 下 に あ り ， 水 田 を 中 心 に 河 川 ・

水 路 ・ 溜 池 ・ 樹 林 地 等 か ら な る 農 村 環 境 が 各 地 に 形 成 さ れ ， 多 様 な

淡 水 生 の 水 生 生 物 を 維 持 し て き た 。 し か し ， 高 度 経 済 成 長 期 以 降 の

急 速 な 市 街 化 ， あ る い は 集 約 農 業 の 推 進 や 減 反 政 策 ， 農 業 の 担 い 手

不 足 等 に よ り ， 全 国 的 に 農 村 の 環 境 が 改 変 さ れ て い る 。 こ れ に よ り

水 生 生 物 の 各 種 に お い て 局 所 個 体 群 の 縮 小 や 消 滅 が 危 惧 さ れ て い る

（ 樋 口 ほ か  1 9 9 6，  鷲 谷  1 9 9 9）。ま た ，外 来 生 物 の 侵 入 の 増 加 に よ

り ， 地 域 独 自 の 種 構 成 が 変 化 し て い る と 考 え ら れ ， 本 来 的 な 地 域 の

生 物 多 様 性 が 失 わ れ つ つ あ る 。 こ の た め ， そ れ ぞ れ の 地 域 で 水 生 生

物 の 種 構 成 を 詳 細 に 把 握 す る こ と は ， 劣 化 し た 地 域 の 生 物 相 の 修 復

や 希 少 種 の 保 護 ・ 保 全 ， 外 来 生 物 管 理 な ど に 対 し 有 益 な 情 報 を 提 供

す る 。 特 に 水 生 生 物 の 生 息 空 間 の 分 布 性 質 上 ， 山 脈 ・ 流 域 界 ・ 海 な

ど で 周 辺 地 域 と 区 分 さ れ る 生 態 的 な 地 域 単 位 で の 悉 皆 的 な 調 査 が 求

め ら れ る 。 本 論 で は ， 淡 水 棲 カ メ 類 （ 以 下 ， カ メ 類 と す る ） に 着 目

し ， 都 市 近 郊 域 の 半 島 地 形 （ 三 浦 半 島 ） を 調 査 対 象 地 と し た 。  

本 州 産 の カ メ 類 に は ， 固 有 種 の ニ ホ ン イ シ ガ メ を は じ め 数 種 の 生

息 が 知 ら れ て い る （ 内 山 ほ か  2 0 0 2， 志 村 ほ か  2 0 0 4）。 し か し な が

ら ， 各 地 で ニ ホ ン イ シ ガ メ の 減 少 や 外 来 カ メ 類 の 侵 入 が 報 告 さ れ る

（ 岡 田 ほ か  2 0 0 5， 野 田 ほ か  2 0 0 4， 小 林  2 0 0 7 b， 矢 部  1 9 9 6， 前 沢  
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1 9 9 6， 竹 原  1 9 9 6） も の の ， 全 国 的 な 分 布 や 生 息 量 な ど の 状 況 は ほ

と ん ど 調 べ ら れ て い な い （ 矢 部  1 9 9 6，  1 9 9 9，  前 沢  1 9 9 6，  竹 原  

1 9 9 6）。公 益 財 団 法 人 日 本 自 然 保 護 協 会 が 2 0 0 3 年 に 行 っ た ア ン ケ ー

ト 調 査 「 日 本 全 国 カ メ さ が し 」 に よ る と ， ニ ホ ン イ シ ガ メ の 確 認 例

は 9 . 8 9 %と 非 常 に 少 な く ，外 来 種 で あ る ア カ ミ ミ ガ メ が 6 2 . 1 5 %を 占

め て い た と 報 告 さ れ て い る（ 志 村 ほ か  2 0 0 4）。外 来 種 が 在 来 カ メ 類

を 圧 迫 し て い る 可 能 性 も 指 摘 さ れ て い る（ 志 村 ほ か  2 0 0 4，  野 田 ほ

か  2 0 0 4， 高 桑 ほ か 2 0 0 6）。 カ メ 類 は 従 来 か ら 人 々 に 親 し ま れ て き

た 水 生 生 物 で も あ り ， 身 近 な 生 き 物 と 地 域 の 生 物 多 様 性 の 関 わ り を

考 え る 環 境 教 育 的 な 指 標 生 物 と し て も 重 要 な 生 物 群 と い え る 。 こ の

た め ， 個 々 の 地 域 毎 に カ メ 類 の 生 息 分 布 状 況 を 把 握 す る こ と は 意 義

あ る も の と 考 え ら れ る 。  

今 回 ， 調 査 対 象 地 と し た 神 奈 川 県 三 浦 半 島 は ， 昭 和 3 0 年 代 ま で

ほ ぼ 全 域 に 谷 戸 田 を 中 心 と す る 農 村 環 境 が 存 在 し ， 多 数 の ニ ホ ン イ

シ ガ メ の 棲 息 が 確 認 さ れ て い た（ 三 浦 半 島 自 然 保 護 の 会  1 9 6 0，1 9 6 2，

1 9 6 5，1 9 6 8）。首 都 圏 域 に 接 し て い る こ と も あ り ，昭 和 5 0 年 代 以 降

急 速 に 市 街 化 ， 水 田 が 減 少 し ， そ れ ら は 宅 地 や 畑 地 に 置 き 換 わ っ て

い る 。 ま た ， 中 下 流 部 の 市 街 化 に 伴 い ， 多 く の 河 川 で 河 川 改 修 が 進

め ら れ て き た 。 さ ら に ， 現 在 ， 都 市 河 川 や 公 園 の 池 な ど に は ア カ ミ

ミ ガ メ を は じ め と す る 外 来 種 を 多 数 確 認 す る こ と が で き る が ， 詳 細

な 生 息 調 査 は 行 わ れ て こ な か っ た 。 こ の よ う に 三 浦 半 島 は ， 現 在 も

わ ず か に 溜 池 や 谷 戸 田 な ど の 農 村 環 境 が 残 る も の の ， 首 都 圏 に 最 も

近 い 半 島 で あ る が 故 に 都 市 化 圧 が 強 く ，ま た 外 来 種 の 放 逐 も み ら れ ，

我 が 国 の 淡 水 棲 カ メ 類 の 種 構 成 変 化 の 特 徴 が 顕 著 に 表 れ て い る 地 域
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と 考 え ら れ る 。 カ メ 類 の 生 活 史 は 緑 地 環 境 と 深 く 関 係 し て お り （ 矢

部  1 9 8 9， Ya b e  1 9 9 2）， 本 論 で は 三 浦 半 島 の 各 水 系 に お け る 2 0 0 0

年 代 後 半 に お け る カ メ 類 の 種 組 成 を 明 ら か に し ， そ の 状 況 に 至 っ た

要 因 を 考 察 す る こ と を 目 的 と し た 。  
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２ ． １ ． ２  調 査 対 象 地 お よ び 方 法  

三 浦 半 島 は 神 奈 川 県 南 東 端 に 位 置 し ， 長 さ 約 2 1  k m ， 最 大 標 高

2 4 1 . 3  m で ， 相 模 湾 と 東 京 湾 を 分 け る 小 規 模 な 半 島 で あ る 。 北 部 の

三 浦 丘 陵 と 南 部 の 三 浦 台 地 ， そ し て 沖 積 低 地 に よ っ て 構 成 さ れ ， 多

数 の 小 河 川 と 水 田 や 溜 池 が 存 在 す る 。 今 回 ， 行 政 区 分 と し て ， 逗 子

市 ， 葉 山 町 ， 横 須 賀 市 ， 三 浦 市 を 対 象 と し ， ま ず 三 浦 半 島 に お け る

全 水 域 を 踏 査 し て ， カ メ 類 の 生 息 の 可 能 性 の 有 無 を 判 断 し た 。 す な

わ ち ， 3 面 コ ン ク リ ー ト 張 り の 小 水 路 ， 周 年 水 が 抜 か れ て い る 調 整

池 な ど ， 全 域 を 目 視 で き ， 生 息 が 認 め ら れ な い 水 域 は そ の 生 息 は 不

可 能 と し て 調 査 水 域 か ら 除 外 し た 。 ま た ， 一 つ の 集 水 域 内 を 流 れ る

同 一 水 系 の 水 域 で も ， 河 川 内 に 堰 堤 な ど の 移 動 障 害 が あ る 場 合 ， 堰

堤 の 上 流 側 お よ び 下 流 側 を そ れ ぞ れ 別 の 調 査 水 域 と し て 調 査 を 行 っ

た 。 こ の 踏 査 は ， 2 0 0 7 年 4 月 ～ 6 月 に 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 1 4 水 系

の 3 5 水 域 で カ メ 類 が 生 息 可 能 と 判 断 さ れ ， こ れ を 種 組 成 把 握 の 調

査 水 域 と し た （ 図 - 2 . 1 . 1）。  

 カ メ 類 の 調 査 は ， 籠 罠  （ 高 さ 2 0  c m  ×  幅 4 0  c m  ×  長 さ 6 0  c m）  

お よ び タ モ 網 に よ る 捕 獲 と し た 。 籠 罠 は ， カ メ 類 の 活 動 が 期 待 で き

る 天 候 の 穏 や か な 日 を 選 び ， 日 中 に 各 調 査 水 域 の 任 意 の 適 当 な 淵 等

に ，3 5 調 査 水 域 で 計 1 0 6 個 仕 掛 け ，魚 の あ ら 等 で 誘 引 し て 翌 日 回 収

し た 。 水 中 も 含 め 全 域 が 目 視 で き る 調 査 水 域 に 関 し て は ， タ モ 網 に

よ る 捕 獲 を 行 っ た 。 調 査 は ， 2 0 0 7 年 6 月 ～ 11 月 お よ び 2 0 0 8 年 5

月 ～ 8 月 に 実 施 し ， 1 調 査 水 域 最 低 3 日 間 行 い ， カ メ 類 の 捕 獲 が あ

っ た 場 合 は 新 規 捕 獲 個 体 が 出 現 し な く な る ま で 実 施 し た 。 捕 獲 は カ

メ を 死 傷 さ せ な い よ う 細 心 の 注 意 を も っ て 行 い ， 特 に 炎 天 下 で の 作
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業 で カ メ の 体 温 が 異 常 に 上 昇 し な い よ う 注 意 し た 。  

 捕 獲 し た カ メ は ， 種 名 ， 雌 雄 ， 背 甲 長 ， 背 甲 幅 ， 腹 甲 長 ， 体 重 ，

捕 獲 地 点 ， 捕 獲 日 ， 捕 獲 方 法 等 を 記 録 し た 。 甲 板 の 存 在 す る カ メ ，

す な わ ち ス ッ ポ ン P e l o d i s c u s  s i n e n s i s 以 外 は ，縁 甲 板 に 約 2  m m の

穴 を 開 け て マ ー キ ン グ す る 方 法 で 個 体 識 別 し た（ 図 - 2 . 1 . 2）。在 来 種

と 思 わ れ て い る 種 に 関 し て は 再 放 流 し ， 外 来 種 は 急 速 凍 結 に よ る 安

楽 死 を 実 施 し た 。 ま た ， 可 能 な 限 り 消 化 管 内 容 物 を 採 取 し た 。  

 生 息 環 境 と し て 各 地 点 の 環 境 調 査 を 行 っ た 。 環 境 調 査 項 目 は ， 水

辺 の 状 態 と 周 辺 の 土 地 利 用 状 況 と し ， こ れ ら よ り 他 の 水 域 や 周 囲 の

緑 地 と の 生 態 的 な 連 続 性 を 評 価 し た 。 水 辺 の 状 態 は ， 護 岸 の 有 無 と

そ の 形 状 ，堰 堤 の 有 無 ，淵 の 有 無 ，抽 水 植 物 群 落 の 有 無 を 記 録 し た 。

な お ，本 論 に お い て 堰 堤 と は 垂 直 で 高 さ 5 0  c m 以 上 の コ ン ク リ ー ト

製 の 堰 堤 な ど ， カ メ 類 の 登 坂 が 困 難 と 判 断 さ れ た 形 状 の も の と し ，

淵 と は 3 0 c m 以 上 の 深 み の 部 分 と し た 。 周 辺 の 土 地 利 用 状 況 は ， 各

行 政 が 発 行 し て い る 土 地 利 用 図 等 を 参 照 す る と と も に ， 現 地 確 認 よ

り 記 録 し た 。 生 態 的 な 連 続 性 は ， こ れ ら を 基 に 調 査 水 域 と 他 水 域 と

の 連 続 性 ， 調 査 水 域 と 周 辺 の 緑 地 と の 連 続 性 ， そ し て 生 態 的 な 連 続

性 の な い 孤 立 の 3 段 階 に 評 価 し た 。  
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図 - 2 . 1 . 1  調 査 水 域 の 位 置  

数 字 は 表 - 2 . 1 . 1 調 査 水 域 番 号 に 対 応 す る  

 

 

0       5  k m  
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図 - 2 . 1 . 2  カ メ の 標 識 方 法  

※ 例 え ば 3 2 0 番 の 場 合 ，1 0 0，2 0 0，2 0 を そ れ ぞ れ マ ー ク し て 表 す 。  
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２ ． １ ． ３  調 査 結 果  

（ １ ） 対 象 地 に お け る カ メ 類 の 種 組 成  

3 5 の 調 査 水 域 は 1 4 水 系 に 属 し ， 各 調 査 水 域 の 調 査 日 数 は ， 平 均

し て 5 . 8  日 で あ っ た（ 表 - 2 . 1 . 1）。本 調 査 で は 新 規 捕 獲 個 体 が 出 現 し

な く な る ま で 捕 獲 を 続 け て お り ， ほ ぼ 全 数 捕 獲 で き た と 考 え ら れ る

（ 後 述 の カ ミ ツ キ ガ メ を 除 く ）。4 科 8 種 が 確 認 さ れ ，捕 獲 3 1 7 個 体 ，

目 視 7 個 体 の 計 3 2 4 個 体 の 生 息 を 確 認 し た （ 表 - 2 . 1 . 2， 図 - 2 . 1 . 3）。

今 回 確 認 さ れ た 交 雑 個 体 は ， 外 部 形 態 か ら 全 て ニ ホ ン イ シ ガ メ ×ク

サ ガ メ C h i n e m y s  r e e v e s i i  （ 以 下「 イ シ ×ク サ 」）と 判 断 し た 。な お ，

目 視 確 認 個 体 は ， 種 に よ り 発 見 率 に 偏 り が 生 じ て い る 可 能 性 が あ る

た め ， 合 計 数 お よ び 全 体 の 割 合 に は 含 ま れ て い な い 。  

各 調 査 水 域 に お け る 捕 獲 個 体 数 お よ び 環 境 調 査 結 果 を 表 - 2 . 1 . 3 に

示 し た 。 カ メ 類 の 生 息 の 可 能 性 が あ る と し て 今 回 捕 獲 調 査 を 行 っ た

3 5 調 査 水 域 の う ち ， 約 半 数 の 1 6 調 査 水 域 で は カ メ 類 の 生 息 を 確 認

す る こ と が で き な か っ た 。 こ れ ら の 水 域 は ， 後 述 の よ う に カ メ 類 の

生 息 が 困 難 な 環 境 で あ る と 推 察 さ れ た 。 ま た ， カ メ 類 の 生 息 が 認 め

ら れ た 1 9 調 査 水 域 中 8 調 査 水 域 が 3 個 体 以 下 と 捕 獲 個 体 が 少 な か

っ た 。 一 方 で ， 1 0 0 個 体 以 上 が 1 調 査 水 域 （ N o . 3 2） の み ， 2 5～ 5 5

個 体 も わ ず か 3 調 査 水 域 （ N o . 2 3 , 2 8 , 3 5） と 少 な か っ た 。 こ の よ う

に ， 全 体 と し て は 少 数 の 突 出 し た 高 い 個 体 数 の 水 域 と ， 多 数 の 非 生

息 も し く は 極 め て 少 数 の 生 息 の 水 域 か ら 成 っ て い る こ と が 明 ら か に

さ れ た 。  

捕 獲 さ れ た 3 1 7 個 体 の 種 組 成 は ， 外 来 種 の ア カ ミ ミ ガ メ （ キ バ ラ

ガ メ お よ び ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ ） の 合 計 が 5 4 . 9 %と 半 数 以 上 を
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占 め て お り ， 次 い で ク サ ガ メ 3 0 . 6 %， カ ミ ツ キ ガ メ 2 亜 種 の 合 計 が

5 . 3 %で あ っ た 。こ れ ら の 上 位 3 種 が 全 体 の 9 0 . 8 %を 占 め て お り ，そ

れ 以 外 の 種 は 少 数 で あ っ た 。 特 に ， 三 浦 半 島 に お け る 在 来 種 （ 三 浦

半 島 自 然 保 護 の 会  1 9 6 5）と さ れ る ニ ホ ン イ シ ガ メ が 2 . 5 %と 極 端 に

少 な か っ た こ と は 特 筆 に 値 す る 。 三 浦 半 島 に お け る カ メ 類 の 個 体 数

の 多 い 上 位 5 種 お よ び 交 雑 個 体 と ， 公 益 財 団 法 人 日 本 自 然 保 護 協 会

の 「 全 国 カ メ さ が し 」 ア ン ケ ー ト 調 査 （ 志 村 ほ か  2 0 0 4） の 比 較 を

行 い ， 表 - 2 . 1 . 4 に 示 し た 。 大 半 を 占 め る ア カ ミ ミ ガ メ お よ び ク サ ガ

メ は お お む ね 同 じ 傾 向 を 示 し た が ，「全 国 カ メ さ が し 」の 結 果 に 対 し ，

外 来 種 カ ミ ツ キ ガ メ の 割 合 が 高 く ， 在 来 種 イ シ ガ メ の 割 合 が 低 い こ

と が 明 ら か に な っ た 。  

ニ ホ ン イ シ ガ メ に つ い て は ， 5 調 査 水 域 で の 確 認 で あ っ た 。 N o . 1

で は ，目 視 観 察 か ら 高 齢 の メ ス 個 体 と 思 わ れ た が ，2 0 0 7 年 7 月 以 降

は 確 認 す る こ と が で き な か っ た 。 N o . 2 8 は ， 以 前 ニ ホ ン イ シ ガ メ が

多 数 観 察 さ れ て い た 「 須 釜 の 池 」（ 三 浦 半 島 自 然 保 護 の 会  1 9 6 0 ，  

1 9 6 2，  1 9 6 5，  1 9 6 8）の 埋 め 立 て 地 に 作 ら れ た 都 市 公 園 内 の 池 で あ

る が ， 今 回 ニ ホ ン イ シ ガ メ が 1 個 体 の み 捕 獲 さ れ た 。  

カ ミ ツ キ ガ メ （ ホ ク ベ イ カ ミ ツ キ ガ メ お よ び フ ロ リ ダ カ ミ ツ キ ガ

メ ） は ， 2 調 査 水 域 の み の 確 認 で あ っ た 。 N o . 2 3 は 一 番 川 や 他 の 止

水 域 と の 連 続 性 は な い が ， 周 囲 の 湿 地 や 樹 林 地 な ど の 緑 地 と の 連 続

性 は 確 保 さ れ て い た 。 こ こ で は ， カ ミ ツ キ ガ メ に よ る 罠 の 破 損 が 著

し く ， 本 調 査 の 捕 獲 数 以 上 に カ ミ ツ キ ガ メ が 多 数 生 息 し て い る 可 能

性 が あ る 。  
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（ ２ ） 水 辺 の 状 態 か ら の 分 析  

（ ⅰ ） 流 水 域  

流 水 域 で は 1 6 調 査 水 域 で 調 査 を 行 っ た 。 約 半 数 の 9 調 査 水 域 で

カ メ 類 の 生 息 を 確 認 し た 。 1 調 査 水 域 の み 1 0 0 個 体 以 上 の 生 息 を 確

認 し た が ， 他 は 11 個 体 以 下 の わ ず か な 生 息 に と ど ま っ て い た （ 図

- 2 . 1 . 4）。ま た ，カ メ 類 の 移 動 の 障 害 と な る 堰 堤 が 存 在 し な い 調 査 水

域 も し く は 堰 堤 よ り 下 流 側 の 調 査 水 域 で の み カ メ 類 の 生 息 が 確 認 さ

れ た が ， 堰 堤 の 上 流 側 で は カ メ 類 は 確 認 さ れ な か っ た 。 加 え て ， 淵

お よ び 抽 水 植 物 群 落 の 存 在 す る 調 査 水 域 の み カ メ 類 の 生 息 が 認 め ら

れ ， い ず れ か が 欠 落 し た 調 査 水 域 で は 生 息 は 認 め ら れ な か っ た （ 表

- 2 . 1 . 5）。 N o . 3 2 で は ， 産 卵 中 の 個 体 は 数 回 観 察 で き た が ， 3 歳 齢 未

満 の 幼 体 は 全 く 確 認 で き な か っ た 。  

 

（ ⅱ ） 止 水 域  

止 水 域 で は 1 9 調 査 水 域 で 調 査 を 行 っ た 。約 半 数 で あ る 1 0 調 査 水

域 で カ メ 類 の 生 息 を 確 認 し た 。 調 査 水 域 ご と の 個 体 数 の 差 は 流 水 域

と は 異 な り ， 著 し く 個 体 数 が 多 い 箇 所 等 は み ら れ な か っ た （ 図

- 2 . 1 . 5）。護 岸 の 状 況 で 比 較 す る と ，護 岸 が 止 水 域 を 一 周 し て い る 調

査 水 域 で は ア カ ミ ミ ガ メ ， ク サ ガ メ の み の 確 認 で あ っ た の に 対 し ，

護 岸 化 さ れ て い な い 部 分 が あ る 止 水 域 で は ， ニ ホ ン イ シ ガ メ や イ シ

×ク サ の 生 息 が 確 認 さ れ た （ 図 - 2 . 1 . 6）。 水 深 が 3 0  c m に 満 た な い 調

査 水 域 （ N o . 11 , 1 3 , 1 9 , 2 2） で は カ メ 類 の 生 息 が 確 認 で き な か っ た 。

流 水 域 と 異 な り ， 抽 水 植 物 群 落 の 有 無 で は 顕 著 な 差 は み ら れ な か っ

た 。 N o . 1 , 2 , 2 3 で は 幼 体 ， N o . 2 8 で は 産 卵 と 幼 体 を 確 認 し た 。  
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（ ⅲ ） 周 辺 の 土 地 利 用 か ら の 分 析  

樹 林 地 ，畑 地 の 存 在 に よ る 種 組 成 の 顕 著 な 変 化 は み ら れ な か っ た 。

ま た ，カ メ 類 の 生 息 を 確 認 し た の は 全 て 道 路 に 隣 接 す る 水 域 で あ り ，

い ず れ も 放 逐 さ れ る 可 能 性 の あ る 環 境 で あ っ た 。 都 市 公 園 内 の 止 水

域 で は ， そ れ 以 外 の 止 水 域 よ り も 1 調 査 水 域 あ た り の 平 均 個 体 数 が

大 幅 に 増 加 し た （ 表 - 2 . 1 . 5）。 都 市 公 園 内 の 水 域 で は ， 都 市 公 園 外 の

調 査 水 域 に 比 べ 亜 種 ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ の 割 合 が 高 く ， イ シ ガ

メ 科 の カ メ 類 の 割 合 は 低 か っ た （ 図 - 2 . 1 . 7）。  

 

（ ⅳ ） 生 態 的 連 続 性 か ら の 分 析  

緑 地 と の 連 続 性 が 確 保 さ れ て い る 環 境 で は ク サ ガ メ ， ニ ホ ン イ シ

ガ メ ， イ シ × ク サ な ど イ シ ガ メ 科 の カ メ 類 の 割 合 が 高 ま っ た （ 図

- 2 . 1 . 8）。緑 地 と の 連 続 性 が 確 保 さ れ て い な い 調 査 水 域 で は 亜 種 ミ シ

シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ 等 の 割 合 が 高 ま る が ， 他 水 域 と の 連 続 性 の 有 無

に よ っ て そ の 割 合 に 差 は ほ と ん ど な か っ た 。  
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表 - 2 . 1 . 1  各 調 査 水 域 に お け る 調 査 日 数 お よ び 水 系 別 捕 獲 個 体 数  
調 査 水

域 番 号  水 系 名  調 査 水 域 名  調 査 日 数  水 系 別 捕 獲

個 体 数  
1  田 越 川 水 系  名 越 溜 池  1 8  4 2  
2  田 越 川 水 系  久 木 大 池  1 1   
3  田 越 川 水 系  池 子 大 池  7   
4  田 越 川 水 系  久 木 川  3   
5  田 越 川 水 系  池 子 川  3   
6  田 越 川 水 系  田 越 川  8   
7  森 戸 川 水 系  森 戸 川 （ 上 流 ）  3  3  
8  森 戸 川 水 系  森 戸 川 （ 下 流 ）  7   
9  下 山 川 水 系  下 山 川 （ 上 流 ）  7  5  

1 0  下 山 川 水 系  下 山 川 （ 下 流 ）  1 0   
1 1  下 山 川 水 系  峰 山 大 池  3   
1 2  前 田 川 水 系  前 田 川  3  0  
1 3  芦 名 川 水 系  芦 名 堰  4  0  
1 4  松 越 川 水 系  猿 見 谷 堰  5  3  
1 5  松 越 川 水 系  松 越 川 （ 上 流 ）  3   
1 6  松 越 川 水 系  松 越 川 （ 下 流 ）  3   
1 7  松 越 川 水 系  虫 山 の 池  3   
1 8  松 越 川 水 系  武 の 池  3   
1 9  川 間 川 水 系  須 軽 谷 堰  3  1 0  
2 0  川 間 川 水 系  川 間 川  3   
2 1  川 間 川 水 系  轡 堰  5   
2 2  一 番 川 水 系  岩 神 堰  3  5 1  
2 3  一 番 川 水 系  小 松 が 池  2 3   
2 4  神 田 川 水 系  三 戸 の 池  1 0  1 8  
2 5  鈴 川 水 系  地 蔵 が 作 の 池  3  0  
2 6  津 久 井 川 水 系  谷 戸 作 堰  3  0  
2 7  長 沢 川 水 系  長 沢 川  3  4 4  
2 8  長 沢 川 水 系  水 辺 公 園  9   
2 9  長 沢 川 水 系  深 井 堰  3   
3 0  野 比 川 水 系  野 比 川 （ 上 流 ）  3  0  
3 1  野 比 川 水 系  野 比 川 （ 下 流 ）  3   
3 2  平 作 川 水 系  平 作 川  1 1  1 4 1  
3 3  平 作 川 水 系  大 矢 部 川  3   
3 4  平 作 川 水 系  若 芽 池  3   
3 5  平 作 川 水 系  城 腰 堰  9   
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表 - 2 . 1 . 2   捕 獲 個 体 数 お よ び 割 合  

科 名  種 名 ま た は 亜 種 名  個 体 数 （ 目 視 ） 割 合 （ % ）  

イ シ ガ メ  ク サ ガ メ   
C h i n e m y s  r e e v e s i i  9 7  3 0 . 6  

 ニ ホ ン イ シ ガ メ   
M a u r e m y s  j a p o n i c a  8 （ 1 ）  2 . 5  

 イ シ ガ メ × ク サ ガ メ  
M .  j a p o n i c a × C h i .  r e e v e s i i  1 3  4 . 1  

 ● ヤ エ ヤ マ イ シ ガ メ   
M .  m u t i c a  k a m i  1  0 . 3  

 ● ハ ナ ガ メ   
O c a d i a  s i n e n s i s  1 （ 1 ）  0 . 3  

ヌ マ ガ メ  ● キ バ ラ ガ メ  
T r a c h e m y s  s c r i p t a  s c r i p t a  1  0 . 3  

 ● ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ  
T .  s c r i p t a  e l e g a n s  1 7 3 （ 2 ）  5 4 . 6  

カ ミ ツ キ ガ メ  ● カ ミ ツ キ ガ メ  
C h e l y d r a  s e r p e n t i n a  1 7 （ 1 ）  5 . 3  

 ● ワ ニ ガ メ   
M a c r o c l e m y s  t e m m i n c k i i  2  0 . 6  

ス ッ ポ ン  ス ッ ポ ン   
P e l o d i s c u s  s i n e n s i s  4 （ 2 ）  1 . 3  

 合 計  捕 獲 個 体 数 （ 目 視 個 体 数 ）  3 1 7  （ 7 ）  1 0 0  
● … 外 来 種 で あ る こ と が 明 白 な 種  
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ク サ ガ メ   

C h i n e m y s  r e e v e s i i  

 
カ ミ ツ キ ガ メ  

C h e l y d r a  s e r p e n t i n a  

 
キ バ ラ ガ メ  

T r a c h e m y s  s c r i p t a  s c r i p t a  

 
ニ ホ ン イ シ ガ メ   

M a u r e m y s  j a p o n i c a  

 
ハ ナ ガ メ   

O c a d i a  s i n e n s i s  

 
ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ  

T .  s c r i p t a  e l e g a n s  

 
ヤ エ ヤ マ イ シ ガ メ  

M .  m u t i c a  k a m i  

 
ワ ニ ガ メ  

M a c r o c l e m y s  t e m m i n c k i i  

 
ス ッ ポ ン   

P e l o d i s c u s  s i n e n s i s  

 

 

 
ニ ホ ン イ シ ガ メ × ク サ ガ メ  

M .  j a p o n i c a × C h i .  r e e v e s i i  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図 - 2 . 1 . 3  生 息 が 確 認 さ れ た カ メ 類
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表 - 2 . 1 . 3   各 調 査 水 域 に お け る 捕 獲 個 体 数 お よ び 環 境 調 査 結 果  

  捕 獲 個 体 数  水 辺 の 状 態  
周 辺 の 土 地 利

用 状 況  

生 態 的 連

続 性  

調

査

水

域

番

号

 

ク

サ

ガ

メ 

ニ

ホ

ン

イ

シ

ガ

メ 

イ

シ

ガ

メ×

ク

サ

ガ

メ 

ヤ

エ
ヤ

マ

イ

シ

ガ

メ 

ハ

ナ

ガ

メ 

キ

バ

ラ

ガ

メ 

ミ
シ
シ
ッ
ピ

ア
カ
ミ
ミ

ガ

メ 

カ

ミ

ツ

キ

ガ

メ 

 

ワ

ニ

ガ

メ 

ス

ッ

ポ

ン 

合

計

 

止

水

域

・
流

水

域

 

護

岸

の

状

況

 

堰

堤

の

有

無

 

淵

の

有

無

 

抽

水

植

物

群

落

 
樹

林

地

 

畑

地

 

市

街

地

 

道

路

と

隣

接

 

都

市

公

園

 

他

水

域

と

連

続

 

緑

地

と

連

続

 

生

態

的

に

孤

立

 

1  7  （ 1  -  -  （ 1  -  1 （ 2  -   -  （ 1  8  止 0  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○      ○    

2  5  -  -  -  -  -  1 0  -   -  -  1 5  止 0  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○    ○    

3  -  1  2  -  -  -  1  -   -  -  4  止 0  ○  ○  ○    ○    ○      ○    

4  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流 2 , 0  ○    ○  ○    ○  ○        ○  

5  1  -  -  -  -  -  2  -   -  -  3  流
2 , 1 ,

0  
  ○  ○  ○    ○  ○    ○  ○    

6  1  -  -  -  -  -  1 1  -   -  -  1 2  流 3 , 2    ○  ○      ○  ○    ○      

7  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流 2 , 0  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○      ○    

8  1  -  1  1  -  -  -  -   -  -  3  流 2  ○  ○  ○      ○  ○        ○  

9  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流
2 , 1 ,

0  
○  ○  ○  ○  ○  ○  ○      ○    

1 0  1  -  -  -  -  -  4  -   -  -  5  流 2 , 1  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○      ○    

1 1  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0      ○  ○            ○    

1 2  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流
2 , 1 ,

0  
○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○    

1 3  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○    ○  ○    ○  ○      ○    

1 4  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○  ○    ○            ○    

1 5  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流
2 , 1 ,

0  
○  ○  ○  ○  ○    ○      ○    

1 6  -  -  -  -  -  -  3  -   -  -  3  流 2  ○  ○  ○      ○  ○        ○  

1 7  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 半  ○  ○    ○            ○    

1 8  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○  ○  ○  ○            ○    

1 9  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○    ○  ○  ○    ○      ○    

2 0  -  -  -  -  -  -  1  -   -  -  1  流 3 , 2  ○  ○  ○    ○  ○  ○        ○  

2 1  3  -  -  -  -  -  6  -   -  -  9  止 全  ○  ○  ○    ○  ○  ○        ○  

2 2  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○    ○  ○  ○  ○  ○      ○    

2 3  2 3  -  1  -  -  1  8  1 6   2  -  5 1  止 半  ○  ○  ○    ○    ○  ○    ○    

2 4  7  1  8  -  -  -  2  -   -  -  1 8  止 0    ○  ○  ○  ○    ○    ○  ○    

2 5  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 0  ○  ○    ○  ○    ○    ○  ○    

2 6  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  止 全  ○  ○  ○    ○    ○        ○  

2 7  -  -  -  -  -  -  -  -   -  1 （ 1  1  流 3 , 2  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○        ○  

2 8  8  1  -  -  -  -  3 3  -   -  -  4 2  止 半  ○  ○  ○  ○    ○  ○  ○    ○    

2 9  -  -  -  -  -  -  1  -   -  -  1  止 全  ○  ○    ○  ○    ○        ○  

3 0  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流
2 , 1 ,

0  
○  ○  ○  ○  ○  ○  ○      ○    

3 1  -  -  -  -  -  -  -  -   -  -  0  流 3 , 2  ○  ○      ○  ○  ○        ○  

3 2  2 5  5  1  -  -  -  7 6  
1

（ 1  
 -  3  1 1 1  流 2    ○  ○      ○  ○    ○      

3 3  -  -  -  -  -  -  1  -   -  -  1  流 3 , 2    ○  ○      ○  ○    ○      

3 4  2  -  -  -  -  -  -  -   -  -  2  止 半  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○    ○    

3 5  1 3  -  -  -  1  -  1 3  -   -  -  2 7  止 半  ○  ○    ○    ○  ○  ○    ○    

※ 片 括 弧 は 目 視 に よ る 確 認 個 体 数  
※ 止 水 域 ・ 流 水 域 ： 止 ： 止 水 域 ， 流 ： 流 水 域  
※ 護 岸 の 状 況 ： 止 水 域 ： 全 → 池 の 一 周 が コ ン ク リ ー ト 護 岸 ・ 半 → 池 の 約 半 周 が コ ン ク リ ー

ト 護 岸 ・ 0 → 護 岸 な し ， 流 水 域 ： 3 → 3 面 張 り ・ 2 → 2 面 張 り ・ 1 → 1 面 張 り ・ 0 → 護 岸 な し  
※ 堰 堤 の 有 無 ： 垂 直 で 高 さ 5 0  c m 以 上 の コ ン ク リ ー ト 製 の 堰 な ど ， カ メ 類 の 登 坂 が 困 難 と

判 断 さ れ た も の  
※ 淵 の 有 無 ： 3 0  c m 以 上 の 深 み の 部 分 と し た  
※ 道 路 と 隣 接 ： 歩 道 お よ び 園 路 も 含 む  
※ 他 水 域 と 連 続 ： 堰 堤 や 護 岸 状 況 等 が 他 水 域 と の 生 態 的 な 連 続 性 を 損 ね て い な い 形 態 と し

た  
※ 緑 地 と 連 続 ： 堰 堤 や 護 岸 状 況 等 が 周 辺 の 緑 地 と の 生 態 的 な 連 続 性 を 損 ね て い な い 形 態 と

し た  
※ 生 態 的 に 孤 立 ： 堰 堤 や 護 岸 状 況 等 に よ り 周 辺 の 緑 地 や 他 の 水 域 と 連 続 し て い な い 場 合

「 生 態 的 に 孤 立 」 と し た  
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表 - 2 . 1 . 4 三 浦 半 島 に お け る カ メ 類 の 種 組 成 割 合 と「 全 国 カ メ さ が し 」

ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 の 比 較  
 三 浦 半 島（ %） 全 国 カ メ さ が し（ %） 

ア カ ミ ミ ガ メ  5 4 . 9  6 2 . 2  
ク サ ガ メ  3 0 . 6  2 1 . 1  
カ ミ ツ キ ガ メ  5 . 3  0 . 4  
イ シ ×ク サ  4 . 1  0 . 0  
ニ ホ ン イ シ ガ メ  2 . 5  9 . 9  
ス ッ ポ ン  1 . 3  2 . 3  
そ の 他  1 . 3  4 . 1  
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図 - 2 . 1 . 4   流 水 域 に お け る 調 査 水 域 別 捕 獲 個 体 数  
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図 - 2 . 1 . 5   止 水 域 に お け る 調 査 水 域 別 捕 獲 個 体 数  
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図 - 2 . 1 . 6   止 水 域 の 護 岸 状 況 別 の カ メ 類 種 組 成 割 合  
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図 - 2 . 1 . 7   都 市 公 園 内 外 別 の 止 水 域 の カ メ 類 種 組 成 割 合  
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図 - 2 . 1 . 8   隣 接 環 境 別 の カ メ 類 種 組 成 割 合  
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表 - 2 . 1 . 5   各 調 査 水 域 タ イ プ 別 に み た 1 調 査 水 域 あ た り の  

平 均 個 体 数  
 淵 お よ び 抽 水 植 物 群 落 の 存 在   道 路 と 隣 接   都 市 公 園 内 外  
 両 方 存 在  淵 の み 存 在  抽 水 植 物 群 落 の み 存 在   す る  し な い   内  外  

流 水 域  1 0 . 0  0  0   8 . 8  0   －  －  
止 水 域  1 6 . 3  5 . 0  0   1 1 . 8  0   2 7 . 4  2 . 9  
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２ ． １ ． ４  考 察  

（ １ ） 水 域 タ イ プ 別 に み た カ メ 類 の 生 息 条 件  

 流 水 域 で は 9 調 査 水 域 ， 止 水 域 で は 1 0 調 査 水 域 か ら カ メ 類 の 生

息 が 確 認 さ れ た 。し か し ，そ れ ぞ れ の 個 体 数 分 布 は 異 な っ て い た（ 図

- 2 . 1 . 4 ,  図 - 2 . 1 . 5）。 こ れ は ， 増 水 時 の 避 難 場 所 や 採 食 資 源 な ど が 貧

弱 で あ る と 考 え ら れ る 都 市 河 川 に お い て ， カ メ 類 の 個 体 数 維 持 は 困

難 で あ る こ と が 理 由 で あ る と 推 察 で き る 。 後 述 す る １ 調 査 水 域

（ N o . 3 2） を 除 き ， カ メ 類 の 生 息 地 と し て の 都 市 河 川 の 不 安 定 性 を

示 す 結 果 と な っ た 。  

 そ れ に 対 し 止 水 域 で は 安 定 的 な 個 体 数 分 布 を 示 し て い る よ う に 考

え ら れ る が ， そ の 多 く が 都 市 公 園 内 の 池 （ N o . 2 , 2 3 , 2 8 , 3 4 , 3 5） で あ

り ， ア カ ミ ミ ガ メ 等 の 外 来 種 が 6 0 %以 上 を 占 め て い る こ と か ら ， 在

来 の カ メ 類 の 生 息 地 と し て 安 定 し て い る と は 言 え な い 。 し か し ， 水

位 も 安 定 し て お り 一 定 の 緑 地 と の 連 続 性 が 保 た れ て い る こ と を 勘 案

す る と ， カ メ 類 の 生 息 地 と し て 都 市 河 川 よ り は 好 適 で あ る と 判 断 で

き ， 今 後 種 組 成 の 健 全 化 の た め に 注 目 す べ き 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 

（ ⅰ ） 流 水 域  

 流 水 域 は ， い ず れ も 道 路 や 市 街 地 に 隣 接 し て お り ， 外 来 種 が 放 逐

さ れ や す い 環 境 で あ っ た 。 水 辺 の 状 態 か ら 分 析 す る と ， N o . 1 2 を 除

く ， 淵 お よ び 抽 水 植 物 群 落 の 両 方 が 存 在 す る 流 水 域 で カ メ 類 の 生 息

が 確 認 さ れ た 。 淵 ま た は 抽 水 植 物 群 落 の 欠 落 し て い る N o . 4， N o . 3 1

で は カ メ 類 の 生 息 は 確 認 で き な か っ た 。 一 般 に ニ ホ ン イ シ ガ メ は 採

食 の 場 や 天 敵 か ら 隠 れ る 場 と し て 水 陸 移 行 帯 を 利 用 す る こ と が 知 ら
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れ て い る（ 矢 部  2 0 0 7）。今 回 ニ ホ ン イ シ ガ メ が 確 認 さ れ た 調 査 水 域

も ， 同 様 に 抽 水 植 物 群 落 ま た は 緑 地 と の 連 続 性 を 有 し て い る 環 境 で

あ っ た 。 ま た ， 堰 堤 の な い 流 水 域 （ N o . 5 , 6 , 3 2 , 3 3） で は い ず れ も カ

メ 類 の 生 息 が 認 め ら れ た 。生 態 的 な 連 続 性 に 関 し て は ，N o . 8 を 除 き ，

緑 地 や 他 の 水 域 と の 連 続 性 の な い 孤 立 し た 流 水 域 で は ニ ホ ン イ シ ガ

メ や ク サ ガ メ の 生 息 は 確 認 さ れ な か っ た 。N o . 8 は 低 木 の 生 え る 洲 が

あ る た め ， 水 域 と し て は 孤 立 し て い る が 調 査 水 域 内 部 に あ る 程 度 の

緑 地 を 有 し て い る と 捉 え る こ と で 説 明 が つ く 。  

 ま と め る と ， 流 水 域 に は 淵 と 抽 水 植 物 群 落 が 存 在 す る こ と が カ メ

類 の 生 息 に 最 低 限 必 要 で あ り ， 堰 堤 が 存 在 せ ず 緑 地 と 生 態 的 な 連 続

性 が 担 保 さ れ て い る こ と が ニ ホ ン イ シ ガ メ や ク サ ガ メ の 生 息 に 望 ま

し い と い え る 。  

 

（ ⅱ ） 止 水 域  

 止 水 域 で カ メ の 生 息 が 確 認 さ れ た の は ， い ず れ も 道 路 に 隣 接 し 放

逐 さ れ や す い 環 境 で あ る と 判 断 さ れ た 。 特 に ア カ ミ ミ ガ メ の 捕 獲 数

は ，都 市 公 園 内 の 池 5 カ 所 で 計 6 5 個 体 ，そ れ 以 外 の 溜 池 1 4 カ 所 で

計 11 個 体 で あ り ， 都 市 公 園 内 の 池 で 多 く 確 認 さ れ た 。 ま た ， 都 市

公 園 内 で は ， カ メ 類 の 個 体 数 は 全 体 的 に 多 い が ， 外 来 生 物 で あ る ア

カ ミ ミ ガ メ の 割 合 が 高 ま っ て い た （ 図 - 2 . 1 . 7）。 こ れ は ， 都 市 公 園 外

の 水 域 よ り 人 の 利 用 頻 度 が 高 く ， 放 逐 圧 が 高 い た め と 推 察 さ れ る 。  

生 息 が 確 認 さ れ た 止 水 域 は 全 て 淵 の 存 在 す る 環 境 だ っ た が ， 流 水

域 で 生 息 因 子 と な っ て い た 堰 堤 の 有 無 や 抽 水 植 物 群 落 の 有 無 に 関 す

る 顕 著 な 傾 向 は 見 ら れ な か っ た 。  
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 一 方 ， 岸 辺 全 体 が 護 岸 さ れ て い る 止 水 域 で は 外 来 種 が 7 割 以 上 を

占 め て お り ， 護 岸 の 割 合 が 少 な く な る ほ ど ニ ホ ン イ シ ガ メ や ク サ ガ

メ の 割 合 ・ 個 体 数 共 に 大 き く な っ た （ 図 - 2 . 1 . 6）。 こ れ は ， ニ ホ ン イ

シ ガ メ お よ び ク サ ガ メ が よ り 陸 域 と の 連 続 性 を 必 要 と す る 生 活 を 行

っ て い る が ， ア カ ミ ミ ガ メ は 陸 域 と の 連 続 性 の な い 環 境 で あ っ て も

生 息 可 能 で あ る た め だ と 考 え ら れ る 。 ま た ， 池 の 周 囲 全 体 が 護 岸 化

さ れ て い る 調 査 水 域 で は ， カ メ 類 の 繁 殖 は 確 認 さ れ な か っ た た め ，

新 た に 放 逐 さ れ な い 限 り ， そ れ ら は い ず れ 消 滅 す る 個 体 群 で あ る と

推 察 さ れ る 。  

 

（ ２ ） 種 ご と の 生 息 状 況 と 生 息 環 境 と の 関 係  

（ ⅰ ） ア カ ミ ミ ガ メ  

 最 も 個 体 数 の 多 か っ た も の が ， ア カ ミ ミ ガ メ の 亜 種 で あ る 北 米 原

産 の 亜 種 ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ で あ っ た 。 カ メ 類 の 生 息 が 確 認 さ

れ た 調 査 水 域 の う ち ほ ぼ 全 て で 本 亜 種 が 確 認 さ れ ， 在 来 の カ メ と の

競 合 が 危 惧 さ れ る 。 今 回 ア カ ミ ミ ガ メ が 確 認 さ れ た 調 査 水 域 は ， い

ず れ も 道 路 や 市 街 地 等 に 隣 接 す る 放 逐 さ れ や す い 調 査 水 域 で あ り ，

特 に 都 市 公 園 内 の 池 や 市 街 地 を 流 れ る 河 川 （ N o . 1 6 , 2 0 , 2 1 , 2 9） で 多

く 確 認 さ れ た 。 対 照 的 に ， ア ク セ ス し に く く 放 逐 圧 が 低 い と 考 え ら

れ る 樹 林 地 内 の 溜 池 等 （ N o . 11 , 1 4 , 1 7 , 1 8） で は 確 認 さ れ な か っ た 。

ま た ， 生 態 的 連 続 性 の な い 孤 立 し た 水 域 （ N o . 1 6 , 2 0 , 2 1 , 2 9） で も 確

認 さ れ ， 周 辺 の 他 の 水 域 や 緑 地 と の 連 続 性 が な く と も 本 種 は 生 息 可

能 と 推 察 さ れ る 。一 方 ，淵 の 存 在 し な い 調 査 水 域（ N o . 4 , 11 , 1 3 , 1 9 , 2 2）

で は 確 認 さ れ て お ら ず ， ア カ ミ ミ ガ メ の 生 息 に は 一 定 以 上 の 水 深 の
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あ る 環 境 が 必 要 で あ る と 推 察 さ れ る 。 都 市 公 園 内 の 池 で あ る N o . 2

で は 幼 体 ， N o . 2 8 で は 産 卵 と 幼 体 を 確 認 し て お り ， こ の 調 査 水 域 で

は 自 然 繁 殖 し て い る 可 能 性 が 高 い 。一 方 で ，N o . 6 , 3 2 等 の 河 川 で は ，

成 体 は 多 数 見 つ か る も の の ， 幼 体 は 全 く 確 認 さ れ な か っ た 。 ま た ，

か つ て 飼 育 さ れ て い た と 思 わ れ る 背 甲 の 変 形 や 不 規 則 な 発 育 等 の 特

徴 を 持 っ た 個 体 が 多 く ， 河 川 域 の 個 体 群 は 放 逐 さ れ た 個 体 の み で 形

成 さ れ て い る と 推 察 さ れ る 。特 に N o . 3 2 で は ，本 種 の 産 卵 は 確 認 さ

れ て い る が ， 幼 体 は 全 く 確 認 さ れ な か っ た 。 こ の た め 都 市 河 川 は ，

降 雨 時 の 急 な 増 水 等 に よ り 幼 体 が 定 着 で き な い 環 境 で あ る と 考 え ら

れ る 。  

 

（ ⅱ ） ク サ ガ メ  

 ク サ ガ メ は イ シ ガ メ 科 の 中 で も っ と も 確 認 数 が 多 か っ た 。 現 時 点

で は 我 が 国 の 在 来 種 と さ れ て い る が（ 内 山 ほ か  2 0 0 2），三 浦 半 島 に

関 し て は 人 為 分 布 の 個 体 群 の 可 能 性 が 高 い（ 柴 田 私 信 ）。ま た ，本 種

自 体 も 1 8 世 紀 末 に 朝 鮮 半 島 か ら 人 為 に よ り 移 入 し た 種 で あ る 説 も

示 さ れ て い る （ 疋 田 ほ か  2 0 1 0）。 後 述 す る よ う に ， 本 論 で も 本 種 の

移 入 を 支 持 す る 結 果 と な っ た 。 今 回 ， ク サ ガ メ が 確 認 さ れ た 調 査 水

域 は ， い ず れ も 淵 の 存 在 す る 環 境 で あ っ た 。 ま た ， 生 態 的 連 続 性 の

な い 孤 立 し た 水 域 （ N o . 8 , 2 1） で も 確 認 さ れ て い る こ と か ら ， 周 囲

の 調 査 水 域 や 緑 地 と の 連 続 性 が な い 水 域 内 で 生 活 史 を 完 結 し て い る

と 推 察 さ れ る 。 ア カ ミ ミ ガ メ 同 様 ， 放 逐 圧 の 低 い 調 査 水 域 で は 確 認

さ れ ず ， こ れ も ク サ ガ メ が 人 為 的 移 入 で あ る こ と を 支 持 す る ひ と つ

の 事 象 で あ る 。 止 水 域 の N o . 1 , 2 3 , 2 8 で は 本 種 の 幼 体 が 捕 獲 さ れ た 。
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こ れ に 対 し ， 護 岸 化 さ れ た 流 水 域 で は ， 産 卵 は 確 認 さ れ た も の の 幼

体 を 確 認 す る こ と は で き な か っ た 。 ア カ ミ ミ ガ メ 同 様 に ， 本 種 も 都

市 河 川 で は 幼 体 が 定 着 で き な い 可 能 性 が 高 い 。 特 に 流 水 域 や 都 市 公

園 内 の 池 で は ， 背 甲 が 変 形 し た 成 体 が 多 数 確 認 さ れ ， こ れ ら は 放 逐

さ れ た 個 体 の 可 能 性 が 高 い 。  

 

（ ⅲ ） ニ ホ ン イ シ ガ メ  

 ニ ホ ン イ シ ガ メ は 環 境 省 版 レ ッ ド リ ス ト で は「 情 報 不 足 」，神 奈 川

県 版 レ ッ ド リ ス ト で は 「 絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 」 と さ れ て い る （ 高 桑 ほ か  

2 0 0 6）。 捕 獲 数 は 8 個 体 と 少 な く ， 全 て メ ス 個 体 で あ っ た 。 甲 板 に

形 成 さ れ る 年 輪 は 1 5 年 ほ ど で 摩 耗 す る こ と が 知 ら れ て い る が （ 矢

部  2 0 0 7），今 回 の 甲 板 の 年 輪 確 認 か ら ，捕 獲 さ れ た 8 個 体 の い ず れ

も が 1 5 歳 齢 以 上 の 高 齢 個 体 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 幼 体 や 若 い 個

体 お よ び オ ス 個 体 は 確 認 さ れ て お ら ず ， 個 体 群 と し て 繁 殖 不 可 能 な

状 態 に 陥 っ て い る 可 能 性 が 極 め て 強 い 。 今 回 イ シ ガ メ が 確 認 さ れ た

調 査 水 域 は ， い ず れ も 他 の 水 域 も し く は 緑 地 と の 連 続 性 が 確 保 さ れ

た 環 境 で あ り ， 生 態 的 連 続 性 の な い 孤 立 し た 水 域 で は 生 息 が 認 め ら

れ な か っ た 。 ニ ホ ン イ シ ガ メ は 河 川 ・ 水 田 ・ 溜 池 間 を 移 動 す る こ と

が 知 ら れ て お り （ 矢 部  1 9 8 9， Ya b e  1 9 9 2）， ニ ホ ン イ シ ガ メ の 生 息

に は 周 囲 の 環 境 と の 生 態 的 な 連 続 性 の あ る 環 境 が 必 要 で あ る と 考 え

ら れ る 。 ま た ， ニ ホ ン イ シ ガ メ が 確 認 さ れ た 場 所 で は ， ク サ ガ メ ま

た は イ シ ×ク サ が 確 認 さ れ て お り ，ニ ホ ン イ シ ガ メ の オ ス の 不 足 と ，

ク サ ガ メ と の 交 雑 に よ り 種 が 維 持 で き な い 状 況 で あ る と 推 察 さ れ る 。

本 来 ，ニ ホ ン イ シ ガ メ は 山 麓 部 の 谷 川 や 池 沼 に 生 息 す る の に 対 し て ，
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ク サ ガ メ は 平 地 の 河 川 や 池 沼 に 生 息 す る と さ れ て い る（ 矢 部  1 9 9 6）。

し か し ， 三 浦 半 島 で は 三 浦 丘 陵 を 中 心 と す る 複 数 の 水 系 で ク サ ガ メ

と ニ ホ ン イ シ ガ メ が 同 所 的 に 生 息 し て い る こ と が 確 認 で き た 。 両 種

が ， 生 息 場 所 が 異 な る た め 生 殖 隔 離 さ れ て お ら ず 交 雑 可 能 な 種 で あ

る な ら ば（ 内 山 ほ か  2 0 0 2，  矢 部  1 9 9 6），三 浦 半 島 に お け る 両 種 の

同 所 的 な 生 息 が 自 然 分 布 で あ る 可 能 性 は 低 い 。 ク サ ガ メ や イ シ ×ク

サ の 繁 殖 は み ら れ る （ N o . 3 , 2 4 ） も の の ， 純 粋 な イ シ ガ メ が 繁 殖 で

き て い な い こ と を 考 慮 す る と ， ク サ ガ メ が 遺 伝 子 汚 染 源 と な り ニ ホ

ン イ シ ガ メ の 系 統 維 持 を 妨 げ て い る 可 能 性 が あ る 。 ニ ホ ン イ シ ガ メ

は 1 9 7 0 年 代 ま で ，「 須 釜 の 池 」や 多 く の 谷 戸 田 で 観 察 す る こ と が で

き た （ 三 浦 半 島 自 然 保 護 の 会  1 9 6 0，  1 9 6 2，  1 9 6 5，  1 9 6 8） が ，

生 息 地 の 消 滅 ， 緑 地 と 調 査 水 域 と の 分 断 等 に よ り 個 体 数 が 激 減 し た

と 考 え ら れ る 。 N o . 2 8 で 捕 獲 さ れ た 個 体 に 関 し て は ， か つ て 飼 育 さ

れ て い た と 思 わ れ る 背 甲 の 不 規 則 な 発 育 等 の 特 徴 を 持 っ た 個 体 で あ

り ， 放 逐 個 体 の 可 能 性 が 高 い 。 こ の 調 査 水 域 は 以 前 ニ ホ ン イ シ ガ メ

が 多 数 生 息 し て い た と さ れ る 「 須 釜 の 池 」（ 三 浦 半 島 自 然 保 護 の 会  

1 9 6 0，1 9 6 2，  1 9 6 5，  1 9 6 8）付 近 に 造 成 さ れ た 池 で あ る 。し か し ，

須 釜 の 池 は 埋 め 立 て ら れ て お り ， こ の 地 域 本 来 の ニ ホ ン イ シ ガ メ は

死 滅 し た と 考 え ら れ る 。 N o . 3 2 で 最 も 多 く 確 認 さ れ た が ， こ の 河 川

は ア カ ミ ミ ガ メ が 突 出 す る 外 来 種 の 放 逐 圧 が 高 い 調 査 水 域 の た め ，

ニ ホ ン イ シ ガ メ に 関 し て も 放 逐 さ れ た 個 体 が 紛 れ 込 ん で い る 可 能 性

が 高 い 。 ア カ ミ ミ ガ メ の 捕 獲 の 少 な い N o . 1 , 3 , 2 4 に 関 し て は ， 外 来

種 の 放 逐 圧 は 低 い と 考 え ら れ ， ま た ， 以 前 か ら 継 続 的 に ニ ホ ン イ シ

ガ メ が 観 察 さ れ て い た 地 域 で あ る た め ， 三 浦 半 島 本 来 の 個 体 で あ る
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と 推 察 さ れ る 。し か し ，N o . 1 で は 数 年 前 か ら 同 じ １ 個 体 を 観 察 す る

こ と が で き た が （ 名 越 谷 戸 調 査 会  2 0 0 7）， 2 0 0 7 年 7 月 以 降 は 確 認

で き な い こ と か ら ， 本 調 査 期 間 中 に 死 亡 し た 可 能 性 が 強 い 。 こ の こ

と か ら ，1 9 8 0 年 代 頃 か ら ニ ホ ン イ シ ガ メ が 繁 殖 で き な い 状 態 に 陥 り ，

現 在 生 き 残 っ た 高 齢 個 体 が 徐 々 に 死 ん で い る 状 況 と 考 え ら れ る 。

2 0 0 7 年 に N o . 1 の 個 体 群 が 消 失 し ，2 0 0 8 年 時 点 で 確 実 な 三 浦 半 島 本

来 の 個 体 群 は ， N o . 3 , 2 1 の 2 箇 所 ， も し く は N o . 2 8 を 含 め た 3 箇 所

と 極 め て 少 な く ， 危 機 的 な 状 況 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 そ し

て ， 現 状 で は ご く 近 い 将 来 ， 三 浦 半 島 本 来 の ニ ホ ン イ シ ガ メ の 個 体

群 は 消 滅 す る と 判 断 さ れ た 。 早 急 に 保 全 生 物 学 的 な 対 応 に よ る 個 体

群 の 回 復 と 生 息 環 境 の 保 全 ・ 修 復 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

（ ⅳ ） カ ミ ツ キ ガ メ  

 カ ミ ツ キ ガ メ は ペ ッ ト と し て ア メ リ カ 大 陸 か ら 輸 入 さ れ て い た が ，

2 0 0 6 年 に 全 亜 種 が 特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ ， 売 買 が 禁 止 と な っ た 。

全 国 各 地 で 放 逐 さ れ た 個 体 が 帰 化 し ， 生 態 系 へ の 悪 影 響 や 人 体 へ の

被 害 の 危 険 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 小 林  2 0 0 7 b ）。 今 回 確 認 さ れ た

N o . 2 3 , 3 2 は ，都 市 公 園 内 の 池 と 市 街 地 を 流 れ る 河 川 で あ り ，亜 種 ミ

シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ が 多 く 確 認 で き た 調 査 水 域 で あ っ た 。 N o . 2 3

で は ， 基 亜 種 ホ ク ベ イ カ ミ ツ キ ガ メ お よ び 亜 種 フ ロ リ ダ カ ミ ツ キ ガ

メ が 発 見 さ れ た 。 い ず れ も 性 成 熟 し て お り ， 基 亜 種 ホ ク ベ イ カ ミ ツ

キ ガ メ は 幼 体 も 捕 獲 さ れ た こ と か ら ， 当 調 査 水 域 で の 繁 殖 が 示 唆 さ

れ る 。前 述 の よ う に N o . 2 3 で は 全 数 捕 獲 さ れ て い な い と 思 わ れ ，今

後 継 続 的 に 調 査 す る 必 要 が あ る 。 N o . 3 2 は 護 岸 さ れ た 都 市 河 川 で あ
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り 繁 殖 で き る 環 境 で は な い と 判 断 さ れ ， 放 逐 個 体 の み が 生 息 し て い

る と 考 え ら れ る 。  

 

（ ⅴ ） ス ッ ポ ン  

 ス ッ ポ ン は 4 個 体 捕 獲 し ， 目 視 で 2 個 体 確 認 し た 。 食 用 に 持 ち 込

ま れ た 大 陸 産 の 個 体 か 在 来 の 個 体 か を 判 断 す る の は 困 難 で あ っ た 。

今 回 確 認 さ れ た 調 査 水 域 は ， い ず れ も 淵 お よ び 抽 水 植 物 群 落 の 存 在

す る 環 境 で あ り ， ス ッ ポ ン の 生 息 に も こ れ ら が 必 要 で あ る と 考 え ら

れ る 。 捕 獲 さ れ た 個 体 は 全 て N o . 2 7 , 3 2 の 都 市 河 川 で 確 認 さ れ た も

だ っ た 。 N o . 1 に 関 し て は 2 0 0 8 年 5 月 に 初 め て 確 認 さ れ ， 前 年 以 前

に は 観 察 さ れ た こ と が な か っ た こ と か ら ， 最 近 放 逐 さ れ た と 考 え ら

れ ， そ の 後 も 観 察 さ れ な か っ た こ と か ら 定 着 は し な か っ た と 推 察 さ

れ る 。 い ず れ も 成 体 で ， 幼 体 は 確 認 さ れ な か っ た 。  

 

（ ⅵ ） そ の 他 の 外 来 種  

 ワ ニ ガ メ M a c r o c h e l y s  t e m m i n c k i i， ハ ナ ガ メ O c a d i a  s i n e n s i s，

ヤ エ ヤ マ イ シ ガ メ M a u r e m y s  m u t i c a  k a m i， キ バ ラ ガ メ を 若 干 数 確

認 し た 。 こ れ ら は い ず れ も 外 来 種 だ が ， 流 通 量 の 少 な さ が 放 逐 数 に

影 響 し て い る と 考 え ら れ る 。 し か し ， ヤ エ ヤ マ イ シ ガ メ や ハ ナ ガ メ

は 他 の イ シ ガ メ 科 の 種 と 交 雑 す る 可 能 性 も あ り ， 少 数 で あ っ て も 注

意 が 必 要 で あ る 。 ま た ， 今 後 ， 亜 種 ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ 同 様 に

高 い 放 逐 圧 が 生 じ た 場 合 ， そ の 生 態 系 に 与 え る 影 響 に は 特 に 注 意 が

要 る と 考 え ら れ る 。  
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（ ３ ） 今 後 の カ メ 類 の 保 全 と 水 辺 環 境 の 整 備 に む け て  

今 回 の 調 査 で は ， 流 水 域 で 淵 お よ び 抽 水 植 物 群 落 の 存 在 す る 水 域

で カ メ 類 の 生 息 が 認 め ら れ た 。 止 水 域 で は ， 護 岸 化 さ れ る と ニ ホ ン

イ シ ガ メ や ク サ ガ メ 割 合 が 減 少 し ， 図 - 2 . 1 . 8 に よ り 緑 地 と の 連 続 性

が 確 保 さ れ て い な い 水 域 で ニ ホ ン イ シ ガ メ や ク サ ガ メ の 割 合 が 減 少

し た 。 こ の こ と か ら ， ク サ ガ メ や ニ ホ ン イ シ ガ メ の 生 息 に は 緑 地 と

水 域 と の 生 態 的 な 連 続 性 が 確 保 さ れ て い る こ と が 重 要 で あ る と 言 え

る 。  

ま た ， 繁 殖 不 可 能 と 思 わ れ る 調 査 水 域 で も 数 種 の カ メ 類 が 確 認 さ

れ ， ニ ホ ン イ シ ガ メ で は 1 個 体 の み の 確 認 に と ど ま っ た 調 査 水 域 で

も 生 息 が 認 め ら れ た 。 カ メ 類 は 個 体 の 生 育 可 能 年 数 が 長 く ， 個 体 群

存 続 に 致 命 的 な 状 況 で あ っ て も 成 体 は そ の 寿 命 が 尽 き る ま で 生 息 確

認 調 査 上 は “生 息 ”の デ ー タ が 得 ら れ る こ と に な る 。 今 回 ， 三 浦 半 島

と い う 生 態 的 な 地 域 単 位 で の 悉 皆 調 査 に よ り ， ニ ホ ン イ シ ガ メ が 個

体 群 と し て は 既 に 崩 壊 し て い る こ と を 明 ら か に す る こ と が で き た 。

護 岸 化 さ れ て 他 の 水 域 や 樹 林 地 と の 連 続 性 が な く な っ た こ と と ， そ

れ に 伴 い 幼 体 の 生 息 地 と な る 水 田 や 溜 池 等 に 移 動 で き な く な っ た こ

と ， そ し て ク サ ガ メ と の 交 雑 に よ り 純 粋 な 遺 伝 子 が 残 せ な く な っ た

こ と が そ の 主 な 原 因 で あ る と 考 え ら れ る 。  

ニ ホ ン イ シ ガ メ を 保 全 す る た め に は ， 河 川 内 の 移 動 が 可 能 で ， か

つ 周 辺 の 緑 地 と の 連 続 性 が 担 保 さ れ ， 水 際 部 の エ コ ト ー ン が 健 全 な

状 態 で 保 全 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た ， 幼 体 の 生 息 地 と な る 安

定 し た 止 水 域 が 必 要 で あ る 。 ク サ ガ メ 等 の 他 の イ シ ガ メ 科 の カ メ が

同 所 的 に 生 息 し て い る 場 合 ， 容 易 に 交 雑 し て し ま う た め 種 と し て の
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系 統 の 維 持 は 困 難 で あ り ， 遺 伝 子 汚 染 を 防 ぐ た め の 対 策 も 同 時 に 行

う 必 要 が あ る 。  

ア カ ミ ミ ガ メ 等 の 外 来 種 は 半 数 以 上 を 占 め て お り ， ニ ッ チ の 競 合

や 遺 伝 的 汚 染 等 ， 在 来 の カ メ 類 生 息 へ の 圧 迫 の み な ら ず ， 捕 食 対 象

生 物 種 へ の 圧 迫 が 懸 念 さ れ る 。 今 回 の 調 査 で ， 調 査 期 間 中 に 調 査 水

域 を 利 用 し て い た 個 体 は ， カ ミ ツ キ ガ メ 類 を 除 き ほ ぼ 捕 獲 す る こ と

が で き た た め ， 一 時 的 で は あ る が 三 浦 半 島 の 外 来 カ メ 類 の 個 体 群 を

消 滅 さ せ る こ と が で き た と 思 わ れ る 。 し か し ， 本 研 究 の 手 法 で は ，

そ の 後 の 新 た な 放 逐 や 他 地 域 か ら の 侵 入 の 抑 制 に は 至 っ て い な い 。

外 来 種 問 題 の 啓 発 に 努 め る と と も に ， カ メ 類 の 食 性 や 越 冬 場 所 等 の

調 査 研 究 を 行 い ， 餌 資 源 獲 得 や 特 定 の 空 間 利 用 に 対 し 外 来 種 が も た

ら す 影 響 も 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。  
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２ ． ２  神 奈 川 県 内 の 水 辺 公 園 に お け る カ ミ ツ キ ガ メ の 定 着 要 因 と

防 除 成 果  

 

２ ． ２ ． １  は じ め に  

 開 発 の 進 ん だ 都 市 域 に お い て ， 水 辺 の あ る 公 園 は 親 水 性 の 緑 地 と

し て 人 び と の 自 然 の ふ れ あ い の 場 と し て 重 要 な 要 素 と な っ て い る 。

ま た ， 自 然 豊 か な 水 辺 の 指 標 や 子 ど も た ち の 触 れ あ い 対 象 の 野 生 動

物 と し て ， 一 般 的 に メ ダ カ や ホ タ ル ， カ エ ル 等 が 挙 げ ら れ る が ， カ

メ 類 も そ の 一 つ で あ る 。水 辺 に い る カ メ 類 は の ど か さ の 象 徴 で あ り ，

我 が 国 で は 昔 か ら 親 し ま れ て き た 水 辺 の 風 景 で あ る 。し か し な が ら ，

地 域 本 来 の 豊 か な 水 辺 環 境 を 感 じ ら れ る は ず の 貴 重 な 都 市 近 郊 域 の

水 辺 は ， 現 実 に は 人 為 分 布 と 考 え ら れ る カ メ が 半 数 以 上 を 占 め て お

り（ 志 村 ほ か  2 0 0 4），生 態 系 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ て い る 。な か で も ，

カ ミ ツ キ ガ メ は 外 来 生 物 法 に よ る 特 定 外 来 生 物 に も 指 定 さ れ て お り ，

生 態 系 へ の 侵 略 性 が 指 摘 さ れ て い る（ 小 林  2 0 0 7 b ,  K o b a y a s h i  e t  a l .  

2 0 0 6 ,  安 川  2 0 0 5）。本 種 は 千 葉 県 印 旛 沼 で 大 規 模 な 定 着 が 確 認 さ れ

て い る の が 有 名 （ 多 紀  2 0 0 8） だ が ， 都 立 光 が 丘 公 園 ・ 都 立 石 神 井

公 園 等 の 都 市 部 の 親 水 公 園 で も 自 然 繁 殖 が 確 認 さ れ て い る （ 特 定 非

営 利 活 動 法 人 生 態 工 房  2 0 0 7）。都 市 公 園 で 繁 殖 し 個 体 数 が 増 加 し た

場 合 ， 在 来 生 物 相 へ の 影 響 の み な ら ず ， 遭 遇 機 会 の 増 加 に 伴 う 公 園

利 用 者 の 咬 傷 被 害 の 危 険 か ら ， 生 息 実 態 の 把 握 と 防 除 が 喫 緊 の 課 題

と な る 。  

カ ミ ツ キ ガ メ （ カ メ 目 カ ミ ツ キ ガ メ 科 ） は ， 南 北 ア メ リ カ 大 陸 の

冷 帯 か ら 熱 帯 ま で を 原 産 と す る た め ， ほ ぼ 日 本 全 土 の 平 野 部 の 水 域
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に 定 着 し う る と 考 え ら れ る（ 安 川  2 0 0 5 ,  環 境 省  2 0 1 2）。  背 甲 長 が

最 大 5 0  c m に も 達 す る 事 が あ り ， 雑 食 性 で 繁 殖 力 が 強 い （ 環 境 省  

2 0 1 2 ,  内 山 ほ か 2 0 0 2）。1 9 6 0 年 代 か ら ペ ッ ト と し て ア メ リ カ 合 衆 国

よ り 輸 入 さ れ て い た が ，1 9 9 0 年 代 以 降 ，全 国 各 地 の 野 外 で 放 逐 個 体

が 多 く 目 撃 さ れ る よ う に な っ た （ 安 川  2 0 0 5， 内 山 ほ か  2 0 0 2）。 本

種 は 成 長 す る に つ れ 攻 撃 的 に な る た め ， 飼 育 者 が 持 て 余 し 野 外 に 遺

棄 さ れ る 場 合 が あ り ， 条 件 の 良 い 場 所 で は 繁 殖 ・ 定 着 す る と 考 え ら

れ て い る 。 大 型 に 成 長 し ， さ ま ざ ま な 生 物 を 捕 食 す る 広 食 性 で あ る

た め ， 定 着 地 域 で は 魚 類 や 両 生 類 等 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 考

え ら れ る こ と ， 捕 ら え ら れ ， 陸 に 上 げ ら れ た 個 体 は 攻 撃 的 で ， 大 型

個 体 に 咬 ま れ た 場 合 に は 大 怪 我 が 想 定 さ れ る こ と か ら ，2 0 0 5 年 に カ

ミ ツ キ ガ メ 科 全 種 が 外 来 生 物 法 に よ る 特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ て い

る （ 環 境 省  2 0 1 2）。  

 本 種 の 定 着 し た 都 市 部 の 水 辺 公 園 で は ， 各 地 で 本 種 の 防 除 が 行 わ

れ て い る が ， 地 域 に 応 じ た 生 息 実 態 や 生 態 系 へ の 影 響 の 知 見 は 必 ず

し も 十 分 で は な い 。 そ こ で 本 研 究 で は ， 神 奈 川 県 の 2 つ の 水 辺 公 園

に 定 着 し た 本 種 の 防 除 活 動 に よ り 得 ら れ た 対 象 水 域 の カ メ 類 の 種 組

成 ， カ ミ ツ キ ガ メ の 個 体 群 構 造 お よ び 食 性 に つ い て 明 ら か に す る こ

と に し た 。 ま た 防 除 活 動 を 継 続 す る な か で ， そ の 成 果 と 課 題 を 整 理

し た 。 す な わ ち ， 本 種 の 地 域 生 物 相 へ の 影 響 や そ の 防 除 法 の 開 発 に

向 け た 基 礎 的 資 料 の 蓄 積 に 資 す る こ と を 目 的 と し た 。  
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２ ． ２ ． ２  調 査 地 の 概 要  

現 在 ， 神 奈 川 県 内 で 本 種 が 確 認 さ れ た 水 辺 は ， 都 市 河 川 や 住 宅 街

等 で の 逸 出 個 体 と 思 わ れ る 偶 発 的 な 目 撃 を 除 け ば ， 県 央 部 の 藤 沢 市

引 地 川 親 水 公 園 （ 近 隣 公 園 ： 約 9 . 7  h a） の 大 庭 遊 水 地 生 態 園 と 県 南

東 部 の 三 浦 市 小 松 ヶ 池 公 園 （ 近 隣 公 園 ： 約 3 . 7  h a） の 小 松 ヶ 池 の 2

ヵ 所 で あ る （ 図 - 2 . 2 . 1）。 ど ち ら も 都 市 公 園 内 の 水 域 で あ る が ， 大 場

遊 水 地 生 態 園 で は 2 0 0 0 年 か ら ，小 松 ヶ 池 で は 2 0 0 2 年 頃 か ら 断 続 的

に 本 種 の 目 撃 情 報 が 得 ら れ て い る 。 大 庭 遊 水 地 は 引 地 川 の 治 水 施 設

と し て 1 9 9 7 年 に 整 備 さ れ た が ， 一 部 に 生 態 園 （ 4 . 1  h a） と し て 水

辺 環 境 が 造 成 さ れ て い る 。当 初 は 広 い 開 放 水 域 が 形 成 さ れ て い た が ，

現 在 は 遷 移 に よ る 陸 化 が 進 み ， 通 常 時 は 狭 小 な 水 域 が あ る に 過 ぎ な

い 。 小 松 ヶ 池 （ 1 . 5  h a） は ， 以 前 農 業 用 水 地 と し て 使 わ れ て い た 池

が ， 親 水 性 の 高 い 都 市 公 園 の 水 辺 と し て 再 整 備 さ れ た も の で あ る 。

両 公 園 と も カ ミ ツ キ ガ メ 定 着 の 可 能 性 よ り ， 藤 沢 市 及 び 三 浦 市 の 公

園 部 局 か ら の 依 頼 を 受 け て ， 共 同 事 業 あ る い は 事 業 補 助 と し て 著 者

ら が 中 心 に な り 複 数 年 に わ た り 本 種 の 防 除 事 業 が 行 わ れ て い る 。  

な お ， 大 場 遊 水 地 生 態 園 及 び 小 松 ヶ 池 の 相 観 に よ る 現 存 植 生 分 布 は

図 - 2 . 2 . 2 に 示 す と お り で あ る 。 大 庭 遊 水 地 生 態 園 は ， 全 面 が 高 密 度

の ヨ シ 群 落 に 覆 わ れ た 中 に わ ず か に 開 放 水 面 と な る 細 流（ 水 深 約 1 0  

c m， 面 積 約 3 2 0  m 2） が 存 在 す る 程 度 で あ る 。 た だ し ， 大 雨 に よ る

引 地 川 か ら の 越 流 時 は ， 生 態 園 を 含 む 遊 水 地 全 体 が 一 時 的 に 数 日 間

湛 水 す る 。 一 方 ， 小 松 ヶ 池 は 素 堀 の 谷 戸 堰 き 止 め 型 溜 池 （ 最 大 水 深

約 2  m） で あ り ， 開 放 水 面 （ 面 積 約 0 . 3  h a） が 多 く 広 が る 周 縁 部 は

密 度 の 低 い 抽 水 植 物 群 落 と な っ て い る 。  
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図 - 2 . 2 . 1  調 査 対 象 地 の 位 置 お よ び 景 観 写 真  

 

低茎草地（農地・公園芝地

ヤナギ群落
ヨシ群落

ガマ群落
開放水面

調査対象外の流路

100m

低茎草地（農地・公園芝地

ヤナギ群落
ヨシ群落

ガマ群落
開放水面

調査対象外の流路

100m
 

図 - 2 . 2 . 2  小 松 ヶ 池 （ 左 ） 大 庭 遊 水 地 生 態 園 （ 右 ） 現 存 植 生 図  

 

引 地 川  
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２ ． ２ ． ３  研 究 方 法  

（ １ ） カ メ 類 の 種 組 成  

カ ミ ツ キ ガ メ の み を 選 択 的 に 捕 獲 す る 機 器 類 は 現 在 の と こ ろ 存 在

し な い 。 そ こ で ， 対 象 水 域 に お け る カ メ 類 全 種 を 対 象 と し た 誘 因 性

罠 に よ る 捕 獲 調 査 を 実 施 し ， 他 の カ メ 類 の 生 息 量 に 占 め る カ ミ ツ キ

ガ メ の 割 合 を 把 握 し た 。捕 獲 方 法 は ，環 境 省 ， N P O 団 体 ，自 治 体 の

先 行 事 例（ 特 定 非 営 利 活 動 法 人  2 0 0 7 ,  環 境 省  2 0 1 2）を 参 考 に 検 討

し た 。捕 獲 用 の 罠 と し て ，本 調 査 で は カ ニ 用 カ ゴ 罠（ 6 0  c m  ×  4 0  c m  

×  2 0  c m）及 び カ メ 用 カ ゴ 罠（ 8 0  c m  ×  5 0  c m  ×  4 0  c m）を 使 用 し た 。

水 中 に 罠 を 沈 め ， 魚 の あ ら 等 を 置 い て カ メ 類 を 誘 引 し ， 翌 日 罠 を 回

収 し た 。 回 収 作 業 は 主 に 午 前 中 の 公 園 利 用 者 の 少 な い 時 間 帯 に 行 っ

た 。  

よ り 短 期 に 駆 除 を 完 了 さ せ る た め 罠 密 度 は 高 く し ,小 松 が 池 で は ，

ガ マ 等 の 抽 水 植 物 群 落 が あ る 水 深 5 0  c m 前 後 の 池 南 東 部 の 2 0 0  m 区

間 に 等 間 隔 に 3 0 基 設 置 し た 。 こ れ は ， 2 0 0 8 年 8 月 ～ 9 月 の 任 意 の

1 5 日 間 ，2 0 0 9 年 6 月 ～ 8 月 の 任 意 の 1 6 日 間 ，2 0 1 0 年 6 月 ～ 9 月 の

任 意 の 1 6 日 間 ， 2 0 11 年 7 月 ～ 8 月 の 任 意 の 6 日 間 で 捕 獲 調 査 を 行

っ た （ 延 べ 調 査 日 数 5 3 日 ）。 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ， ヨ シ 等 の 抽 水

植 物 群 落 が 繁 茂 す る 水 深 2 0  c m 前 後 の 水 路 6 0  m 区 間 に 等 間 隔 に 7

基 （ 2 0 1 2 年 の み 1 2 基 ） 設 置 し た 。 2 0 1 0 年 6 月 ～ 1 0 月 の 任 意 の 2 0

日 間 ， 2 0 11 年 5 月 ～ 9 月 の 任 意 の 1 7 日 間 ， 2 0 1 2 年 5 月 ～ 8 月 の 任

意 の 1 2 日 間 に 捕 獲 調 査 を 行 っ た （ 延 べ 調 査 日 数 4 9 日 ）。  

捕 獲 さ れ た カ メ 類 は 種 を 同 定 し ， ク サ ガ メ ， ニ ホ ン イ シ ガ メ は 縁

甲 板 に マ ー キ ン グ 後 再 放 流 し ， 捕 獲 数 把 握 の 際 に 再 捕 獲 個 体 の 重 複
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カ ウ ン ト を 避 け た 。 ス ッ ポ ン は マ ー キ ン グ せ ず 再 放 流 ， そ の 他 の 外

来 カ メ 類 は 冷 凍 庫 で の 凍 結 に よ り 殺 処 分 し た 。 ま た ， カ ミ ツ キ ガ メ

に つ い て は ，各 年 で 捕 獲 効 率（ C P U E＝ 捕 獲 数 ／（ 罠 数 ×罠 稼 働 日 数 ））

を 算 出 し た 。  

 

（ ２ ） カ ミ ツ キ ガ メ の 食 性 と 個 体 群 構 造  

殺 処 分 後 の カ ミ ツ キ ガ メ は ，甲 羅 の 年 輪 に よ る 簡 易 齢 査 定 ，甲 長 ，

体 重 ， 雌 雄 を 記 録 し た 。 次 に ， 食 性 を 把 握 す る た め 捕 獲 個 体 の 消 化

管 内 容 物 の 分 析 を 行 っ た 。 こ れ は ， 各 個 体 の 腹 部 を 解 剖 し ， 胃 ・ 腸

等 の 消 化 管 の 内 容 物 を 全 て 採 取 す る 方 法 に よ っ た 。 得 ら れ た 内 容 物

は 水 洗 後 可 能 な 限 り 種 レ ベ ル ま で 同 定 し ， 個 体 毎 の 出 現 件 数 に よ り

定 量 化 し た 。 ま た ， 本 対 象 地 に お け る 食 性 に つ い て ， 本 来 の 生 息 地

で あ る 北 米 で の 本 種 の 食 性 （ A l e x a n d e r  1 9 4 3） と の 比 較 を 行 っ た 。 
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２ ． ２ ． ４  結 果  

（ １ ） 対 象 地 の カ メ 類 の 種 組 成  

小 松 ヶ 池 で は ，4 年 間 の 調 査 で 計 7 種 9 6 個 体 の カ メ 類 が 捕 獲 さ れ

た （ 表 - 2 . 2 . 1）。 こ の 内 ， カ ミ ツ キ ガ メ は 2 0 0 8 年 に 1 4 個 体 ， 2 0 0 9

年 に 1 4 個 体 ，2 0 1 0 年 に 9 個 体 ，2 0 11 年 に 1 個 体 が 捕 獲 さ れ ，全 体

に 対 す る 個 体 数 割 合 で 4 0 %と 最 も 高 い 割 合 を 占 め て い た 。次 い で ク

サ ガ メ の 3 5 %，ア カ ミ ミ ガ メ の 1 9 %の 順 で あ り ，在 来 種 で あ る ス ッ

ポ ン ， イ シ ガ メ は そ れ ぞ れ 2 %， 1 %と 極 め て 低 い 値 で あ っ た 。  

大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ，3 年 間 の 調 査 で 計 9 種 9 9 個 体 が 捕 獲 さ れ

た 。こ の 内 ，カ ミ ツ キ ガ メ は 2 0 1 0 年 に 2 3 個 体 ，2 0 11 年 に 1 6 個 体 ，

2 0 1 2 年 に 6 個 体 が 捕 獲 さ れ ， 全 体 に 対 し 4 5 %と 最 も 高 い 割 合 を 占

め て い た 。 次 い で ク サ ガ メ が 4 2 %で あ っ た が ， 小 松 ヶ 池 と 異 な り ，

ア カ ミ ミ ガ メ は 3 %と 必 ず し も 高 い 値 で は な か っ た 。 在 来 種 の ス ッ

ポ ン ， イ シ ガ メ は そ れ ぞ れ 1 %で あ り ， 小 松 ヶ 池 と 同 様 に 極 め て 低

い 値 で あ っ た 。  

 

（ ２ ） カ ミ ツ キ ガ メ の 個 体 群 構 造 及 び 捕 獲 効 率  

本 種 の 捕 獲 個 体 の 齢 構 成 に つ い て ， ヒ ス ト グ ラ ム で 表 し た の が  

図 - 2 . 2 . 3 ,  2 . 2 . 4 で あ る 。小 松 ヶ 池 の モ ー ド は 2 0 0 8 年 8～ 9 歳 齢 ，2 0 0 9

年 4～ 5 歳 齢 ， 2 0 1 0 年 0～ 1 歳 齢 と ， 捕 獲 年 を 経 る 毎 に 徐 々 に 若 齢

化 し て い た 。た だ し 2 0 11 年 は 1 個 体 の み の 捕 獲 し か な く ，そ れ は 4

～ 5 歳 齢 で あ っ た 。 平 均 歳 齢 に つ い て も 2 0 0 8 年 が 7 . 6 歳 齢 ， 2 0 0 9

年 が 5 . 4 歳 齢 ， 2 0 1 0 年 が 1 . 8 歳 齢 ， 2 0 11 年 が 4 歳 齢 （ 1 個 体 の み ）

と ， モ ー ド 値 と 同 様 な 傾 向 を 示 し て い た 。 大 庭 遊 水 地 生 態 園 に お い
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て も ，モ ー ド 値 は 2 0 1 0 年 8～ 9 歳 齢 ， 2 0 11 年 ， 2 0 1 2 年 と も に 0～ 1

歳 齢 と ， 捕 獲 年 を 経 る 毎 に 若 齢 化 し た 。 こ れ は 平 均 歳 齢 で も ， 2 0 1 0

年 が 5 . 7 歳 齢 ， 2 0 11 年 が 3 . 0 歳 齢 ， 2 0 1 2 年 が 1 . 5 歳 齢 と 同 様 の 傾

向 で あ っ た 。  

捕 獲 年 ご と の 本 種 の 捕 獲 効 率 は ， 小 松 ヶ 池 で は 2 0 0 8 年 ： 0 . 0 3 1，

2 0 0 9 年 ： 0 . 0 2 9， 2 0 1 0 年 ： 0 . 0 1 9， 2 0 11 年 ： 0 . 0 0 6 と 調 査 継 続 に よ

り 著 し く 減 少 し た 。 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で も 2 0 1 0 年 ： 0 . 1 6 4， 2 0 11

年 ： 0 . 1 3 4， 2 0 1 2 年 ： 0 . 0 4 2 と 年 を 経 る ご と に 減 少 し た 。 次 に 多 く

捕 獲 さ れ て い る ク サ ガ メ の 新 規 捕 獲 個 体 は ， 小 松 が 池 で は 2 0 0 8 年

に 2 4 個 体 ,  2 0 0 9 年 に 8 個 体 と 続 き ,  2 0 11 年 に は 全 て が 再 捕 獲 個 体

と な っ た 。 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ,  2 0 1 0 年 に 2 8 個 体 , 2 0 11 年 に 8

個 体 , 2 0 1 2 年 に 6 個 体 と な っ た 。  

 

（ ３ ） 消 化 管 内 容 物 か ら み た カ ミ ツ キ ガ メ の 食 性  

消 化 管 に 内 容 物 が 確 認 さ れ た 個 体 数 割 合 は ， 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で

1 9 個 体 （ 4 2 %）， 小 松 ヶ 池 で 2 7 個 体 （ 7 1 %） で あ っ た 。 こ れ ら を 分

母 と し ， 個 体 毎 に 消 化 管 内 容 物 の 定 性 的 記 録 を 行 い ， 出 現 件 数 に よ

る 比 較 を 行 っ た 。 な お ， 上 記 は 北 米 で の 本 種 の 食 性 に つ い て 調 査 し

た A l e x a n d e r（ 1 9 4 3） と 同 様 の 手 法 で あ る 。 胃 内 容 物 の 多 く  は 捕

獲 に 使 用 し た 餌 で あ っ た が（ 解 析 か ら は 除 外 ），腸 か ら は 本 来 採 食 し

て い た 食 物 が 多 く 得 ら れ た （ 図 - 2 . 2 . 5）。  

 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ， 9 4 % と 多 く の 個 体 が ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

P r o c a m b a r u s  c l a r k i i を ， 次 い で 5 8 %の 個 体 が 水 生 植 物 を 採 食 し て

い た 。 小 松 ヶ 池 で は ， 水 生 植 物 が 8 5 %， ア メ リ カ ザ リ ガ ニ が 7 4 %と
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同 程 度 の 割 合 で 採 食 さ れ て い た 。 水 生 植 物 で は ヨ シ P h r a g m i t e s  

a u s t r a l i s が 圧 倒 的 に 多 く （ 大 庭 遊 水 地 生 態 園 で 5 7 %， 小 松 ヶ 池 で

8 0 %），こ の 多 く は ヨ シ の 新 芽 で あ っ た 。小 松 ヶ 池 で は 陸 生 植 物 も 比

較 的 高 い 値 を 示 し た が ，こ れ は 主 に タ チ ヤ ナ ギ S a l i x  s u b f r a g i l i s 等

の 広 葉 樹 の 落 葉 で あ っ た 。 な お ， 本 対 象 地 で は ， ア カ ミ ミ ガ メ や ク

サ ガ メ 等 が 一 般 に 捕 食 し て い る と さ れ る 昆 虫 等 の 陸 生 節 足 動 物 や 貝

類 等 に つ い て は ， 本 種 に よ る 補 食 は 少 な か っ た 。 一 方 ， 7 歳 齢 以 上

の 大 型 個 体 で は ウ シ ガ エ ル L i t h o b a t e s  c a t e s b e i a n u s  成 体 ， ゴ イ サ

ギ N y c t i c o r a x  n y c t i c o r a x （ い ず れ も 小 松 ヶ 池 ）， ニ ホ ン イ タ チ

M u s t e l a  i t a t s i（ 大 庭 遊 水 地 生 態 園 ） と い っ た ， よ り 大 型 の 動 物 の

補 食 が 確 認 さ れ た 。  

北 米 で の 本 種 の 食 性 の 報 告 と 比 較 （ 本 調 査 地 に 相 当 す る 環 境 と 考

え ら れ る 「 池 」 と 比 較 ） す る と ， 魚 類 の 出 現 頻 度 が 4 4 %強 と 高 い 値

で あ っ た の に 対 し ，本 調 査 地 で は い ず れ も 1 0 %以 下 に 止 ま っ て い た 。

こ れ に 対 し ，特 に ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の 出 現 頻 度 は ，北 米 の 報 告（ 1 8 %）

よ り 高 い 値 （ 7 4～ 9 4 %） で あ っ た 。 ま た ， 水 生 植 物 も 本 調 査 地 の 方

が 若 干 高 い 割 合 を 示 し て い た 。 全 環 境 を 通 じ て 北 米 で は 哺 乳 類 ・ 鳥

類 及 び 両 生 類 は 低 い 値（ 5 %前 後 ）で あ り ，本 対 象 地 で も 同 程 度 か 小

松 ヶ 池 で 若 干 高 い 出 現 頻 度 と な っ た 。  
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表 - 2 . 2 . 1  調 査 対 象 地 に お け る 捕 獲 カ メ 類 の 種 組 成  

小松ヶ池 大庭遊水地生態園
個体数 ％ 個体数 ％

カミツキガメ 38 40.0 45 45.5
ワニガメ 2 2.1 0 0.0
カブトニオイガメ 2 2.1 0 0.0
ミシシッピニオイガメ 0 0.0 1 1.0
ヒメニオイガメ 0 0.0 1 1.0
スッポン 2 2.1 1 1.0
アカミミガメ 18 18.9 3 3.0
クサガメ 33 34.7 42 42.4
ヤエヤマイシガメ 0 0.0 1 1.0
ハナガメ 0 0.0 4 4.0
イシガメ 1 1.1 1 1.0
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図 - 2 . 2 . 3  小 松 ヶ 池 に お け る 捕 獲 個 体 の 齢 推 移  
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２ ． ２ ． ５  考 察  

（ １ ） 対 象 地 に お け る カ メ 類 の 種 組 成  

両 対 象 地 に お い て 在 来 種 と 考 え ら れ る ス ッ ポ ン ， ニ ホ ン イ シ ガ メ

の 2 種 の 個 体 数 割 合 は い ず れ も 合 わ せ て 3 %程 度 で あ り ， そ れ を 除

く 約 9 7 %の 個 体 が 人 為 に よ る 移 入 個 体 を 起 源 と す る カ メ 類 と い う 結

果 で あ っ た 。2 0 1 3 年 現 在 の 全 国 的 な 調 査 に よ る と ，在 来 の 淡 水 カ メ

類 は 全 体 の 2 0 %弱 で あ り ，本 調 査 地 に 比 べ る と 高 い 割 合 が 報 告 さ れ

て い る （ 公 益 財 団 法 人 日 本 自 然 保 護 協 会 2 0 1 4）。 し か し ， 2 . 1 に 示

し た 2 0 0 7 年 ～ 2 0 0 8 年 に か け て 行 わ れ た 神 奈 川 県 東 部 の 三 浦 半 島 で

の 淡 水 カ メ 類 の 報 告 に お い て は ， 在 来 カ メ 類 は 本 研 究 と 同 様 の 3 %

程 度 で あ り ， 大 都 市 郊 近 郊 で は 外 来 の カ メ 類 が 卓 越 す る 傾 向 が 示 さ

れ た 。 そ の よ う な 地 域 で 外 来 の カ メ 類 の 割 合 が 高 く な る 理 由 と し て

は ， ① 放 逐 数 が 多 い こ と ， ② 在 来 種 よ り も 放 逐 さ れ た 種 の 繁 殖 に 適

し た 環 境 で あ る こ と ， ③ 在 来 の カ メ 類 の 生 息 に 不 適 な 環 境 で あ る こ

と が 考 え ら れ る 。  

本 調 査 地 の カ ミ ツ キ ガ メ の 由 来 は ，1 9 6 0 年 代 以 降 に 愛 玩 用 と し て

店 頭 で 販 売 さ れ た も の が 主 と 考 え ら れ る 。し か し ，2 0 0 0 年 か ら は 動

物 愛 護 法 に よ る 特 定 動 物 ，2 0 0 5 年 か ら は 外 来 生 物 法 に よ る 特 定 外 来

生 物 に 選 定 さ れ ， 現 在 で は 本 種 の 新 た な 流 通 は な い た め ， 1 9 6 0 ～

1 9 9 0 年 代 に 購 入・飼 育 さ れ た 個 体 あ る い は そ の 飼 育 下 で の 繁 殖 に よ

る 子 孫 が 放 逐 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 両 対 象 地 は ， 中 心 市 街 地 か

ら は 距 離 が あ る も の の ，住 宅 団 地 が 林 立 す る 市 街 地 に 隣 接 し て お り ，

ペ ッ ト の 潜 在 的 な 飼 育 者 数 は 比 較 的 多 い 地 域 に 位 置 し て い る 。 大 庭

遊 水 地 生 態 園 は 1 9 9 7 年 の 整 備 以 降 の 定 着 と 考 え ら れ る が ， 小 松 ヶ



 - 52 - 

池 は 明 治 以 前 に 築 か れ た 農 業 用 溜 池 で あ る た め ， 古 い 時 期 に 放 逐 さ

れ た 個 体 か ら 数 世 代 を 経 て い る 可 能 性 も あ る 。 本 種 の 幼 体 は 他 の カ

メ 類 と 同 様 に サ ギ 類 や ヘ ビ 類 等 の 様 々 な 捕 食 者 の 餌 資 源 と な る が ，

成 長 個 体 の 捕 食 者 は 原 産 地 で は ワ ニ 等 で あ る （ 高 橋  1 9 9 7） た め ，

こ れ ら 大 型 の 捕 食 者 が 我 が 国 で は 不 在 な こ と も ， 本 種 の 定 着 を 可 能

な ら し め て い る 理 由 と 推 察 さ れ る 。  

本 種 の 次 に 多 か っ た ク サ ガ メ は ， 湖 か ら 小 規 模 な 池 ま で ， 止 水 環

境 で あ れ ば あ ら ゆ る 立 地 に 生 息 で き ， 我 が 国 の 止 水 域 で 最 も 普 通 な

外 来 カ メ 類 の 一 つ で あ る 。 た だ し ， 両 調 査 地 と も カ ミ ツ キ ガ メ の 方

が 個 体 数 割 合 は 高 く ， こ の 理 由 と し て は ， ① 両 対 象 地 の よ う に 自 然

性 の 高 い 止 水 域 は 大 都 市 近 郊 域 で は 稀 で あ り ， 飼 育 個 体 放 逐 の 標 的

と さ れ る 割 合 が 高 い こ と が 先 ず あ げ ら れ る 。 ま た ， ② カ ミ ツ キ ガ メ

は 成 長 が 早 く 産 卵 数 が 多 い こ と ， ③ 大 型 個 体 に な る と 捕 食 者 が 不 在

と な る 等 も そ の 理 由 と 考 え ら れ る 。さ ら に ，大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ，

狭 小 な 開 放 水 面 し か な い こ と に よ る ア カ ミ ミ ガ メ 等 の 遊 泳 を 好 む カ

メ 類 の 少 な さ （ 表 - 2 . 2 . 1） も 関 与 し て い る 。  

一 方 ， 在 来 の ニ ホ ン イ シ ガ メ や ス ッ ポ ン は ， よ り 広 大 な 緑 地 と 隣

接 し た 水 辺 環 境 を 好 む 傾 向 が あ る 。 し か し 両 調 査 地 と も そ の よ う な

条 件 が 満 た さ れ ず ， こ れ ら 在 来 の カ メ 類 の 安 定 的 な 生 息 は 困 難 な 状

況 と 推 察 さ れ る 。 な お ， 淡 水 性 カ メ 類 に お け る 生 息 上 重 要 な 資 源 と

し て ， 食 物 ， 日 光 浴 場 所 ， 産 卵 場 所 ， 潜 伏 ・ 越 冬 場 所 が 考 え ら れ る

（ 高 橋  1 9 9 7 ,   内 山 ほ か  2 0 0 2）。両 対 象 地 と も 水 域 の 半 分 以 上 を 占

め る 抽 水 植 物 群 落 や ヤ ナ ギ 林 ， コ ン ク リ ー ト 化 さ れ て い な い 土 の 岸

辺 の 多 さ 等 ， 緑 地 内 の 自 然 性 は 比 較 的 高 く ， カ ミ ツ キ ガ メ と 在 来 カ
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メ 類 と の 資 源 を め ぐ る 競 合 が 生 じ て い る と は 現 時 点 で は 考 え 難 い 。

こ の た め ， 在 来 カ メ 類 の 衰 退 と 本 種 の 優 占 に は 因 果 関 係 は な く ， そ

れ ぞ れ 別 の 要 因 に よ る 結 果 と 考 え ら れ る 。  

  

（ ２ ） 個 体 群 構 造 か ら 見 た 防 除 活 動 の 効 果 と 課 題  

今 回 ， 数 年 間 に わ た る カ ゴ 罠 に よ る 誘 因 捕 獲 の 結 果 ， 3 年 以 上 捕

獲 を 継 続 す る と 1～ 2 歳 の 個 体 の み と な り ， 大 半 の 大 型 個 体 が 捕 獲

さ れ る こ と が 示 さ れ た （ 図 - 2 . 2 . 3 ,  2 . 2 . 4）。 し か し な が ら ， 若 齢 個 体

や 孵 化 直 後 の 未 だ 水 域 に 進 出 し て い な い 個 体 の 捕 獲 は 困 難 で あ り ，

無 捕 獲 が 連 続 す る よ う な 完 全 な 根 絶 状 態 に は 至 ら な か っ た 。  

除 去 法 （ C i = b（ N - T i）（ N は 推 定 総 個 体 数 ， T i は 累 積 捕 獲 数 ， C i

は そ の 時 点 の 捕 獲 数 ，b は 定 数 ））（鷲 谷 ほ か  2 0 1 0）に よ る 個 体 数 推

計 で は ，無 捕 獲 状 態 に す る に は 図 - 2 . 2 . 6， 2 . 2 . 7 の よ う に 本 捕 獲 方 法

で も 捕 獲 可 能 な 個 体 を さ ら に 各 1 0 個 体 程 度 を 継 続 し て 捕 獲 す る 必

要 が あ る 。 た だ し ， 捕 獲 効 率 は 生 息 密 度 の 減 少 と と も に 急 激 に 低 下

す る た め ， 全 て の 個 体 の 捕 獲 に は よ り 多 く の 期 間 を 要 す る 。 し か し

な が ら ， こ の 捕 獲 可 能 個 体 （ す な わ ち 繁 殖 可 能 な 大 型 個 体 ） が い な

い 状 態 を ， 最 後 に 孵 化 し た 個 体 の 成 熟 年 ま で 継 続 す れ ば ， 対 象 地 に

お け る 本 種 の 新 規 の 繁 殖 は 起 こ ら な い こ と に な る 。 本 種 は お お む ね

5 歳 齢 前 後 で 成 熟 す る（ 多 紀  2 0 0 8）た め ，理 論 上 は 無 捕 獲 状 態 に な

っ た 時 点 か ら 新 規 の 放 逐 を 防 ぎ つ つ 5 年 程 度 捕 獲 圧 を 維 持 す る こ と

で ， 防 除 は 完 了 す る と 推 察 さ れ る 。  
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（ ３ ） 本 調 査 地 に お け る 食 性 の 特 性  

今 回 ， 多 く の 個 体 が ア メ リ カ ザ リ ガ ニ ， 水 生 植 物 （ 主 に ヨ シ ） を

採 食 し て い た（ 図 - 2 . 2 . 5）。千 葉 県 印 旛 沼 で も 同 様 に 本 種 の 食 性 は ア

メ リ カ ザ リ ガ ニ と ヨ シ が 特 に 多 く の 割 合 を 占 め て い た こ と ， 少 数 で

あ る が 大 型 個 体 に よ る ア ズ マ モ グ ラ M o g e r a  i m a i z u m i i や カ イ ツ ブ

リ Ta c h y b a p t u s  r u f i c o l l i s 等 の ほ 乳 類 ， 鳥 類 の 採 食 記 録 が あ っ た こ

と （ 辻 井 ほ か  2 0 1 2） も ， 本 対 象 地 と 類 似 し て い た 。 原 産 地 で あ る

北 米 で は ， 水 生 植 物 は 本 結 果 と 同 様 に 多 く 採 食 し て い た 一 方 ， 特 に

「 池 」 で は 魚 類 を 中 心 に 採 食 し て お り ， ア メ リ カ ザ リ ガ ニ は 必 ず し

も 高 い 割 合 で は な か っ た（ 図 - 2 . 2 . 5）。こ の よ う に 植 物 質 の 餌 資 源 は

本 来 の 生 息 地 同 様 に 高 い 頻 度 で あ っ た の に 対 し ， 動 物 質 で は 水 域 の

水 生 生 物 相 に 応 じ て ， 採 食 対 象 生 物 を 変 え て い る こ と が 示 さ れ た 。

ア メ リ カ ザ リ ガ ニ は 1 9 2 7 年 の 輸 入 開 始 以 降 （ K o b a y a s h i  e t  a l .  

2 0 0 6）， 各 地 の 水 辺 に 普 通 に 生 息 す る が ， 特 に 両 対 象 地 で は そ の 多

数 の 生 息 が 観 察 さ れ て い る 。 す な わ ち ， 本 種 は ア メ リ カ ザ リ ガ ニ を

選 択 的 に 採 食 し て い る 訳 で は な く ， 底 生 生 物 の 強 捕 食 者 で あ る 本 種

が 対 象 地 で 最 も 多 く 遭 遇 す る 水 生 生 物 と し て ， ア メ リ カ ザ リ ガ ニ の

割 合 が 高 く な っ た も の と 考 え ら れ る 。  

本 種 が 地 域 の 水 辺 生 態 系 に 与 え る 影 響 と し て ， 今 回 は ゴ イ サ ギ ，

ニ ホ ン イ タ チ の 採 食 が 確 認 で き た も の の ， 本 種 が こ れ ら の 野 生 動 物

を 積 極 的 に 採 食 し て い る か は 明 ら か で な い 。 あ る い は ， 衰 弱 個 体 ま

た は 死 亡 し て 水 中 に 浸 か っ た 遺 体 を ， ス カ ベ ン ジ 的 に 採 食 し た 可 能

性 も 否 定 で き な い 。 し か し な が ら ， 北 米 で の 鳥 類 と ほ 乳 類 の 出 現 頻

度 と 同 程 度 な こ と か ら ， 被 食 個 体 の 生 死 は 不 明 で あ る が 一 定 の 割 合
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で ほ 乳 類 や 鳥 類 を 採 食 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， 仮

に 生 体 を 捕 食 し て い る の で あ れ ば 特 に ニ ホ ン イ タ チ の よ う な 都 市 近

郊 域 で 密 度 の 低 い 種 の 地 域 個 体 群 へ の 影 響 が 危 惧 さ れ る 。  
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図 - 2 . 2 . 6  大 庭 遊 水 地 生 態 園 に お け る 除 去 法 に よ る 生 息 数 推 計  
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図 - 2 . 2 . 7  小 松 ヶ 池 に お け る 除 去 法 に よ る 生 息 数 推 計  
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２ ． ２ ． ６  お わ り に  

 今 回 ， 都 市 公 園 の 自 然 性 の 高 い 止 水 域 に お い て 淡 水 生 カ メ 類 の 種

組 成 を 把 握 し た と こ ろ ， い ず れ も 在 来 カ メ 類 の 割 合 は 3 %以 下 で あ

り ，そ の 個 体 群 は 壊 滅 状 態 と 言 わ ざ る を 得 な い 状 況 で あ っ た 。一 方 ，

カ ミ ツ キ ガ メ は 全 体 の 4 0 %以 上 を 占 め て お り ， 一 旦 侵 入 ・ 定 着 す る

と ， 成 体 の 捕 食 者 の 不 在 お よ び ア メ リ カ ザ リ ガ ニ や ヨ シ 等 の 枯 渇 し

に く い 餌 資 源 の 存 在 に よ り ，容 易 に 増 殖 す る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 

複 数 年 に わ た る 捕 獲 作 業 に よ り 成 体 の 多 く は 回 収 で き た も の の ，幼

体 は 本 方 法 で は 完 全 は 誘 因 捕 獲 が 困 難 で あ り ， 依 然 と し て 公 園 内 に

多 数 生 息 し て い る と 思 わ れ る 。 数 年 後 に は ， そ れ ら の 個 体 の 成 長 ・

性 成 熟 に よ り ， 新 た な 繁 殖 が 予 想 さ れ る 。 し か し な が ら ， 捕 獲 圧 を

か け 続 け る こ と で 個 体 群 と し て 繁 殖 不 能 の 状 態 を 5 年 程 度 継 続 す れ

ば ， 防 除 は 可 能 で あ る こ と も 示 さ れ た 。 本 種 に よ る 咬 傷 被 害 の リ ス

ク を な く す と と も に ， 公 園 利 用 者 が 本 来 の 在 来 カ メ 類 と 触 れ 合 え る

水 辺 環 境 や そ の 生 物 相 の 回 復 に 向 け ， 今 後 の 各 行 政 局 の 対 応 に 期 待

し た い 。  
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２ ． ３  岐 阜 県 恵 那 市 の 農 村 環 境 に お け る ニ ホ ン イ シ ガ メ の 行 動 圏  

 

２ ． ３ ． １  は じ め に  

生 物 は ， 種 ご と に 固 有 の 行 動 圏 を 有 し て お り （ 樋 口 ほ か  1 9 9 6），

生 物 多 様 性 保 全 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 今 日 ， 対 象 種 の 行 動 圏 や

そ こ に 含 ま れ る 環 境 特 性 の 把 握 は ， そ の 保 全 上 重 要 な 情 報 と な る 。

特 に 我 が 国 の 陸 生 爬 虫 類 で は ， 行 動 圏 の 不 明 な 種 も 少 な く な く ， そ

の 知 見 の 蓄 積 が 求 め ら れ て い る 。 本 研 究 で は ， 日 本 固 有 の カ メ 類 で

あ る ニ ホ ン イ シ ガ メ （ イ シ ガ メ 科 ， イ シ ガ メ 属 ） を 対 象 に 行 動 圏 の

把 握 を 試 み た 。  

本 種 は 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 に 分 布 し ， そ の 分 布 域 で の 陸 生 カ メ 類 と

し て は 唯 一 の 固 有 種 で あ る 。し か し ，近 年 は 急 激 な 減 少 が 指 摘 さ れ ，

幾 つ か の 都 道 府 県 で レ ッ ド リ ス ト に 掲 載 さ れ て い る （ 内 山  2 0 0 5）。

陸 生 カ メ 類 に つ い て の 特 定 地 域 で の 全 個 体 数 把 握 の 例 は 稀 で あ る が ，

三 浦 半 島 で 行 わ れ た 調 査 事 例 で は ， か つ て は 多 産 し て い た も の の ，

2 0 0 0 年 代 の カ メ 類 全 数 捕 獲 調 査 で 本 種 が わ ず か 数 個 体 の み の 捕 獲

に と ど ま っ た こ と が 報 告 さ れ て い る 。 本 種 の 減 少 要 因 と し て は ， 河

川 改 修 や 堰 堤 な ど の 工 事 ， 道 路 脇 の 側 溝 等 の 移 動 阻 害 等 が 指 摘 さ れ

て い る （ 内 山 ほ か  2 0 0 2）。 一 方 ， 本 種 の 本 来 の 生 息 域 と 考 え ら れ る

低 地 か ら 山 地 域 の 内 ， 特 に 低 地 域 で は 外 来 カ メ 類 の 放 逐 ・ 定 着 が 著

し く ， 外 来 カ メ 類 と の 資 源 を め ぐ る 競 争 は 現 在 の と こ ろ 知 ら れ て い

な い が ， 近 縁 の ク サ ガ メ と の 交 雑 に よ る 遺 伝 的 攪 乱 が 問 題 視 さ れ て

い る （ 公 益 財 団 法 人 日 本 自 然 保 護 協 会  2 0 1 4）。  

こ の よ う な 状 況 下 に お い て 本 種 の 保 全 を 図 る 上 で は ， そ の 行 動 圏
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の 範 囲 や そ の 中 に 含 ま れ る ハ ビ タ ッ ト の 内 容 に 関 す る 知 見 が 重 要 と

な る 。 カ メ 類 の 行 動 圏 把 握 は ， こ れ ま で 標 識 再 捕 獲 法 に よ る も の

（ S z e r l a g - E g g e r  e t  a l .  2 0 0 7）， ラ ジ オ テ レ メ ト リ ー 法 に よ る も の

（ H a r d e n  e t  a l .  2 0 0 9） 等 が 主 流 で あ る 。 一 方 ， 近 年 は 大 型 生 物 へ

の G P S 等 を 用 い た バ イ オ ロ ギ ン グ に よ る 行 動 圏 や 行 動 特 性 の 把 握

が 多 く 試 み ら れ る よ う に な っ て お り （ 日 本 バ イ オ ロ ギ ン グ 研 究 会  

2 0 0 9）， 遠 隔 で の デ ー タ ロ ガ ー に よ る 詳 細 な 行 動 記 録 が 得 ら れ る メ

リ ッ ト が あ る 。 ニ ホ ン イ シ ガ メ の 行 動 特 性 に 関 す る 既 往 研 究 と し て

は ，標 識 再 捕 獲 法（ 矢 部  1 9 9 9），ラ ジ オ テ レ メ ト リ ー 法（ Ya b e  1 9 9 2，

矢 部  1 9 9 2） に よ る 報 告 が あ る が ， G P S ロ ガ ー を 用 い た 研 究 は 行 わ

れ て い な い 。  

以 上 よ り ，本 研 究 で は G P S ロ ガ ー を 用 い て 農 村 環 境 に お け る ニ ホ

ン イ シ ガ メ の 行 動 圏 及 び そ の ハ ビ タ ッ ト の 構 成 を 明 ら か に す る こ と

を 目 的 と し た 。  
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２ ． ３ ． ２  調 査 方 法  

調 査 地 域 は 本 州 中 部 地 方 の 岐 阜 県 恵 那 市 大 井 町（ 北 緯 3 5 度 4 6 分 ，

東 経 1 3 7 度 4 3 分 ）の 標 高 約 3 2 0  m の 中 山 間 地 域 と し た（ 図 - 2 . 3 . 1）。

水 田 ・ た め 池 ・ 樹 林 地 等 が 混 在 す る 農 村 で ， 純 農 村 的 な 景 観 が 維 持

さ れ て い る ， 水 辺 の 護 岸 整 備 が ほ と ん ど な く イ シ ガ メ の 移 動 阻 害 が

生 じ て な い ， 外 来 カ メ 類 が 生 息 せ ず そ の 影 響 が な い ， 等 の 条 件 を 満

た す た め 本 来 の 行 動 生 態 が 期 待 で き る こ と が 選 定 理 由 で あ る 。  

調 査 は ， 初 期 捕 獲 ， G P S ロ ガ ー の 装 着 ， 放 逐 ， 一 定 期 間 後 の 再 捕

獲 に よ る G P S ロ ガ ー の 回 収 ，ロ ガ ー デ ー タ 解 析 の 手 順 で 行 っ た 。初

期 捕 獲 は 2 0 1 3 年 の 5 月 2 7～ 2 9 日 ，6 月 2 3～ 2 5 日 ，7 月 3 0～ 8 月 1

日 の 計 ３ 回 実 施 し ，調 査 地 域 内 の ２ か 所 の た め 池（ 面 積 約 2 , 3 0 0  m 2，

1 , 2 0 0  m 2） で 実 施 し た 。 そ れ ぞ れ ， 魚 の ア ラ を 誘 因 餌 と し た カ ニ 籠

を 8 基 2 昼 夜 設 置 し ， 毎 日 捕 獲 確 認 を 行 っ た 。 捕 獲 個 体 は ， 甲 長 ，

生 重 ，齢 ，雌 雄 を 記 録 し た 。再 捕 獲 調 査 は ， 6～ 8 月 の ２ 回 は 初 期 捕

獲 調 査 と 兼 ね て 実 施 し ， 加 え て 9 月 2 4～ 2 6 日 ， 2 0 1 4 年 5 月 2 6～

2 8 日 に 実 施 し た 。捕 獲 個 体 の 中 か ら 負 担 が よ り 少 な く な る 生 重 5 0 0 g

以 上 の 大 型 個 体 2 0 個 体 を 任 意 に 抽 出 し ， G P S ロ ガ ー の 装 着 個 体 と

し た 。 装 着 ・ 非 装 着 個 体 と も ， 縁 甲 板 に 穴 あ け に よ る マ ー キ ン グ を

行 い ， 捕 獲 地 点 で 放 逐 し た 。  

G P S ロ ガ ー は M o b l i l e A c t i o n Te c h n o l o g y 社 製 G T 6 0 0  （ 4 6  m m  ×  

4 1 . 5  m m  ×  1 4  m m ,  重 さ 3 7  g） を 用 い ， 粘 着 テ ー プ ， プ ラ 板 ， チ ャ

ッ ク 付 き ビ ニ ー ル 袋 ， ビ ニ ー ル 針 金 で 背 甲 の 後 方 に 固 定 し た （ 図

- 2 . 3 . 2）。カ メ と の 接 着 面 は 細 い ビ ニ ー ル 針 金 の み で あ り ，再 捕 獲 で

き な く と も い ず れ 腐 植 し て 脱 落 す る も の で あ る 。G P S 位 置 情 報 の 記
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録 間 隔 は 1 時 間 に 設 定 し ， 記 録 可 能 期 間 は 内 蔵 電 池 に 対 す る 消 費 電

力 量 に よ る た め 水 深 の 深 い 場 所 ， 樹 冠 層 の 厚 い 場 所 等 ， 衛 星 か ら の

電 波 が 届 き に く い 場 所 で は よ り 早 く 電 池 が 消 耗 す る が ，理 論 上 は 6 0

日 可 能 で あ る 。 再 捕 獲 で き た 場 合 は ， G P S ロ ガ ー を 回 収 後 ， パ ソ コ

ン に 接 続 し て G o o g l e E a r t h 上 で の 移 動 軌 跡 ， 及 び C S V フ ァ イ ル と

し て 座 標 と 時 刻 の 記 録 を 読 み 取 っ た 。 そ し て ， そ の 記 録 を 基 に ， 経

時 的 積 算 移 動 距 離 及 び 日 中 ／ 夜 間 の 移 動 距 離 割 合 を 算 出 し た 。  

ま た ， 対 象 地 域 の 土 地 利 用 状 況 を 把 握 す る た め ， 対 象 と し た ２ つ

の た め 池 の 最 短 線 上 の 中 点 か ら 半 径 1  k m の 円 の 範 囲 で ， 2 0 0 4 年 撮

影 の 国 土 地 理 院 空 中 写 真 よ り 水 田（ 畦 ・休 耕 田 を 含 む ）・た め 池 ・乾

性 草 地（ 畑 地 を 含 む ）・樹 林 地・宅 地 の 構 成 割 合 を 求 め た 。合 わ せ て ，

記 録 さ れ た G P S ロ ガ ー の 位 置 情 報 よ り ，移 動 軌 跡（ 記 録 地 点 を 時 系

列 的 に 直 線 で 結 ん だ も の ） 及 び 最 大 行 動 範 囲 （ 最 も 面 積 が 広 く な る

よ う 最 外 縁 の 記 録 地 点 を 直 線 で 結 ん だ も の ） を 求 め ， そ れ ぞ れ 移 動

軌 跡 上 及 び 最 大 行 動 範 囲 内 の 土 地 利 用 割 合 を 算 出 し た 。  
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図 - 2 . 3 . 1  調 査 対 象 地 の 土 地 利 用 お よ び 景 観  

近 代 的 圃 場 整 備 の な い 水 田 ， 樹 林 ， 溜 池 が 組 み 合 わ さ っ て 存 在 し ，

か つ そ れ ら が 舗 装 道 路 や コ ン ク リ ー ト 側 溝 で 遮 断 さ れ な い 状 態 で 連

続 し て い る  

罠 設 置 池  

罠 設 置 池  
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図 - 2 . 3 . 2  G P S を 取 り 付 け た 個 体  
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２ ． ３ ． ３ ． 調 査 結 果  

初 期 調 査 の 結 果 ， 5 月 に 1 5 個 体 ， 6 月 に 8 個 体 ， 7 月 に 1 0 個 体

の 計 3 3 個 体 の イ シ ガ メ が 捕 獲 さ れ た（ 表 - 2 . 3 . 1 ,  図 - 2 . 3 . 3）。背 甲 長

は オ ス で 9 0～ 1 3 7，平 均 11 3  m m（ n = 8），メ ス で 6 6～ 1 9 0，平 均 1 5 7  

m m（ n = 2 5） で あ っ た 。 生 重 は ， オ ス は 2 0 1～ 3 0 0  g に ， メ ス は 8 0 1

～ 9 0 0  g の 階 級 に ピ ー ク が 認 め ら れ た 。G P S ロ ガ ー は メ ス 2 0 個 体 に

装 着 し ，装 着 個 体 の 平 均 生 重 は 7 6 6  g（ n = 2 0）で あ っ た 。い ず れ も ，

G P S ロ ガ ー の 重 さ は 生 重 の 1 0 %以 内 に 収 ま っ て お り ，行 動 へ の 影 響

は 少 な い と 推 察 さ れ る 。  

G P S ロ ガ ー 装 着 個 体 の 再 捕 獲 は 計 5 個 体 で あ り ，回 収 率 は 2 5 %で

あ っ た 。ロ ガ ー 記 録 の 日 数 は 2 1～ 6 4 日 で あ り ，平 均 3 7 . 6 日（ n = 5）

で あ っ た （ 表 - 2 . 3 . 2 ）。 移 動 軌 跡 延 長 は 1 , 4 4 8 ～ 3 , 0 8 1  m ， 平 均 は   

2 , 4 8 6  m（ n = 5）で あ り ，移 動 軌 跡 に お け る 日 平 均 の 移 動 距 離 は 8 2  m

と 算 出 さ れ た 。 行 動 軌 跡 の 日 積 算 距 離 で は ， ほ と ん ど 移 動 し な い 日

が 全 体 に 多 く ， 個 体 C を は じ め 1 0～ 1 5 日 間 ほ と ん ど 移 動 が 無 か っ

た 個 体 も い た（ 図 - 2 . 3 . 4）。一 方 で 個 体 B，C，D の よ う に 1 日 に 5 0 0  

m 以 上 ， 最 大 で 7 0 0  m／ 日 以 上 で の 移 動 例 も 認 め ら れ た 。 ま た ， 最

大 行 動 範 囲 は 3 7 , 3 3 8～ 6 1 , 6 4 7  m 2， 平 均 4 5 , 3 0 3  m 2（ n = 5） で あ り ，

背 甲 長 と の 間 に は 強 い 相 関 は 認 め ら れ な か っ た （ ピ ア ソ ン の 相 関 係

数：r = 0 . 5 3）。移 動 距 離 の 日 中 ／ 夜 間 別 の 比 較 で は ，日 中 が 6 0 ~ 9 3 %，

平 均 7 6 %（ n = 5），夜 間 が 6 % ~ 3 9 %，平 均 2 3 %で あ り ，全 般 的 に 日 中

の 方 が 活 発 に 移 動 し て お り ， 夜 間 は 若 干 の 移 動 に 留 ま っ て い た （ 図

- 2 . 3 . 5）。  

土 地 利 用 と の 関 係 で は ， 各 個 体 の 行 動 軌 跡 上 に お け る 土 地 利 用 割
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合 は ，水 田 が 7～ 7 2 %で 平 均 3 3 %（ n = 5），溜 池 が 1～ 3 1 %で 平 均 1 5 %，

樹 林 地 が 11～ 9 2 %で 平 均 5 0 %で あ り ， 宅 地 は 平 均 1 %以 下 で あ っ た

（ 図 - 2 . 3 . 6 ,図 - 2 . 3 . 7 ,図 - 2 . 3 . 8）。個 体 に よ る 個 性 が 認 め ら れ ，特 に 個

体 C は 樹 林 地 内 の 移 動 が 大 半 を 占 め て お り ，個 体 E で は 水 田 内 の 移

動 が 多 く な っ て い た 。各 個 体 の 最 大 行 動 範 囲 内 の 土 地 利 用 割 合 で は ，

水 田 が 1 7～ 7 2 %で 平 均 3 9 %（ n = 5）， 溜 め 池 が 3～ 1 0 %で 平 均 7 %，

樹 林 地 が 1 5～ 7 9 %で 平 均 5 1 %で あ り ， 宅 地 は い ず れ も 3 %以 下 で あ

っ た 。行 動 軌 跡 と 同 様 に 個 体 に よ る 個 性 が 認 め ら れ ，個 体 C で は 樹

林 地 が ， 個 体 E で は 水 田 の 占 め る 割 合 が そ れ ぞ れ 高 く な っ て い た 。

溜 め 池 周 囲 1  k m 以 内 の 土 地 利 用 割 合 と 比 較 す る と ， 水 田 と 樹 林 地

は ほ ぼ 同 程 度 の 割 合 で あ る の に 対 し ， 最 大 行 動 範 囲 内 の 方 が 溜 め 池

の 割 合 が よ り 高 く ， 宅 地 で 低 い 割 合 と な っ て い た 。  
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表 - 2 . 3 . 1  捕 獲 個 体  

性別 背甲長 生重 齢 捕獲月 GPS装着 GPS回収
f 66 39 2 5
m 93 159 4 5
f 93 160 4 5
m 121 261 5 5
m 129 272 7 5
m 137 401 高齢 5
f 151 530 8 5 1
f 156 681 12 5 1
f 159 679 11 5 1
f 165 686 12 5 1 1
f 162 670 13 5 1
f 172 762 15 5 1
f 177 810 16 5 1 1
f 179 814 16 5 1
f 179 712 12 5 1
f 183 897 高齢 6 1 1
f 70 56 3 6
m 115 240 5 6
f 155 598 11 6 1
f 162 628 10 6 1
f 170 725 14 6 1
f 180 783 14 6 1
f 181 894 16 6 1
f 80 88 3 7
m 90 163 4 7
m 100 179 4 7
m 120 278 8 7
f 150 498 5 7
f 181 860 18 7 1 1
f 189 882 18 7 1
f 190 910 高齢 7 1 1
f 190 921 高齢 7 1
f 178 889 14 7 1  

※背 甲 板 の 成 長 線 が 摩 耗 に よ っ て 消 え て い る 個 体 は「 高 齢 」と し た 。  

 

表 - 2 . 3 . 2  ロ ガ ー 回 収 個 体  

個体 性別 背甲長(mm) 重量(g) ログ開始 ログ終了 ログ日数 行動圏(㎡) 総移動距離(m)
A メス 183 897 2013/5/29 2013/6/25 28 54,239 3,081
B メス 165 686 2013/6/25 2013/8/27 64 37,895 2,547
C メス 177 810 2013/5/29 2013/6/25 27 35,397 2,321
D メス 190 910 2013/8/28 2013/9/17 21 61,647 3,035
E メス 189 882 2013/8/1 2013/9/17 48 37,338 1,448  
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図 - 2 . 3 . 3  捕 獲 個 体 の 生 重  
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図 - 2 . 3 . 4  日 付 別 積 算 移 動 距 離  
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図 - 2 . 3 . 5  日 中 お よ び 夜 間 の 移 動 距 離 割 合  
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図 - 2 . 3 . 6  最 大 行 動 範 囲 内 の 土 地 利 用 割 合  
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図 - 2 . 3 . 7  行 動 軌 跡 上 に お け る 土 地 利 用 割 合  
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図 - 2 . 3 . 8  行 動 軌 跡 お よ び 最 大 行 動 範 囲  
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２ ． ３ ． ４  考 察  

推 定 1 2 齢 以 上 の メ ス 個 体 に つ い て ，平 均 3 7 . 6  日 間 の 位 置 情 報 を

得 る こ と が で き た 。 本 種 は ， 活 動 期 で あ る 夏 季 を 中 心 に 特 定 の 行 動

圏 を 持 つ と さ れ る （ 矢 部  1 9 9 2） が ， 本 研 究 で も そ れ を 支 持 す る 結

果 で あ っ た 。 す な わ ち ， い ず れ も 最 大 行 動 範 囲 は 溜 池 を 中 心 と し て

周 囲 の 水 田 ， 樹 林 地 等 に 及 び つ つ も 一 定 の 範 囲 に お さ ま っ て お り ，

特 定 の 行 動 圏 内 で 生 活 し て い る と 考 え ら れ た た め で あ る 。 そ の 範 囲

は 平 均 4 . 5  ± 0 . 5  h a  （ n = 5） で あ っ た 。 こ の 値 は ， ラ ジ オ テ レ メ ト

リ ー を 用 い た 調 査 報 告（ 矢 部  1 9 9 2）に お け る メ ス 成 体 の 平 均 0 . 4  h a

に 対 し 1 0 倍 以 上 の 大 き い 値 で あ っ た 。 ラ ジ オ テ レ メ ト リ ー で は 調

査 者 が 傍 で 電 波 受 信 で き た 位 置 の み し か 記 録 さ れ な い の に 対 し ， 本

手 法 の G P S ロ ガ ー で は 連 続 的 に 行 動 軌 跡 が 記 録 さ れ る た め ，よ り 実

態 に 即 し た 行 動 圏 が 把 握 で き た も の と 考 え ら れ る 。 行 動 の 制 約 が ほ

と ん ど な い 本 調 査 地 で の 平 均 4 . 5  h a と い う 値 は ，イ シ ガ メ 本 来 の 行

動 圏 の 広 さ を 表 し て い る と 考 え ら れ ， 本 種 が 広 範 な 範 囲 を 生 息 上 必

要 と し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 す な わ ち ， 都 市 化 に よ る 緑 地

の 減 少 ， あ る い は 農 村 域 で も 道 路 ・ コ ン ク リ ー ト 用 水 路 等 の 線 状 構

造 物 に よ る 分 断 の 影 響 を 本 種 は 受 け や す い こ と が 示 唆 さ れ た 。 ニ セ

チ ズ ガ メ G r a p t e m y s  p s e u d o g e o g r a p h i c a お よ び ア カ ミ ミ ガ メ

Tr a c h e m y s  s c r i p t a で は ， 河 川 等 を 約 4 5 0  m の 範 囲 内 で 主 に 行 動 し

て い る こ と ， ト ウ ブ ド ロ ガ メ K i n o s t e r n o n  s u b r u b r u m で は 池 を 中

心 に 約 5 0 ～ 1 2 0  m の 範 囲 内 で 主 に 行 動 し て い る と さ れ て い る

（ B o d i e  e t  a l .  1 9 9 9， H a r d e n  e t  a l .  2 0 0 9）。 本 研 究 で は ， 全 て の 個

体 が 池 か ら 2 0 0  m 離 れ た 地 点 で も 確 認 さ れ て お り ，既 知 の 他 の 淡 水
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生 カ メ 類 よ り も よ り 陸 域 の 要 求 量 が 強 い と 思 わ れ る 。  

一 方 ， 移 動 特 性 と し て ， 一 地 点 に 何 日 も 留 ま る 傾 向 が あ り ， 夜 間

よ り も 日 中 に 移 動 し て い る こ と ， 平 均 す る と 1 日 約 8 0  m 程 度 移 動

す る こ と が 示 さ れ ， 本 種 は 比 較 的 活 発 に 行 動 圏 の 中 を 行 き 来 し て い

る こ と も 明 ら か に な っ た 。 最 大 行 動 範 囲 お よ び 行 動 軌 跡 上 の 土 地 利

用 割 合 （ 図 - 2 . 3 . 6 ,  図 - 2 . 3 . 7） か ら 明 ら か な よ う に ， 本 種 は 地 域 に 賦

存 す る 土 地 利 用 を ま ん べ ん な く 利 用 し て い た 。 た だ し ， 対 象 地 域 自

体 の 土 地 利 用 割 合 と の 比 較 か ら 溜 め 池 を や や 選 好 し ， 宅 地 を 忌 避 し

て い る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 本 対 象 地 域 は 水 田 と 樹 林 地 が 卓 越 し て お

り （ 図 - 2 . 3 . 6）， 両 方 の 土 地 利 用 で の 活 動 の 割 合 が 高 く な っ て い た 。

一 般 に 本 種 は ， 採 集 方 法 等 か ら も 水 辺 の 生 物 と 認 識 さ れ て い る が ，

樹 林 地 も 普 通 に ハ ビ タ ッ ト と し て 利 用 し て い た 。 樹 林 地 で の 活 動 が

本 種 の 生 活 上 必 須 か ど う か は 明 ら か で は な い が ， 水 田 や 溜 め 池 と い

っ た 水 域 の み な ら ず 樹 林 地 で も 普 通 に 活 動 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 

課 題 と し て は ，今 回 個 体 へ の 負 荷 を 考 慮 し て G P S を 装 着 で き た の

が 大 型 の メ ス 個 体 の み で あ り ， 小 型 個 体 や オ ス 個 体 の 移 動 特 性 は 把

握 で き な か っ た こ と ， 確 認 さ れ た の は 移 動 軌 跡 お よ び そ の 滞 在 時 間

で あ り ， 実 際 に 個 体 が 樹 林 地 等 の 陸 域 で ど の よ う な 活 動 を し て い た

か は 把 握 で き て い な い こ と ， 本 種 の 移 動 欲 求 は 水 辺 と 樹 林 地 な ど 必

要 な 土 地 利 用 に よ る も の か ， 面 積 に よ る も の か が 明 ら か に な っ て い

な い こ と で あ る 。  
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２ ． ４  小 括  

 

都 市 近 郊 域 の 特 徴 を 備 え た 地 域 で あ る 三 浦 半 島 に お い て 淡 水 生 カ

メ 類 の 種 組 成 と 生 息 環 境 の 関 係 を 明 ら か に し ，そ の 要 因 を 考 察 し た 。

2 0 0 7～ 0 8 年 の 調 査 に よ り 1 9 箇 所 で 4 科 8 種 ，計 3 2 4 個 体 を 確 認 し

た 。 外 来 種 の ア カ ミ ミ ガ メ が 5 4 . 9 %と 半 数 以 上 を 占 め ， 当 地 で 唯 一

の ニ ホ ン イ シ ガ メ は 2 . 5 %と 極 め て 少 な か っ た 。水 域 の 人 工 護 岸 や 抽

水 植 物 群 落 の 有 無 に よ っ て カ メ 類 の 多 様 性 が 規 定 さ れ ， 緑 地 と 水 域

と の 生 態 的 な 連 続 性 の 確 保 が 重 要 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

さ ら に 都 市 近 郊 域 で は 外 来 種 が 極 め て 多 く を 占 め る こ と か ら ， 神

奈 川 県 内 の ２ つ の 水 辺 公 園 に お け る カ ミ ツ キ ガ メ の 定 着 要 因 と 防 除

活 動 の 成 果 を ま と め た 。2 0 0 8～ 1 2 年 に わ た る カ ゴ 罠 で の 捕 獲 作 業 に

よ り 成 体 の 多 く は 捕 獲 で き た も の の ， 幼 体 の 完 全 な 捕 獲 が 困 難 で あ

っ た 。 こ の た め ， 数 年 後 に は そ れ ら の 若 齢 個 体 の 成 長 ・ 性 成 熟 に よ

り ， 新 た な 繁 殖 が 予 想 さ れ た 。 し か し な が ら ， 無 捕 獲 状 態 と な る ま

で 捕 獲 圧 を 性 成 熟 必 要 年 数 （ 本 種 の 場 合 ， 5 年 以 上 ） 継 続 す る こ と

で ， 理 論 上 は 個 体 群 と し て 繁 殖 が で き な い 状 態 に で き る こ と が 示 さ

れ た 。  

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 で 唯 一 の 固 有 種 で あ り 多 く の 地 域 で 絶 滅 危 惧 種

に 指 定 さ れ て い る ニ ホ ン イ シ ガ メ の 保 全 を 図 る 上 で は ， そ の 行 動 圏

の 範 囲 や そ の 中 に 含 ま れ る ハ ビ タ ッ ト の 内 容 に 関 す る 知 見 が 重 要 と

な る が ，同 様 の 知 見 の 蓄 積 は こ れ ま で ほ と ん ど な さ れ て こ な か っ た 。

そ こ で ，伝 統 的 な 農 村 環 境 で あ る 岐 阜 県 恵 那 市 に お い て 本 種 に G P S

ロ ガ ー を 装 着 さ せ る こ と で 行 動 圏 及 び そ の ハ ビ タ ッ ト の 構 成 を 調 査
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し た 。 計 5 個 体 か ら 平 均 3 8 日 分 の 情 報 が 得 ら れ ， 平 均 4 . 5  h a の 広

範 囲 を 生 息 上 必 要 と し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ニ ホ ン イ シ ガ

メ は ， そ の 捕 獲 方 法 や 観 察 例 か ら も ， 水 域 に 執 着 す る 生 物 と し て 知

ら れ て い る が ， 実 際 は 行 動 軌 跡 上 の 土 地 利 用 割 合 か ら ， 陸 域 の 緑 地

の 重 要 性 が 明 ら か と な っ た 。 溜 め 池 を や や 選 好 し ， 宅 地 を 忌 避 し て

い る 傾 向 が 認 め ら れ ， 水 田 や 溜 め 池 と い っ た 水 域 の み な ら ず 本 種 の

ハ ビ タ ッ ト と し て 樹 林 地 の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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第 ３ 章  カ エ ル 類 を 指 標 と し た 緑 地 環 境 の 保 全 に 関 す る 研 究  

 

３ ． １  木 曽 川 河 口 域 の 干 拓 地 に お け る カ エ ル 類 の 分 布  

 

３ ． １ ． １  は じ め に  

カ エ ル 類 は 幼 生 期 を 水 中 ， 成 体 期 を 陸 上 で 生 活 す る も の が 多 く ，

生 息 に 適 し た 水 域 ・ 陸 域 環 境 が 必 要 で あ る 。 我 が 国 の カ エ ル 類 ， と

り わ け 沖 積 湿 地 で 生 息 す る 種 の 多 く は ， 稲 作 農 耕 文 化 の 伝 来 以 来 ，

水 田 を 中 心 と す る 農 村 環 境 に 依 存 し 生 息 し て き た 。 現 在 ， 農 業 形 態

の 変 化 や 市 街 化 な ど に よ る 水 田 の 減 少 に よ り ， 各 地 で カ エ ル 類 の 個

体 群 の 減 少 ・ 消 滅 が 報 告 さ れ て い る （ 長 谷 川 ほ か  2 0 0 0）。 カ エ ル 相

と 景 観 構 造 と の 対 応 に 関 す る 既 往 研 究 は ，谷 津 田（ 大 澤 ほ か  2 0 0 3 a，

2 0 0 8），棚 田（ 大 澤 ほ か  2 0 0 5 a， 2 0 0 6），扇 状 地 水 田（ 大 澤 ほ か  2 0 0 1，

2 0 0 3 b），平 野 水 田（ 大 澤 ほ か  2 0 0 5 c）で 報 告 さ れ て い る 。一 方 で 我

が 国 は ， 干 拓 に よ る 大 規 模 な 水 田 開 発 を 行 っ て き た 歴 史 も 有 し て い

る 。 こ の 干 拓 地 水 田 は ， 沖 積 地 の 水 田 の よ う な 代 替 的 な 湿 地 で は な

く ， 完 全 な 人 為 創 出 空 間 と し て の 水 田 で あ る 。 こ の よ う な 新 た な 水

田 環 境 の 創 造 地 に お け る カ エ ル 類 の 分 布 動 態 を 把 握 す る こ と は ， 大

規 模 区 画 化 さ れ る 農 業 環 境 の 生 物 多 様 性 保 全 に 重 要 な 情 報 を 提 供 す

る 。 な お ， 干 拓 地 の カ エ ル 類 の 分 布 に 関 し て は ， 河 北 潟 で の 断 片 的

な 報 告 に 限 ら れ て い る （ 川 原 ほ か  1 9 9 9）。  

そ こ で 本 研 究 で は ， 江 戸 時 代 中 期 か ら 昭 和 中 期 ま で 段 階 的 に 干 拓

が 進 ん だ 木 曽 川 河 口 域 に お い て ， カ エ ル 類 の 生 息 分 布 の 傾 向 を 明 ら

か に す る こ と を 目 的 と し た 。 さ ら に ， そ の 分 布 を 規 定 し て い る 要 因
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に つ い て 考 察 を 加 え た 。  
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３ ． １ ． ２  調 査 対 象 地 お よ び 方 法  

 対 象 地 域 と し た 愛 知 県 お よ び 三 重 県 の 木 曽 川 河 口 域 の 干 拓 地 は ，

ほ ぼ 海 抜 0  m 地 帯 で あ り ， 排 水 機 に よ り 排 水 さ れ て い る 。 木 曽 川 デ

ル タ が 作 り 出 す 広 大 な 遠 浅 海 岸 は ， 1 6 0 0 年 代 か ら 1 9 8 0 年 代 ま で 北

部 か ら 段 階 的 に 干 拓 さ れ て き た （ 建 設 省 中 部 地 方 建 設 局 木 曽 川 上 流

工 事 事 務 所  1 9 7 6）。現 在 ，干 拓 地 は 旧 海 岸 線 か ら 約 1 0  k m 海 側 に 進

出 し て い る 。 過 去 に 洪 水 等 で 一 部 も し く は 全 域 水 没 し た こ と が 何 度

か あ り ， 直 近 で は 1 9 5 9 年 の 伊 勢 湾 台 風 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 伊 勢 湾

台 風 の 復 旧 工 事 に 伴 い 全 面 的 に 圃 場 整 備 が 進 み ， ほ ぼ 現 在 の 景 観 が

形 成 さ れ た （ 尾 留 川  1 9 6 9）。  

 干 拓 地 は 主 要 道 に 沿 っ て 帯 状 に 市 街 化 が 進 ん だ が ， 残 り の 大 半 は

水 田 を 中 心 と す る 農 地 で あ る 。 圃 場 整 備 が 進 ん だ 集 約 的 な 農 業 が 行

わ れ ， パ イ プ ラ イ ン の 導 水 路 ， コ ン ク リ ー ト 垂 直 護 岸 の 排 水 路 が 完

備 さ れ て い る 。 一 部 の 水 田 は 麦 ・ 大 豆 畑 に 転 換 さ れ て い る が ， 休 耕

田 は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 ま た ， 歴 史 性 か ら ， 干 拓 地 に は 本 来 的 な

樹 林 地 は 存 在 し て お ら ず ， 樹 木 は 集 落 の 周 辺 等 ， 人 が 意 図 的 に 盛 り

土 し た 面 に と ど ま っ て い る 。 こ の 地 域 に は ， 水 害 に 備 え 水 田 地 帯 を

取 り 囲 む よ う に 盛 り 土 を し た 輪 中 と 呼 ば れ る 伝 統 的 な 環 状 集 落 が 発

達 し て お り ， 現 在 で も そ の 景 観 を 残 し て い る 。  

 旧 海 岸 線 か ら 干 拓 地 に か け て の カ エ ル 類 の 進 出 状 況 の 傾 向 を 把 握

す る た め ， 木 曽 川 に 平 行 し て ベ ル ト ・ ト ラ ン セ ク ト を 地 図 上 に 引 き

（ 図 - 3 . 1 . 1），在 来 種 の カ エ ル 類 の 生 息 の 有 無 お よ び 生 息 量 の 多 寡 に

つ い て 調 査 を 行 っ た 。 最 基 部 は 干 拓 さ れ て い な い 本 来 の 海 岸 線 よ り

数 k m 内 陸 に 置 き ， 最 端 部 は 最 近 干 拓 さ れ た 土 地 と し て ， そ れ ぞ れ
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1  k m 間 隔 で 調 査 地 点 を 設 置 し た 。ベ ル ト は 長 良 川 に 挟 ま れ た 長 良 川

の 右 岸 側 に １ 本 （ L i n e  A ;  1 0  k m）， そ れ と 平 行 す る よ う に 木 曽 川 左

岸 側 に 2 本 （ L i n e  B ;  9  k m ,  L i n e  C ;  11  k m） を 設 定 し た 。 こ れ ら は

非 干 拓 地 部 分 （ ベ ル ト の 基 部 ） も 含 め ， 海 抜 0  m 以 下 地 帯 で あ る 。

た だ し ， 旧 輪 中 の 堤 は 海 抜 1  m 程 度 と な っ て い る 場 所 も 存 在 し た 。

な お ， 各 ト ラ ン セ ク ト の 最 も 海 寄 り ， す な わ ち 干 拓 地 の 先 端 部 は 工

業 用 地 （ L i n e  C） や レ ジ ャ ー 施 設 用 地 （ L i n e  A）， お よ び 干 拓 地 整

備 中 の イ ネ 科 高 茎 植 物 群 落 （ L i n e  B） と な っ て お り ， 調 査 対 象 か ら

除 外 し た 。  

各 ト ラ ン セ ク ト 上 に お い て ， 概 ね 1  k m 間 隔 に な る よ う に ， 水 田

が ま と ま っ て 存 在 す る 箇 所 を 任 意 に 設 定 し ， 調 査 地 点 と し た 。 調 査

は ， こ の 調 査 地 点 に お け る ラ イ ン セ ン サ ス 調 査 お よ び 鳴 き 声 調 査 に

よ る カ エ ル 類 の 生 息 の 有 無 お よ び 生 息 量 の 把 握 と し た 。 セ ン サ ス ル

ー ト は ， 水 田 に 面 し た 畔 ・ 草 地 ・ 道 路 ・ 水 路 な ど の 要 素 を 入 れ ， お

お む ね 1 0 分 で 踏 査 で き る 距 離 と な る よ う 設 定 し た 。 ラ イ ン セ ン サ

ス 調 査 は ，カ エ ル 類 の 量 的 把 握 に 適 し た 初 夏（ 大 澤 ほ か  2 0 0 8）に 2

回 行 い ， 2 0 0 9 年 5 月 2 0～ 2 2 日 ， 6 月 2 4～ 2 6 日 に 実 施 し た 。 日 中

（ 9 時 ～ 1 7 時 ）に 各 調 査 地 点 の セ ン サ ス ラ イ ン を 踏 査 し ，1 0 分 間 で

の 目 視 個 体 を 計 測 し た 。 鳴 き 声 調 査 は ， 夜 間 （ 1 9～ 0 時 ） に 各 調 査

地 点 で 5 分 間 留 ま り ， 種 毎 の コ ー ラ ス の 重 複 度 合 い （ 少 数 単 発 ， 複

数 不 連 続 ， 多 数 連 続 の 3 区 分 ） を 記 録 し ， 生 息 量 の 指 標 と し て 用 い

た 。 こ れ は ラ イ ン セ ン サ ス 調 査 と 同 日 に 実 施 し た 。 ま た ， 同 年 7 月

（ 2 1～ 2 2 日 ）に も 補 足 調 査 を 行 い ， 5 月 6 月 の 未 確 認 の 調 査 地 点 で

の 日 中 の 踏 査 ，夜 間 の 鳴 き 声 調 査 に よ り ，生 息 確 認 に 努 め た 。な お ，
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同 年 1 月 に は ， 当 該 地 域 に お け る 冬 期 の 水 域 形 成 状 況 の 確 認 を 行 っ

た 。  

木 曽 川 河 口 干 拓 地 の 水 田 の 構 造 は ， 基 本 的 に は パ イ プ ラ イ ン に よ

る 給 水 で あ り ， 旧 輪 中 単 位 で 水 田 群 の 周 囲 に 排 水 路 （ 深 い コ ン ク リ

ー ト 垂 直 護 岸 ） が 設 け ら れ て い る （ 図 - 3 . 1 . 2）。 水 田 間 の 畔 は コ ン ク

リ ー ト 製 の 仕 切 が ほ と ん ど で ， 土 畔 は 極 め て 稀 で あ っ た 。 こ れ は ，

非 干 拓 地 の 地 点（ 各 ベ ル ト の 基 部：図 - 3 . 1 . 1 参 照 ）も 同 様 で あ っ た 。

こ の た め ，草 地 は 水 田 と 排 水 路 ・ 道 路 の 間 の 法 面（ 図 - 3 . 1 . 2： A）に

限 ら れ て 存 在 し て お り ， 道 路 側 法 面 草 地 の 存 在 量 が 多 か っ た （ 道 路

側 法 面 の 平 均 勾 配 2 0 . 5  °， 平 均 幅 1 2 5 . 5  c m， n = 2 9）。 法 面 草 地 以 外

の 緑 地 要 素 と し て ， 各 調 査 地 点 周 辺 の 転 作 畑 ， 休 耕 田 ， 灌 木 林 （ 土

地 利 用 上 の 余 白 地 の 藪・灌 木 群 お よ び 集 落 の 庭 木 群 等 ），沼 の 有 無 を

記 録 し た 。 ま た ， 当 該 地 区 は 金 魚 の 養 殖 が 盛 ん で あ り ， そ の 養 殖 池

（ 基 本 的 に は 全 面 コ ン ク リ ー ト 張 り ） の 有 無 も 記 録 し た 。 さ ら に ，

各 調 査 時 に は ， 水 入 れ ， 中 干 し 時 期 の 把 握 に も 努 め た 。  
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図 - 3 . 1 . 1  ベ ル ト ・ ト ラ ン セ ク ト 設 定 位 置 お よ び 干 拓 状 況  
＊ 干 拓 年 代 は ，建 設 省 中 部 地 方 建 設 局 木 曽 川 上 流 工 事 事 務 所（ 1 9 7 6） 
を 基 に 作 成 。  
＊ 1 9 0 1～ 1 9 5 0 年 の 干 拓 地 は こ の 調 査 範 囲 の 中 に は 含 ま れ な い 。  

 

 

 

図 - 3 . 1 . 2  木 曽 川 河 口 部 の 水 田 形 態 の 模 式 図  
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３ ． １ ． ３  調 査 結 果  

本 調 査 に よ り ，2 科 6 種 の 在 来 の カ エ ル 類 が 確 認 さ れ た（ 表 - 3 . 1 . 1，

図 - 3 . 1 . 3）。セ ン サ ス 調 査 に よ る 確 認 個 体 数 お よ び 鳴 き 声 調 査 に よ る

コ ー ラ ス の 重 複 程 度 の 状 況 は ， 表 - 3 . 1 . 2 に 示 す と お り で あ る 。  

ニ ホ ン ア マ ガ エ ル H y l a  j a p o n i c a お よ び ヌ マ ガ エ ル F e j e r v a r y a  

k a w a m u r a i は ，最 も 新 し い 年 代 に 干 拓 さ れ た 水 田 を 含 め ，調 査 地 点

す べ て で 確 認 さ れ た 。 両 種 と も ， 目 視 に よ る 個 体 数 計 測 で は 数 個 体

か ら 数 十 あ る い は 数 百 個 体 と ば ら つ き が み ら れ る も の の ， ほ と ん ど

の 地 点 で 目 視 個 体 が 認 め ら れ た 。 一 方 ， 鳴 き 声 に よ る 生 息 量 の 計 測

で は い ず れ の 地 点 で も 高 密 度 と す る 記 録 が 得 ら れ た 。  

ニ ホ ン ア カ ガ エ ル R a n a  j a p o n i c a は 1 地 点 （ L i n e  B の 地 点 5） で

の み 少 数 （ 2 個 体 ） が 確 認 さ れ た 。 こ の 地 点 は ， 海 抜 約 1  m の 地 点

で ， 旧 輪 中 の 堤 上 の 灌 木 林 と 隣 接 し て い た 。  

ト ノ サ マ ガ エ ル P e l o p h y l a x  n i g r o m a c u l a t u s は 非 干 拓 地 で 4 地 点 ，

初 期 の 干 拓 地  （ 1 6 0 1～ 1 7 0 0 年 ） で 5 地 点 ， 合 計 9 地 点 で 生 息 が 確

認 さ れ た 。1 7 0 0 年 代 以 降 に 干 拓 さ れ た 場 所 の 地 点 で は 確 認 さ れ な か

っ た 。 本 種 は い ず れ の 地 点 で も 1～ 8 個 体 と 少 数 の 目 視 確 認 に と ど

ま っ た 。 ま た ， 鳴 き 声 調 査 で は ， ほ と ん ど 確 認 さ れ な か っ た 。 ベ ル

ト 別 で は ，L i n e  A で の 確 認 が 最 基 部 の 地 点 1 の み と 稀 で あ っ た 。な

お ， 確 認 さ れ た 地 点 は い ず れ も 灌 木 林 の あ る 環 境 で あ っ た 。  

ダ ル マ ガ エ ル P e l o p h y l a x  p o r o s u s は 非 干 拓 地 で 2 地 点 ，干 拓 地 で

11 地 点 の 計 1 3 地 点 で 生 息 が 確 認 さ れ た 。干 拓 地 の 干 拓 時 期 別 で は ，

1 6 0 0 年 代 が 7 地 点 ，1 7 0 0 年 代 が 1 地 点 ，1 8 0 0 年 代 が 2 地 点 ，1 9 5 0

年 代 が 1 地 点 と ， い ず れ の 年 代 の 干 拓 地 で も 確 認 さ れ た 。 し か し ，
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そ れ ぞ れ 1～ 9 個 体 と 少 数 の 確 認 に と ど ま っ た 。 鳴 き 声 調 査 で の 生

息 量 指 標 は 比 較 的 高 く ， 鳴 き 声 調 査 の み の 確 認 も 5 地 点 で 認 め ら れ

た 。 ラ イ ン 別 で は ， L i n e  A ,  B で は 先 端 寄 り で ， L i n e  C で は 基 部 寄

り で 生 息 が 認 め ら れ た が ， 干 拓 地 最 先 端 の 地 点 11 で も 飛 び 地 的 に

確 認 さ れ て い る 。 な お ， ト ノ サ マ ガ エ ル お よ び ダ ル マ ガ エ ル が 同 所

的 に 確 認 さ れ た L i n e  C で は ， 交 雑 個 体 と 思 わ れ る 2 種 の 特 徴 を 備

え た 個 体 も 5 地 点 で 見 つ か っ た 。 ま た ， 2 種 が 同 所 的 に 確 認 で き な

か っ た 他 の ベ ル ト で も ， 交 雑 個 体 の 可 能 性 が あ る 個 体 が 確 認 さ れ て

い る 。 両 種 の 交 雑 個 体 に は ， メ ス に 妊 性 が あ り ， 種 間 交 雑 や 交 雑 に

よ っ て 遺 伝 子 浸 透 が 起 こ る こ と が わ か っ て お り（ 上 田  1 9 9 4），本 調

査 で は 体 形 や 斑 紋 等 の 形 態 的 な 特 徴 か ら 両 種 の 中 間 的 な タ イ プ の 個

体 を 交 雑 個 体 と し て 扱 っ た 。  

1 月 の 調 査 時 に は ， ご く 稀 な パ イ プ ラ イ ン の 漏 水 に よ る 小 規 模 な

水 域 形 成 以 外 は ， 当 該 地 域 に お け る 水 田 面 で の 水 域 の 形 成 は ほ と ん

ど 認 め ら れ な か っ た（ た だ し 排 水 路 と 養 殖 池 は 水 域 を 有 す る ）。5 月

の 調 査 時 で は ， ほ と ん ど の 水 田 で 水 入 れ や 田 植 え の 作 業 中 で あ り ，

ま た 地 域 の 郷 土 資 料 館 へ の ヒ ア リ ン グ で も ， 当 該 地 域 の 栽 培 品 種 ・

栽 培 型 は 基 本 的 に 一 律 で ， 現 在 は 5 月 上 ～ 中 旬 に 水 入 れ ・ 田 植 え が

行 わ れ る こ と が 判 明 し た 。 7 月 の 調 査 時 に は ， い ず れ の 調 査 地 点 で

も 中 干 し は 確 認 さ れ な か っ た 。 法 面 草 地 以 外 の 緑 地 要 素 と し て ， 灌

木 林 と 転 作 畑 は ， L i n e  A の 基 部 を 除 き 多 く の 地 点 で 認 め ら れ た が ，

休 耕 田 は 存 在 し な か っ た 。沼 は 1 地 点 の み で ，養 殖 池 は 特 に L i n e  C

に 広 く 分 布 し て い た 。 な お ， 干 拓 地 ・ 非 干 拓 地 と も 水 田 は 砂 質 の 土

壌 で あ り ， 表 層 部 の 土 壌 は 同 質 と 判 断 さ れ た 。  
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表 - 3 . 1 . 1  カ エ ル 類 の 確 認 状 況 お よ び 緑 地 要 素 の 分 布 状 況  
ﾄﾉｻﾏ
ｶﾞｴﾙ

ﾄﾉｻﾏ×
ﾀﾞﾙﾏ

ﾀﾞﾙﾏ
ｶﾞｴﾙ

ﾆﾎﾝｱﾏ
ｶﾞｴﾙ

ﾇﾏｶﾞ
ｴﾙ

ﾆﾎﾝｱ
ｶｶﾞｴﾙ 干拓年代

転換
畑

灌木
林

養殖
池

沼

Line A

1 ● ○ ○ 非干拓地 ○ ○

2 ○ ○ 非干拓地 ○ ○
3 ○ ○ 非干拓地

4 ○ ○ 非干拓地
5 ○ ○ 1601-1700 ○ ○
6 ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○ ○
7 ○ ○ 1601-1700 ○
8 ○ ○ ○ 1701-1800 ○ ○
9 ○ ○ ○ 1801-1900 ○ ○
10 ○ ○ ○ 1801-1900 ○ ○

Line B
1 ○ ○ ○ 非干拓地 ○ ○
2 ○ ○ ○ 非干拓地 ○
3 － － － － － － － － － －
4 ○ ○ 1601-1700 ○
5 ● ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○
6 ○ ○ ○ 1601-1700 ○
7 ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○
8 ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○
9 ○ ○ 1801-1900 ○ ○

Line C
1 ○ ○ ○ ○ 非干拓地 ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ 非干拓地 ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○ ○
5 ○ ○ ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○
6 ● ○ ○ ○ ○ 1601-1700 ○ ○ ○
7 ○ ○ 1601-1700 ○ ○
8 ○ ○ 1801-1900 ○ ○ ○
9 ○ ○ 1801-1900 ○ ○ ○
10 ○ ○ 1801-1900 ○ ○
11 ○ ○ ○ 1951- ○ ○  

※●： 7 月 の 補 足 調 査 時 の み の 確 認 。  

※ト ノ サ マ ×ダ ル マ：交 雑 個 体 と 思 わ れ る ト ノ サ マ ガ エ ル と ダ ル マ ガ

エ ル の 特 徴 を 持 っ た 個 体 。  

※左 欄 の 1～ 11 は 図 - 3 . 1 . 1 の ベ ル ト の 番 号 向 き に 対 応 す る 。  

※L i n e  B の 地 点 3 は ， 市 街 地 の 土 地 利 用 が 卓 越 す る た め 調 査 対 象 か

ら 除 外 し た 。  



 - 84 - 

表 - 3 . 1 . 2  ト ラ ン セ ク ト 調 査 お よ び 鳴 き 声 調 査 の 結 果  

日中 夜間 日中 夜 間 日中 夜間 日中 夜間 日中 夜間 日中 夜間

1 +++ 26 +++ +++ 13 +++ +++ 8 ++
2 +++ 7 +++ +++ 11 +++ +++ 1 +++
3 1 +++ 33 +++ 　- - - - +++ 13 +++
4 +++ 1 +++ +++ 3 +++ +++ 5 +++
5 +++ 5 +++ +++ 28 +++ +++ 5 +++
6 +++ 7 +++ +++ 4 +++ +++ 5 +++
7 +++ 1 +++ +++ +++ +++ 2 +++
8 +++ 33 +++ +++ 2 +++ +++ 13 +++
9 +++ 27 +++ ++ 13 +++ +++ 7 +++
10 1 +++ 12 +++ +++ +++
11 +++ 11 +++

1 1 +++ 3 ++ 5 +++ 4 +++ ++
2 + 19 +++ 1 + 7 +++ 8 +++ 282 +++
3 12 +++ - - - - 3 2 +++
4 + 1 +++ 3 ++ 7 +++ 4 +++ 13 +++
5 14 + +++ + 1 +++ 8 ++ 9 +++
6 2 ++ 4 +++ 4 ++ 3 +++ ++ 3 +++
7 2 ++ 43 +++ +++ 3 +++ 1 ++ 5 +++
8 ++ 3 +++ 1 + +++ +++ 28 ++
9 4 +++ 5 +++ + 2 +++ 2 +++ 5 +++
10 3 +++ 6 +++ 1 +++ 5 +++
11 +++ 7 +++

1 1 8
2 1 8 1
3 - - - - 5
4 + 1
5 +
6
7
8
9
10
11

LineA

ニホ ンアマガエル

6月

ダルマ ガエル

トノサマガ エル

ヌマガエル

LineCLineB

5月 6月 5月 6月5月
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表 - 3 . 1 . 2 つ づ き  

1 1 ++ 9 +++
2 +++
3 - - - - ++
4
5 1 ++ 2 +++
6 1 ++ ++ +++ 1 ++
7 ++ +++
8 1 3 +++ 1 +++
9 ++ ++
10 1 ++ 7 ++
11 +++ 6 ++

1
2
3 - - - -
4
5 2
6
7
8
9
10
11

ニホンアカガ エル

ダルマ ガエル

 

※日 中 の 数 値 は セ ン サ ス 調 査 に よ る 計 測 個 体 数 で あ る 。  

※夜 間 の コ ー ラ ス の 重 複 度 合 い （ 少 数 単 発 : + ,複 数 不 連 続 : + + ,多 数 連

続 : + + +）  

※左 欄 の 1～ 11 は 図 - 3 . 1 . 1 の ベ ル ト の 番 号 向 き に 対 応 す る 。  
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ニ ホ ン ア マ ガ エ ル  

H y l a  j a p o n i c a  

 

 
ヌ マ ガ エ ル  

F e j e r v a r y a  k a w a m u r a i  
 

 
ト ノ サ マ ガ エ ル  

P e l o p h y l a x  n i g r o m a c u l a t u s  

 

 
ダ ル マ ガ エ ル  

P e l o p h y l a x  p o r o s u s  
 

 
ニ ホ ン ア カ ガ エ ル  

R a n a  j a p o n i c a  

 

 
調 査 対 象 地 の 水 田 景 観  

図 - 3 . 1 . 3   生 息 が 確 認 さ れ た カ エ ル 類  
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３ ． １ ． ４  考 察  

カ エ ル 類 の ベ ル ト ・ ト ラ ン セ ク ト 調 査 で は ， 厳 密 に は 分 布 と そ の

規 定 要 因 と の 詳 細 な 因 果 関 係 の 解 析 は 困 難 で あ る も の の ， 分 布 傾 向

の 把 握 に よ る 規 定 要 素 の 絞 り 込 み や そ の 推 量 は 可 能 で あ る （ 大 澤 ほ

か  2 0 0 3 b）。 今 回 5 種 の カ エ ル 類 の 分 布 状 況 か ら ， 干 拓 地 の 水 田 環

境 で も そ の 生 息 が 可 能 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 た だ し ， 木 曽 川 流

域 の 低 標 高 地 に 分 布 す る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル B u f o  j a p o n i c u s  

f o r m o s u s ， ヤ マ ア カ ガ エ ル R a n a  o r n a t i v e n t r i s ， ツ チ ガ エ ル

G l a n d i r a n a  r u g o s a ， シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル R h a c o p h o r u s  

s c h l e g e l i i は ， 今 回 確 認 す る こ と が で き な か っ た 。 こ れ ら は ， 干 拓

地 や 河 口 域 の 大 規 模 な 水 田 地 帯 へ の 進 出 が で き な か っ た 種 と 考 え ら

れ る 。 樹 林 性 の ヤ マ ア カ ガ エ ル と シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル は ま と ま

っ た 樹 林 地 の 不 在（ 大 澤 ほ か  2 0 0 1， 2 0 0 3 a）が ，春 期 に 繁 殖 す る ア

ズ マ ヒ キ ガ エ ル と ヤ マ ア カ ガ エ ル は 冬 期 の 完 全 乾 田 化 が ， ツ チ ガ エ

ル は 冬 期 の 落 水 と 利 用 可 能 な 水 路 の 不 在（ 宇 賀 神  1 9 9 4），あ る い は

こ れ ら の 複 合 要 因 が 非 分 布 の 理 由 と 考 え ら れ る 。  

確 認 さ れ た 5 種 は ， 広 く 普 通 に 生 息 す る 種 （ ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ，

ヌ マ ガ エ ル ），中 程 度 に 偏 在 し て 分 布 す る 種（ ト ノ サ マ ガ エ ル ，ダ ル

マ ガ エ ル ）， 極 め て 稀 な 種 （ ニ ホ ン ア カ ガ エ ル ） の 3 グ ル ー プ に 分

け ら れ た 。 ニ ホ ン ア マ ガ エ ル お よ び ヌ マ ガ エ ル は ， 設 定 し た ラ イ ン

の 全 域 で 生 息 量 が 多 く ， 干 拓 地 と い う 新 た な 水 田 環 境 へ の 分 散 ・ 定

着 能 力 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 両 種 は 繁 殖 期 間 が 長 く ， 雨 上

が り の 水 溜 ま り の よ う な 止 水 域 で も 繁 殖 可 能 で あ る た め （ 内 山 ほ か  

2 0 0 2）， 圃 場 整 備 が 進 ん だ 干 拓 地 の 水 田 で あ っ て も 生 息 条 件 を 十 分
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満 た し て い る と 推 察 さ れ る 。  

ニ ホ ン ア カ ガ エ ル は ， 1 地 点 の み で ご く 少 数 が 確 認 さ れ た 。 本 種

は 春 期 に 浅 い 止 水 域 に 産 卵 す る が ， 全 国 的 に も 圃 場 整 備 に よ る 乾 田

化 の 負 の 影 響 が 指 摘 さ れ る （ 長 谷 川 ほ か  2 0 0 0， 内 山 ほ か  2 0 0 2）。

本 地 域 の 水 田 は ， 砂 質 の 水 は け の よ い 土 壌 で ， 冬 季 は 落 水 さ せ る た

め ， 本 種 の 繁 殖 に は 適 当 な 環 境 で な い と 考 え ら れ る 。 し か し ， 本 種

の 生 息 が 確 認 さ れ た 地 点 （ L i n e  B の 地 点 5） は ， こ の 地 域 で は 稀 な

ま と ま っ た 樹 林 地 が 堤 上 に 沿 っ て 存 在 し て お り ， 堤 斜 面 か ら の 絞 り

水 に よ り ，春 期 に 産 卵 可 能 な 止 水 域 が 形 成 さ れ た も の と 推 察 さ れ る 。

こ れ は ， 密 度 は 非 常 に 薄 い な が ら も ， 輪 中 堤 上 の 樹 林 を 拠 り 所 に 本

種 が 干 拓 地 へ の 分 散 ・ 定 着 し た こ と の 証 と 考 え ら れ る 。  

ト ノ サ マ ガ エ ル は ，非 干 拓 地（ L i n e  A ,  B）も し く は そ の 近 傍 の 干

拓 初 期 （ 1 6 0 1～ 1 7 0 0 年 ） の 地 点 （ L i n e  C） に 生 息 分 布 が 限 定 し て

い た 。 一 方 ， ダ ル マ ガ エ ル は 非 干 拓 地 お よ び 各 年 代 の 干 拓 地 で も 確

認 さ れ ， 確 認 地 点 数 と し て は ト ノ サ マ ガ エ ル よ り も 多 か っ た 。 こ の

2 種 は 濃 尾 平 野 で は 広 く 分 布 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 環 境

省  2 0 0 1， 芹 沢  1 9 8 3， 1 9 8 5）。 ダ ル マ ガ エ ル は ， 兵 庫 県 で は 5 月 頃

か ら 出 現 し ， 6 月 に 水 が 張 ら れ た 水 田 内 で 鳴 音 が 聞 か れ ， 9 月 ま で

に 幼 体 が 上 陸 し ，水 田 表 土 の 下 な ど で 越 冬 す る と 報 告 さ れ て い る（ 土

井 ほ か  2 0 0 1）。 ト ノ サ マ ガ エ ル も 同 様 に ， 1 0 月 中 旬 か ら 翌 春 ま で ，

水 田 や 周 辺 の 草 地 ， 土 手 ， 畑 地 の 地 中 2 0～ 3 0  c m で 越 冬 す る （ 篠 原  

2 0 0 7，山 下  1 9 9 6）。一 般 的 に こ の 2 種 に 関 し て は ，圃 場 整 備 に 伴 う

水 路 の パ イ プ ラ イ ン 化 や コ ン ク リ ー ト 護 岸 化 が 個 体 群 に 負 の 影 響 を

も た ら す と さ れ て い る （ 長 谷 川 ほ か  2 0 0 0 ， 上 田  1 9 9 4 ， 鈴 木 ほ か  
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2 0 0 2）。 し か し ， ダ ル マ ガ エ ル は 圃 場 整 備 が 行 わ れ て も 多 産 す る 地

域 も あ り（ 大 河 内 ほ か  1 9 9 7），ま た 入 水 ま で 産 卵 時 期 を ず ら す 対 応

も 知 ら れ（ 芹 沢  1 9 8 5），一 概 に 圃 場 整 備 そ の も の が 個 体 の 減 少 に 繋

が る と は 言 い 難 い 。 一 方 ト ノ サ マ ガ エ ル は ， 湛 水 期 間 の 短 縮 化 に よ

る 負 の 影 響 も 指 摘 さ れ る （ 村 上 ほ か  2 0 0 8）。  

本 結 果 に お け る 両 種 の 分 布 の 偏 り に つ い て 検 討 す る と ， 水 田 内 の

表 層 土 壌 は ，干 拓 地・非 干 拓 地 と も 同 質 の 砂 質 土 壌 で あ っ た 。ま た ，

パ イ プ ラ イ ン お よ び コ ン ク リ ー ト 垂 直 護 岸 の 排 水 路 か ら な る 灌 漑 形

態 や ， 土 畔 が ほ と ん ど な く コ ン ク リ ー ト 製 の 畦 が 大 半 を 占 め る こ と

も 各 地 点 と も 同 様 の 条 件 と 判 断 で き ， こ れ ら が 両 者 の 分 布 の 偏 り に

関 係 し て い る と は 考 え 難 い 。 周 辺 の 緑 地 要 素 に つ い て は ， 養 殖 池 や

沼 ， 転 換 畑 に は 特 に 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た が ， サ サ や 植 栽 木 な ど

も 含 む 灌 木 林 の 存 在 し て い る 調 査 地 点 で の み ， 両 種 の 生 息 が 認 め ら

れ た 。 両 種 は ， 圃 場 が 乾 燥 化 す る 時 期 に は 水 路 や 畦 に 移 動 す る （ 鈴

木 ほ か  2 0 0 2） が ， 本 地 域 で は 水 路 は 垂 直 面 に よ り 水 田 と 隔 絶 し て

い る こ と ， 畦 も コ ン ク リ ー ト 製 で あ り 草 地 と し て 機 能 し て い な い 。

し か し 対 象 地 で は ， 両 種 の 生 息 環 境 と し て 比 較 的 単 調 な 環 境 と な る

法 面 草 地 に 加 え て ， 植 生 や リ タ ー 層 ， 日 照 ・ 水 分 ・ 土 壌 条 件 等 が 多

様 と な る 灌 木 林 が 隣 接 す る こ と で ， 非 繁 殖 期 の 生 活 空 間 や 越 冬 空 間

が 補 完 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る 。 な お ， 本 調 査 で は 餌 資 源 量 の

調 査 は 行 っ て い な い も の の ，近 縁 種 の ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル で は ，

餌 資 源 量 よ り 水 田 環 境 構 造 が そ の 個 体 数 密 度 の 規 定 要 因 と な っ て い

る （ 大 澤 ほ か  2 0 0 5 c） こ と が 報 告 さ れ て お り ， 本 種 も 餌 資 源 量 が 環

境 構 造 以 上 に 生 息 分 布 の 規 定 要 因 と な っ て い る 可 能 性 は 低 い と 考 え
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ら れ る 。  

干 拓 年 代 別 で は ， ダ ル マ ガ エ ル は 各 年 代 の 干 拓 地 で 生 息 が 確 認 さ

れ ， 先 端 部 の 1 9 5 1 年 以 降 の 干 拓 地 水 田 に も 分 布 し た 。 こ の た め ，

ダ ル マ ガ エ ル に と っ て は 干 拓 地 と い う 新 た な 水 田 環 境 創 出 地 へ の 侵

入 ・ 定 着 が 容 易 で あ っ た と 推 察 さ れ る 。 一 方 ， ト ノ サ マ ガ エ ル は ，

個 体 の ソ ー ス 源 と な る 非 干 拓 地 か ら 近 距 離 の 初 期 の 干 拓 地 ま で し か

進 出 が 見 ら れ な か っ た 。こ の 理 由 と し て ，何 ら か の 制 限 要 因 が 働 き ，

非 干 拓 地 か ら 干 拓 地 へ の 侵 入 ・ 定 着 の 途 上 で あ る 可 能 性 が あ る 。 ま

た ， ダ ル マ ガ エ ル と 同 様 に 新 た な 水 田 環 境 創 出 地 へ の 侵 入 ・ 定 着 は

容 易 に 生 じ た か も し れ な い も の の ， そ の 後 の 局 所 個 体 群 の 絶 滅 に よ

り ソ ー ス 個 体 群 か ら 遠 い 干 拓 地 で 非 分 布 と な っ た と 考 え ら れ る 。 す

な わ ち 両 生 類 は ， 絶 滅 と 移 入 を 繰 り 返 す ソ ー ス ・ シ ン ク ・ プ ロ セ ス

に よ る メ タ 個 体 群 維 持 を 行 う こ と が 指 摘 さ れ る（ G i b b s  1 9 9 3，Tr a v i s  

1 9 9 4， S e m l i t s c h  2 0 0 0）。 そ し て 本 地 域 で は ， 1 9 6 0 年 以 降 は 深 い 垂

直 面 を 持 つ 排 水 路 が 随 所 に 整 備 さ れ た た め ， 旧 輪 中 単 位 で の 水 田 間

の 移 動 ・ 分 散 は 著 し く 阻 害 さ れ ， ソ ー ス 個 体 群 か ら よ り 遠 い ， す な

わ ち 時 代 の 新 し い 干 拓 地 ほ ど ， 個 体 供 給 に よ る 新 た な 局 所 個 体 群 の

形 成 が 困 難 に な る と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と よ り ， ソ ー ス 個 体 群

と な る と 考 え ら れ る 本 来 的 な 生 息 域 お よ び そ の 近 傍 の 干 拓 地 の み に

生 息 分 布 が 限 定 し て い た ト ノ サ マ ガ エ ル は ， シ ン ク と な る 局 所 個 体

群 の 維 持 に 個 体 供 給 を よ り 必 要 と す る 種 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。

こ れ に 対 し ダ ル マ ガ エ ル は ， 本 来 的 な 生 息 域 と の 連 続 性 が 絶 た れ 新

た な 個 体 供 給 が な く と も 局 所 個 体 群 を 維 持 で き る こ と が 確 認 さ れ た

（ L i n e  A ,  B）。  
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以 上 ， 木 曽 川 河 口 域 を 事 例 に ， ベ ル ト ・ ト ラ ン セ ク ト に よ り 干 拓

地 水 田 の カ エ ル 相 の 把 握 を 試 み た 。 生 物 の 生 息 空 間 と し て 我 が 国 の

水 田 開 拓 の 歴 史 を 概 観 す る と ， 干 拓 地 水 田 は 比 較 的 新 し い 水 田 立 地

で あ る （ 日 鷹 ほ か  2 0 0 8）。 そ の よ う な 時 間 的 に 新 し く ， ま た 海 域 を

干 拓 し た 新 た な 創 出 水 田 環 境 で の カ エ ル 類 の 侵 入 ・ 定 着 の 動 態 は ，

二 次 的 自 然 に お け る 生 物 多 様 性 の 維 持 ・ 発 現 機 構 解 明 の 一 助 と な り

得 る 。 課 題 と し て は ， ト ノ サ マ ガ エ ル と ダ ル マ ガ エ ル の 中 程 度 の 生

息 分 布 を 規 定 す る 要 因 が ， 本 調 査 で は い く つ か の 可 能 性 の 提 示 に と

ど ま っ た こ と で あ る 。 今 後 ， 詳 細 な 環 境 条 件 の 調 査 ・ 分 析 を 行 っ た

上 で こ れ ら の 種 の 分 布 拡 散 ・ 定 着 条 件 を 見 出 し ， 保 全 策 の 提 言 を 行

う こ と が 求 め ら れ る 。  
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３ ． ２  濃 尾 平 野 に お け る 水 田 タ イ プ 別 の カ エ ル 類 の 種 組 成  

 

３ ． ２ ． １  は じ め に  

我 が 国 の カ エ ル 類 ， と り わ け 沖 積 湿 地 で 生 息 す る 種 の 多 く は ， 稲

作 農 耕 文 化 の 伝 来 以 来 ， 水 田 を 中 心 と す る 農 村 環 境 に 適 応 あ る い は

依 存 し 生 息 し て き た 。 し か し 現 代 ， 農 業 形 態 の 変 化 や 市 街 化 な ど に

よ る 水 田 の 減 少 に よ り ， 各 地 で カ エ ル 類 の 個 体 群 の 減 少 ・ 消 滅 が 報

告 さ れ て い る （ 長 谷 川 ほ か  2 0 0 0）。 こ の た め ， そ の 保 全 に 向 け た カ

エ ル 相 と 景 観 構 造 と の 対 応 に 関 す る 既 往 研 究 と し て は ， 谷 津 田 （ 大

澤 ほ か  2 0 0 3 a， 2 0 0 8）， 棚 田 （ 大 澤 ほ か  2 0 0 5 a， 2 0 0 6）， 扇 状 地 水

田 （ 大 澤 ほ か  2 0 0 1， 2 0 0 3 b）， 平 野 水 田 （ 大 澤 ほ か  2 0 0 5 c）， 3 . 1 で

述 べ た 干 拓 地 水 田 な ど が あ る 。 し か し ， 農 業 の 機 械 化 の 進 ん だ 平 野

部 で の 報 告 は 少 な い 。 3 . 1 か ら ， 木 曽 川 下 流 部 の 平 野 に お け る ダ ル

マ ガ エ ル ・ ト ノ サ マ ガ エ ル の 生 息 規 定 要 因 が ， 耕 作 環 境 内 に 灌 木 等

を 含 む 一 定 の 緑 地 が 存 在 す る か な ど の 農 環 境 構 造 に あ る こ と が 示 唆

さ れ て い る 。 し か し ， 一 口 に 農 環 境 構 造 と い っ て も 様 々 で あ り ， 他

の 作 物 と 隣 接 し て 栽 培 し た り ， 輪 作 ， 水 路 形 態 の 差 異 な ど ， 同 じ 地

域 で あ っ て も い く つ か の タ イ プ が 存 在 す る 。 そ こ で 本 研 究 で は ， 大

規 模 圃 場 に よ る 水 稲 の 機 械 化 栽 培 が 広 く 行 わ れ て い る 濃 尾 平 野 に お

い て ， 特 徴 的 な 農 環 境 構 造 を も つ 地 域 に お け る カ エ ル 類 の 種 組 成 に

つ い て 把 握 す る こ と を 目 的 と し て 調 査 を 行 っ た 。 す な わ ち ， ま と ま

っ て 一 様 な 水 田 耕 作 が な さ れ て い る 地 区 と し て ，Ⅰ .稲 田 ～ ハ ス 田 混

在 型 地 区 ， Ⅱ .溜 池 隣 接 水 田 地 区 ， Ⅲ .水 稲 ～ 麦 ～ 大 豆 輪 作 型 地 区 ，

Ⅳ .圃 場 整 備 ・ 土 水 路 ～ 護 岸 水 路 混 在 型 地 区 ， そ の 対 照 区 と し て Ⅴ .
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未 圃 場 整 備 ・ 土 水 路 ～ 護 岸 水 路 混 在 型 地 区 を 選 出 し （ 図 - 3 . 2 . 1）， ラ

イ ン セ ン サ ス 調 査 等 に よ る カ エ ル 類 の 生 息 量 の 違 い か ら 種 組 成 規 定

要 因 を 検 討 し た 。  
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図 - 3 . 2 . 1  調 査 地 位 置 図  

 

Ⅳ  福 束 新 田 地 区  

Ⅲ  平 田 地 区  

Ⅰ  立 田 地 区  

Ⅴ  目 比 地 区  

Ⅱ  海 津 地 区  

5  k m  

 Ｎ  
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３ ． ２ ． ２  調 査 対 象 地 お よ び 方 法  

対 象 地 域 と し た 濃 尾 平 野 は ， 木 曽 三 川 に よ り ， 我 が 国 で も 有 数 の

大 規 模 な 平 野 が 広 が る 地 域 で あ る 。 現 在 は 機 械 化 さ れ た 水 稲 栽 培 が

広 く 行 わ れ て い る が ，幹 線 道 路 や 旧 農 村 集 落 を 中 心 に 市 街 化 が 進 み ，

水 田 域 も 分 断 小 規 模 化 が 進 ん で い る 。 作 付 け 手 法 は 個 々 の 農 家 や 集

落 レ ベ ル で 多 様 で あ る が ， 本 研 究 で は 作 型 や 農 環 境 構 造 に よ る 種 組

成 を 明 確 に 判 断 す る た め ，濃 尾 平 野 南 西 部 を 対 象 に 半 径 5 0 0  m で 同

様 な 水 田 タ イ プ が 広 が る 地 域 と し て ， 後 述 す る 5 つ の 地 域 を 選 出 し

て そ れ ぞ れ 調 査 し た 。 い ず れ も 平 野 縁 辺 部 か ら 1 . 5  k m 以 上 離 れ て

お り ， カ エ ル 類 の 種 組 成 に は 丘 陵 ・ 山 地 の 影 響 は 受 け て い な い と 判

断 さ れ る 。 な お ， カ エ ル 類 の 移 動 能 は 主 に 1 0 0～ 2 0 0  m 以 内 （ 大 澤

ほ か  2 0 0 3 a）と さ れ る た め ，ホ ー ム レ ン ジ は 調 査 地 区 内 で ほ ぼ 完 結

し て い る も の と 判 断 し た 。  

各 地 域 に お け る 在 来 の カ エ ル 類 の 多 く は 春 季 ～ 夏 季 に 水 田 や 付 随

す る 水 辺 に 集 合 し て 産 卵 す る（ 内 山 ほ か  2 0 0 2，大 澤 ほ か  2 0 0 1）こ

と か ら ， 繁 殖 期 に 調 査 を 行 う こ と で 最 も 成 体 の 密 度 の 高 い 時 期 に そ

の 個 体 数 を 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た ， 早 春 季 に 繁 殖 す る カ エ ル

類 で は 春 季 ～ 夏 季 は 幼 生 ， 幼 体 の 発 生 ・ 分 散 期 に あ た り ， 生 息 の 有

無 を 確 認 す る こ と が で き る 。そ こ で ，2 0 1 0 年 の 4 月 下 旬 ，5 月 中 旬 ，

6 月 上 旬 ， 6 月 下 旬 の 4 回 ， 日 中 （ 1 0 時 ～ 1 6 時 ） お よ び 夜 間 （ 1 9

時 ～ 2 3 時 ）に 各 調 査 地 点 で 畦 の ラ イ ン セ ン サ ス 調 査 を 行 っ た 。鳴 き

声 調 査 は ， 各 調 査 地 点 で 5 分 間 留 ま り ， 種 毎 の コ ー ラ ス の 重 複 度 合

い （ 少 数 単 発 ， 複 数 不 連 続 ， 多 数 連 続 の 3 区 分 ） を 記 録 し ， 生 息 量

の 指 標 と し て 用 い た 。 各 調 査 地 区 の 概 要 と セ ン サ ス 距 離 は 下 記 の 通
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り で あ る が ， Ⅰ ～ Ⅳ は 全 域 で 近 代 的 な 圃 場 整 備 が 施 さ れ た 地 区 で あ

る 。 ま た ， 各 地 区 の 標 高 は 0～ 2 . 5  m の 極 低 標 高 地 で あ る 。 当 地 域

で は 西 濃 地 方 で 広 く 栽 培 さ れ る 晩 生 水 稲 品 種 「 ハ ツ シ モ 」，「 あ さ ひ

の 夢 」な ど が 作 付 け さ れ て お り ， 5 月 下 旬 ～ 6 月 中 旬 に 移 植 ， 6 月 下

旬 以 降 に 中 干 し ， 9 月 上 旬 ～ 1 0 月 上 旬 に 刈 り 取 り が 行 わ れ て い た 。

中 干 し 中 は 後 述 の 地 区 Ⅴ 以 外 完 全 に 水 域 が 消 失 し て い た 。 ま た ， い

ず れ も 農 道 か ら 田 面 ま で の 法 面 草 地 の 幅 は 約 1  m で あ り ，除 草 剤 の

使 用 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た 。 各 地 区 が 内 包 す る 環 境 要 素 は   

表 - 3 . 2 . 1 で 示 す 通 り で あ る 。  

 

地 区 Ⅰ ． 稲 田 ～ ハ ス 田 混 在 型 地 区 （ 立 田 地 区 ）  

こ の 地 区 は ， 水 田 地 帯 の 中 に ハ ス 田 が モ ザ イ ク 状 に 分 布 し て い る

の が 特 徴 で あ る 。 当 地 区 の ハ ス 田 は 春 か ら 夏 に か け て 水 深 を 2 0  c m

ほ ど に 保 ち ， 収 穫 時 は 水 位 を 著 し く 下 げ て 大 型 重 機 を 用 い て 収 穫 さ

れ て い た 。 植 え 付 け 時 期 に は 幅 が あ る 上 ， 収 穫 時 も 低 水 位 の 湿 地 状

態 が 続 い た 。 こ の 一 年 を 通 し て 比 較 的 湿 潤 な 圃 場 で あ る ハ ス 田 と ，

周 期 的 に 乾 湿 が 繰 り 返 さ れ る 水 田 に お け る カ エ ル 類 の 生 息 状 況 の 比

較 を 行 っ た 。 乾 田 の 水 入 れ ， 田 植 え は 5 月 ～ 6 月 で あ っ た が ， 4 月

時 点 で 湛 水 し て い た 水 田 も 多 く 認 め ら れ た た め ， こ れ ら は 乾 田 区 と

分 け て 春 季 湛 水 区 と し た 。 な お ， 春 季 湛 水 区 は 冬 季 は 乾 田 化 し て い

る 。 ハ ス 田 区 は 収 穫 中 の 圃 場 も あ っ た が い ず れ も 4 月 の 時 点 で 湿 潤

状 態 を 保 っ て い た 。 セ ン サ ス ラ イ ン と し て 春 季 湛 水 区 1 , 0 2 4  m， 乾

田 区 8 6 4  m， ハ ス 田 区 2 2 6  m を 設 定 し た 。  
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地 区 Ⅱ ． 溜 池 隣 接 水 田 地 区 （ 海 津 地 区 ）  

こ の 地 区 は 社 寺 の 池 や 釣 り 堀 な ど の 水 深 5 0  c m 以 上 の 池（ 元 は 河

跡 湖 ） が 点 在 し て い る の が 特 徴 で あ る 。 池 の 周 囲 に は ヨ シ 群 落 が あ

り ，カ エ ル 類 に 一 定 の 生 息 環 境 を 提 供 し て い る と 思 わ れ る 。そ こ で ，

池 に 隣 接 す る 畦 と 隣 接 し な い 畦 で の 比 較 を 行 っ た 。 な お ， 池 水 は 池

内 で 完 結 し て お り ，用 水 な ど で 水 田 と の 繋 が り は 認 め ら れ な か っ た 。

こ の 地 区 の 水 入 れ ， 田 植 え は 6 月 上 旬 で あ り ， 4 月 時 点 で は い ず れ

も 乾 田 状 態 で あ っ た 。 セ ン サ ス ラ イ ン と し て 池 隣 接 畦 区 4 0 0  m， 池

非 隣 接 区 4 0 0  m を 設 定 し た 。  

 

地 区 Ⅲ ． 水 稲 ～ 麦 ～ 大 豆 輪 作 型 地 区 （ 平 田 地 区 ）  

こ の 地 区 は 減 反 政 策 に 対 し 地 域 ぐ る み で 対 応 し て お り ， 作 付 け に

お い て 「 水 稲 →水 稲 →麦 ・ 大 豆 →」 と い う 順 番 で 3 年 周 期 で 輪 作 し

て い る （ ヒ ア リ ン グ に よ る ） の が 特 徴 で あ る 。 そ こ で 2 0 0 9 年 冬 季

の 事 前 調 査 に よ り ， 圃 場 ご と に 前 年 の 作 付 け 作 物 を 記 録 し た 。 そ れ

を 基 に 当 地 区 の 輪 作 順 序 に 従 っ て ， 麦 ・ 大 豆 区 3 0 0  m， 水 稲 １ 年 目

区 3 0 0  m， 水 稲 ２ 年 目 区 3 0 0  m の セ ン サ ス ラ イ ン を 設 定 し た 。 調 査

年 に 水 田 と な る 区 画 は 4 月 時 点 で は い ず れ も 乾 田 状 態 で あ り ， 田 植

え は 6 月 上 旬 に 行 わ れ た 。 な お ， 麦 ・ 大 豆 区 は 調 査 時 は 麦 の 刈 り 取

り 前 後 で あ り ， 水 域 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

地 区 Ⅳ ． 土 水 路 ～ コ ン ク リ ー ト 水 路 混 在 型 地 区 （ 福 束 新 田 地 区 ）  

こ の 地 区 は 旧 来 的 な 土 水 路 と コ ン ク リ ー ト 護 岸 水 路 が 交 互 に 設 置

さ れ て い る の が 特 徴 で あ る 。 土 水 路 に 隣 接 す る 圃 場 と コ ン ク リ ー ト
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護 岸 水 路 に 隣 接 す る 圃 場 と の 間 は ， い ず れ も 舗 装 さ れ た 農 道 で 隔 て

ら れ て い る 。 そ こ で 大 区 画 水 田 に お け る 水 路 形 態 の 違 い に よ る カ エ

ル 類 の 生 息 状 況 を 比 較 し た 。コ ン ク リ ー ト 水 路 の 側 面 は 垂 直 で 高 さ ，

幅 と も に 約 5 0～ 1 0 0  c m， 土 水 路 の そ れ は 約 5 0  c m 以 内 で 緩 傾 斜 で

あ り ， 灌 漑 期 以 外 は 水 が 流 れ て い な か っ た 。 ま た ， 両 区 分 の 水 路 と

も 調 査 期 間 中 は 底 部 は 常 に 湿 潤 で あ っ た 。 セ ン サ ス ラ イ ン と し て コ

ン ク リ ー ト 水 路 隣 接 畦 区 3 0 0  m， 土 水 路 隣 接 区 3 0 0  m を 設 定 し た 。

本 地 区 で は 4 月 時 点 で は い ず れ も 乾 田 状 態 で あ り ，水 入 れ は 6 月 上

旬 ， 田 植 え は 6 月 中 旬 と 最 も 遅 か っ た （ 短 期 栽 培 ）。  

 

地 区 Ⅴ ． 未 圃 場 整 備 に お け る 土 水 路 ～ コ ン ク リ ー ト 水 路 混 在 型 地 区

（ 目 比 地 区 ）  

こ の 地 区 は 古 い 年 代 に 整 備 さ れ た 不 定 形 の 湿 田 が 全 域 に わ た っ て

お り ， 旧 来 的 な 土 水 路 と コ ン ク リ ー ト 水 路 が 混 在 し て い る の が 特 徴

で あ る 。 水 路 の 形 状 は 地 区 Ⅳ と 同 様 で あ っ た 。 田 面 は 冬 季 や 中 干 し

期 に お い て も 湿 潤 状 態 か ， 浅 い 水 溜 ま り が 点 在 し て お り ， 田 植 え 直

後 の 湛 水 期 に は 水 深 2 0  c m を 超 す 部 分 も 存 在 し た 。そ こ で 近 代 的 な

圃 場 整 備 が さ れ て い な い 水 田 に お け る 水 路 の 隣 接 状 況 の 比 較 を 行 っ

た 。 コ ン ク リ ー ト 水 路 の 側 面 は 垂 直 で ， 両 区 分 と も 断 面 積 は 1  m 2

以 内 で ， 調 査 期 間 中 は 湛 水 し て い た 。 セ ン サ ス ラ イ ン と し て 護 岸 水

路 隣 接 畦 区 3 0 0  m， 非 護 岸 水 路 隣 接 畦 区 3 0 0  m， 非 水 路 隣 接 畦 区  

3 0 0  m を 設 定 し た 。 当 地 区 で は 休 耕 地 も 目 立 つ も の の ， 調 査 地 は い

ず れ も 耕 作 中 の 水 田 が ま と ま っ て い る 部 分 に 設 け た 。  
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表 - 3 . 2 . 1  各 地 区 が 内 包 す る 環 境 要 素  

調査地区 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
乾田 + + + + -

乾田(春季湛水) + - - - -
湿田 - - - - +

圃場整備 + + + + -
ハス田 + - - - -

池 - + - - -
転換畑 - - + - -

パイプライン導水 + + + + -
土水路 - - - + +

コンクリート水路 + + + + +
休耕田 - - - - +
樹林地 - - - - -



 - 100 - 

３ ． ２ ． ３  調 査 結 果  

本 調 査 に よ り ，2 科 4 種 の カ エ ル 類 の 生 息 が 認 め ら れ た（ 表 - 3 . 2 . 2）。

ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル ， ツ チ ガ エ ル ， ト ノ サ マ ガ エ ル な ど も 生 息 が 期 待

さ れ た が ， 今 回 は 確 認 で き な か っ た 。 な お ， 水 路 に は 多 数 の 特 定 外

来 生 物 ウ シ ガ エ ル が 確 認 さ れ た が ， 本 結 果 に は 含 め な か っ た 。  

 ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ， ダ ル マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル は い ず れ の 調 査 地

で も 確 認 さ れ ，ニ ホ ン ア カ ガ エ ル は 地 区 Ⅰ で の み 生 息 が 確 認 さ れ た 。

夜 間 に 多 数 連 続 と な る よ う な 大 型 コ ー ラ ス 集 団 は 確 認 で き ず ， 各 種

と も 同 時 に 数 十 個 体 の コ ー ラ ス に 留 ま る 程 度 で あ っ た 。  

ダ ル マ ガ エ ル は 地 区 間 で 最 も 個 体 数 の 差 が 激 し く ， 地 区 Ⅰ 地 区 Ⅴ

で は 1 回 の 調 査 で 7 6 個 体 確 認 で き た セ ン サ ス ラ イ ン が あ っ た も の

の ，ヌ マ ガ エ ル は 最 大 で も 1 8 個 体 ，ニ ホ ン ア マ ガ エ ル は 4 個 体 と ，

日 中 の セ ン サ ス 調 査 で の 個 体 確 認 は 少 な か っ た 。  

4 月 当 初 か ら ハ ス 田 や 春 季 湛 水 水 田 を 中 心 に 湛 水 環 境 の 存 在 し た

地 区 Ⅰ で は ，4 月 か ら ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ，ダ ル マ ガ エ ル が 確 認 さ れ ，

全 体 に 占 め る 個 体 数 の 割 合 も 最 も 大 き か っ た 。 地 区 Ⅰ で は 乾 田 区 ，

湿 田 区 ， ハ ス 田 区 の 調 査 距 離 が そ れ ぞ れ 異 な っ て い た が ， 図 - 3 . 2 . 2

の と お り 単 位 距 離 あ た り に 換 算 す る と ， ハ ス 田 の 畦 で ダ ル マ ガ エ ル

が 最 も 多 く 確 認 さ れ ， 次 い で 乾 田 区 ， 春 季 湛 水 区 と 続 い た 。 ヌ マ ガ

エ ル ， ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ， ニ ホ ン ア カ ガ エ ル は 多 く な か っ た が ， 春

季 湛 水 区 で の み 全 て の 種 の 生 息 が 認 め ら れ た 。 観 察 の 限 り で は ， ダ

ル マ ガ エ ル は 一 定 の 水 深 の あ る 水 田 の 畦 や ハ ス 田 の 畦 に 多 く ， 確 認

後 す ぐ に 飛 躍 し て 水 中 に 逃 避 し た 。 ま た ， 日 中 の セ ン サ ス 調 査 で は

ニ ホ ン ア マ ガ エ ル が ほ と ん ど 確 認 さ れ な か っ た が ， 夜 間 に な る と 各
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区 分 と も 区 画 内 か ら 複 数 の 鳴 き 声 が 確 認 さ れ た 。  

地 区 Ⅱ は ，セ ン サ ス 調 査 で は 池 隣 接 区 で ヌ マ ガ エ ル の み 確 認 さ れ ，

そ の 密 度 は 非 隣 接 区 と 比 較 し て や や 高 か っ た 。 池 非 隣 接 区 に は ニ ホ

ン ア マ ガ エ ル ， ダ ル マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル が 確 認 さ れ た 。 な お ， 夜

間 の 鳴 き 声 調 査 で は ， 池 隣 接 区 で も ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ， ダ ル マ ガ エ

ル が 確 認 さ れ て い る 。  

地 区 Ⅲ は ， 麦 ・ 大 豆 と 水 稲 の 輪 作 形 態 を と っ て い る 。 麦 ・ 大 豆 区

で は カ エ ル 類 は 全 く 確 認 さ れ な か っ た 。 前 年 度 転 換 畑 を 経 験 し て い

る 水 稲 1 年 目 区 で カ エ ル 類 が 多 か っ た が ， そ の 密 度 は い ず れ も 極 め

て 低 か っ た 。 水 稲 2 年 目 区 で は ， ダ ル マ ガ エ ル が 少 数 確 認 さ れ た の

み で あ っ た 。 な お ， ニ ホ ン ア マ ガ エ ル の 幼 生 は 水 稲 1 年 目 区 ， 2 年

目 区 と も に 少 数 確 認 さ れ た 。  

地 区 Ⅳ は 5 つ の 地 区 の 中 で は 最 も 生 息 数 が 少 な く ，初 認 も 6 月 に

入 っ て か ら で あ っ た 。 6 月 2 日 の 調 査 時 で は ほ と ん ど の 水 田 が 水 入

れ 前 で ， 日 中 は カ エ ル 類 を 確 認 す る こ と が で き な か っ た 。 夜 間 ， 水

入 れ 前 の 水 田 の 中 央 部 か ら 若 干 の 鳴 き 声 が 聞 こ え た の み で あ っ た 。

ま た ， 水 路 形 態 で の 生 息 量 に 差 は み ら れ な か っ た 。  

地 区 Ⅴ は 水 田 内 に フ ナ 類 の 稚 魚 が 群 れ ， 畦 で の ケ リ の 営 巣 や ク サ

ガ メ も 多 数 み ら れ ，畦 畔 木 に オ オ タ カ が と ま っ て い る の も 観 察 さ れ ，

よ り 健 全 性 の 高 い 水 田 生 態 系 を 有 し て い る と 考 え ら れ た 。 当 地 区 で

は 特 に 5 月 以 降 ， 全 て の セ ン サ ス ラ イ ン で ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ， ダ ル

マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル が 確 認 さ れ た が ， 土 水 路 隣 接 区 で ダ ル マ ガ エ

ル ， ヌ マ ガ エ ル が 比 較 的 ま と ま っ て 確 認 さ れ た 。 各 区 の 総 出 現 個 体

数 を セ ン サ ス 距 離 で 割 っ た セ ン サ ス ラ イ ン 1  m あ た り の 確 認 個 体 数
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を 算 出 し た 。地 区 Ⅰ の ハ ス 田 区 の ダ ル マ ガ エ ル が 0 . 1 8  個 体 / m で 最

も 多 く ， 次 い で 地 区 Ⅴ の 土 水 路 隣 接 区 ， 地 区 Ⅰ の 乾 田 区 ， 地 区 Ⅰ の

湿 田 区 ， 地 区 Ⅴ の 水 路 非 隣 接 区 と ， い ず れ も ダ ル マ ガ エ ル が 多 く 占

め て い た（ 図 - 3 . 2 . 2）。こ の よ う に 5 つ の 調 査 地 区 内 で の 差 よ り も 調

査 地 区 間 の 生 息 量 の 差 が よ り 目 立 っ て い た 。  
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３ ． ２ ． ４  考 察  

（ 1） カ エ ル 類 の 種 組 成  

今 回 確 認 さ れ た 4 種 は ， 全 域 に 低 密 度 に 分 布 す る ニ ホ ン ア マ ガ エ

ル お よ び ヌ マ ガ エ ル ， 地 区 Ⅰ で の み ご く 少 数 確 認 さ れ た ニ ホ ン ア カ

ガ エ ル ， 地 区 に よ り 生 息 量 に 偏 り が 生 じ た ダ ル マ ガ エ ル に 分 け ら れ

た 。 ま た ， 過 去 に 濃 尾 平 野 で は 確 認 さ れ て い な が ら （ 環 境 省  2 0 0 1）

不 在 だ っ た 種 は ， 以 下 の 要 因 あ る い は そ れ ら の 複 合 要 因 や 過 去 の 環

境 変 動 に 伴 う 一 時 的 な 生 息 空 間 の 消 失 等 が 非 分 布 の 理 由 と 考 え ら れ

る 。 春 季 に 産 卵 す る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は 冬 季 の 完 全 乾 田 化 ま た は 樹

林 の 不 在 ， ト ノ サ マ ガ エ ル は 幼 生 の 成 長 に 必 要 な 水 稲 栽 培 期 間 の 短

期 化 （ 村 上 ほ か  2 0 0 8） が 生 息 を 制 限 す る 要 因 と し て 報 告 さ れ て い

る 。 ツ チ ガ エ ル は 冬 季 の 落 水 と 利 用 可 能 な 水 路 の 不 在 （ 大 澤 ほ か  

2 0 0 8） が 生 息 を 制 限 す る 要 因 と し て 報 告 さ れ て い る 。  

生 息 数 で は ダ ル マ ガ エ ル が 最 も 多 か っ た 。 一 般 的 に ダ ル マ ガ エ ル

の 減 少 は コ ン ク リ ー ト 護 岸 水 路 や 乾 田 化 な ど の 近 代 的 圃 場 整 備 に よ

る も の と さ れ（ 鈴 木 ほ か  2 0 0 2），本 種 は 各 地 で 絶 滅 が 危 惧 さ れ て い

る （ 上 田  1 9 9 4， 大 河 内 ほ か  1 9 9 7， 芹 沢  1 9 8 5， 土 井 ほ か  2 0 0 1）。

し か し 本 調 査 地 で は ， 機 械 化 さ れ た 大 型 水 田 地 域 で も 比 較 的 生 息 数

が 確 保 で き て い る こ と が 確 認 さ れ た（ 表 - 3 . 2 . 2）。本 地 域 は 近 代 的 な

圃 場 整 備 が 完 了 し て い る が ， 極 低 標 高 地 の 木 曽 三 川 の 沖 積 平 野 で あ

り ， 地 下 水 位 の 高 さ が 低 密 度 で は あ る が 全 地 区 で 生 息 を 可 能 に し て

い る と 推 察 さ れ る 。  

反 対 に 平 野 部 の 機 械 化 さ れ た 大 型 水 田 環 境 で あ っ て も 3 . 1 の よ う

に 通 常 は 多 数 の 連 続 し た コ ー ラ ス が 容 易 に 観 察 で き る ニ ホ ン ア マ ガ
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エ ル や ヌ マ ガ エ ル は ，そ の 生 息 数 は 必 ず し も 多 く は な か っ た 。ま た ，

こ れ ら は 夜 間 調 査 で 鳴 き 声 が 確 認 さ れ た も の の ， 日 中 に 個 体 を 確 認

で き な か っ た 箇 所 も 複 数 あ っ た 。 両 種 は 繁 殖 期 間 が 長 く ， 雨 上 が り

の 水 溜 ま り の よ う な 止 水 域 で も 繁 殖 可 能 で あ る た め （ 内 山 ほ か  

2 0 0 2）， 乾 田 化 や 湛 水 期 間 の 縮 小 に よ る 繁 殖 へ の 影 響 が 今 回 の 生 息

数 の 少 な さ の 要 因 と は 考 え 難 い 。 ニ ホ ン ア マ ガ エ ル は 夜 間 水 田 で 鳴

く が ， 日 中 に は 休 息 や 捕 食 者 か ら 逃 れ る た め に 多 く が 樹 林 地 等 に 移

動 し て い る と 考 え ら れ て い る （ 内 山 ほ か  2 0 0 2， 大 澤 ほ か  2 0 0 8）。

今 回 設 定 し た 調 査 地 区 は こ の よ う な 樹 林 地 が 全 く な い か ， 池 の 周 囲

に 狭 い 幅 の ヨ シ 群 落 な ど に と ど ま り（ 表 - 3 . 2 . 1），非 繁 殖 期 の 生 活 空

間 が 量 的 に 不 足 し て い た と 考 え ら れ る 。 今 回 低 密 度 に と ど ま っ た 要

因 は 本 研 究 で は 不 明 で あ り ， 今 後 詳 細 な 調 査 の 必 要 が あ る 。  

 

（ 2） 調 査 地 区 間 の 比 較  

今 回 セ ン サ ス 調 査 で 最 も カ エ ル 類 の 密 度 が 高 か っ た 地 区 Ⅰ お よ び

地 区 Ⅴ は ， 表 - 3 . 2 . 1 か ら い ず れ も 春 季 に 湛 水 さ れ た 区 画 が あ る 環 境

で あ り ， カ エ ル 類 の 種 組 成 が 極 め て 貧 弱 だ っ た 地 区 Ⅱ ， Ⅲ ， Ⅳ 地 区

は 水 入 れ が 5 月 中 旬 以 降 に な る 圃 場 の み が 存 在 し 春 季 の 水 域 の 欠 落

（ た だ し 地 区 Ⅱ は 隣 接 し て 池 が あ る が こ れ に つ い て は 後 述 す る ） す

る 地 区 で あ っ た 。 特 に 地 区 間 で の 密 度 が 異 な っ た ダ ル マ ガ エ ル に 関

し て は ， 6 月 頃 に 湛 水 さ れ た 水 田 で 産 卵 し ， 幼 体 は 当 該 地 域 で は 6

月 下 旬 か ら 上 陸 す る（ 芹 沢  1 9 8 3， 1 9 8 5）。今 回 選 出 し た 調 査 地 区 の

環 境 は ， い ず れ も 産 卵 期 に 水 域 が 存 在 す る 水 田 で あ っ た が ， 本 種 の

生 息 が 多 く 確 認 さ れ た 地 区 Ⅰ ， Ⅴ は 湿 田 や 春 季 湛 水 水 田 ， ハ ス 田 な
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ど い ず れ も 産 卵 期 の 1 ヶ 月 以 上 前 か ら 水 域 が 確 立 し て い た 圃 場 で あ

り ， こ れ ら の 存 在 が そ の 生 息 要 因 と し て 考 え ら れ た 。 中 干 し は 幼 生

の 上 陸 と ほ ぼ 同 時 期 か 直 後 に あ た り ， 生 息 要 因 と し て の 影 響 は 春 季

湛 水 の 有 無 に 準 ず る と 判 断 さ れ た 。 ま た ， ヌ マ ガ エ ル に 関 し て は 春

季 湛 水 水 田 や 池 な ど の 止 水 環 境 が 存 在 す る 地 区 Ⅰ ， Ⅱ ， Ⅴ で は 比 較

的 多 く 確 認 さ れ た の に 対 し ， 水 稲 の 短 期 栽 培 に よ り 止 水 環 境 の 出 現

期 間 が 短 縮 さ れ て い る 地 区 Ⅲ ，Ⅳ で は 特 に 少 な か っ た 。こ の よ う に ，

ハ ス 田 や 池 な ど 異 な る 土 地 利 用 が 内 包 さ れ る 地 区 で は ， そ の 生 息 密

度 は わ ず か に 上 昇 し た 。 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル は ， 地 区 Ⅰ で の 確 認 の み

に と ど ま っ た 。 本 種 は か つ て は 美 濃 平 野 に 広 く 分 布 し て い た が ， 早

春 季 に 産 卵 す る た め ， 乾 田 化 の 影 響 を 受 け や す い 種 で あ る （ 岐 阜 県  

2 0 0 1）。 こ の た め ， 地 区 Ⅰ や 地 区 Ⅴ の よ う に 冬 季 も 一 定 の 浅 止 水 域

の あ る 環 境 で し か 定 着 で き な い も の と 考 え ら れ る 。 し か し ， 湿 田 が

広 が り ， 筆 者 ら の 経 験 上 も 本 種 の 生 息 に 適 し て い る と 判 断 さ れ た に

も 関 わ ら ず ， 地 区 Ⅴ で は 非 生 息 と な っ て お り ， 今 回 は そ の 要 因 を 明

ら か に で き な っ た 。 周 辺 の 圃 場 整 備 が 進 む 中 ， 過 去 に 極 度 の 環 境 悪

化 が 生 じ て 非 分 布 と な っ た 可 能 性 が あ る が ，今 後 の 検 討 課 題 で あ る 。 

 

（ 3） 調 査 地 区 内 の 比 較  

次 に ， 各 調 査 地 区 内 に 内 包 さ れ て い た 農 環 境 構 造 間 で 比 較 を 行 っ

た 。 全 体 的 に ダ ル マ ガ エ ル の 生 息 数 が 多 か っ た 地 区 Ⅰ は ， セ ン サ ス

調 査 で は ハ ス 田 区 で 特 に ダ ル マ ガ エ ル が 突 出 し た も の の ， 鳴 き 声 調

査 で は 地 区 内 の 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 ハ ス 田 区 は そ の 作 物 栽 培 条

件 か ら ， 周 年 湿 潤 な 環 境 で あ る と 考 え ら れ る 。 田 植 え 直 後 で イ ネ 稚
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苗 の 列 植 以 外 は 開 放 水 域 の 環 境 と な る 水 田 に 対 し ， 既 に ハ ス の 葉 で

覆 わ れ 多 様 な 微 環 境 が 成 立 し て い る ハ ス 田 の ほ う が 本 種 に と っ て よ

り 選 好 さ れ る 水 辺 で あ っ た と 推 察 さ れ る 。 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル は 春 季

湛 水 区 で の み 確 認 さ れ た が ， ハ ス 田 で の 産 卵 の 可 能 性 も あ り ， 今 後

早 春 季 の 産 卵 利 用 実 態 を 詳 し く 調 べ る 必 要 が あ る 。  

地 区 Ⅱ で は ， カ エ ル 類 の 生 息 数 自 体 が 少 な く ， 地 区 内 で の 差 は ほ

と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。 当 地 区 の 池 は ， 産 卵 に 適 し た 浅 い 止 水 域

が ほ と ん ど な い こ と ， コ イ や ウ シ ガ エ ル な ど の 外 来 の 捕 食 動 物 が 多

数 生 息 し て い た こ と ， 調 査 時 に は 池 か ら の 鳴 き 声 は 全 く 得 ら れ な か

っ た こ と か ら ， こ の 池 が カ エ ル 類 に と っ て そ も そ も 利 用 さ れ て い な

い と 判 断 さ れ た 。 よ っ て 池 の 隣 接 の 有 無 は そ の 生 息 に は ほ と ん ど 影

響 し て い な い と 考 え ら れ る 。 し か し ， ヌ マ ガ エ ル に つ い て は セ ン サ

ス 調 査 で 若 干 高 密 度 に 生 息 し て い た こ と か ら ， 池 や ヨ シ 群 落 な ど の

環 境 が 越 冬 地 や 非 繁 殖 期 の 生 活 空 間 と し て 機 能 し て い る 可 能 性 も あ

る 。  

地 区 Ⅲ で は ， 水 域 の な い 麦 ・ 大 豆 区 で は 当 然 生 息 は 認 め ら れ な か

っ た が ，水 稲 1 年 目 区 に 対 し 水 稲 2 年 目 区 の 種 組 成 が 顕 著 に 貧 弱 で

あ っ た 。 す な わ ち ， 日 中 ， 夜 間 を 合 わ せ ， 少 数 の ダ ル マ ガ エ ル の 確

認 に と ど ま っ た（ 表 - 3 . 2 . 2）。前 年 が 陸 域 だ っ た 所 に 形 成 さ れ た 水 域

と ， 前 年 に 引 き 続 い た 水 域 形 成 場 所 を 何 ら か の 要 素 で 関 知 し ， 水 域

2 年 目 を 迎 え た 水 田 よ り も 新 た に 成 立 し た 水 田 を 選 好 し て 繁 殖 活 動

を 行 っ て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

地 区 Ⅳ で は ， 水 入 れ の 遅 延 に よ り カ エ ル 類 の 初 認 が 6 月 と な っ て

い た 。 ま た ， ダ ル マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル ， ニ ホ ン ア マ ガ エ ル の 生 息
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は 確 認 さ れ た が ， そ の 生 息 数 は 著 し く 少 な く ， 短 期 栽 培 水 田 は カ エ

ル 類 に と っ て 生 息 環 境 と し て は 極 め て 厳 し い 農 環 境 構 造 で あ る と 判

断 さ れ た 。 一 般 的 に 土 水 路 は カ エ ル 類 に 有 効 な 生 息 空 間 を 提 供 す る

と い わ れ て い る が（ 上 田  1 9 9 4，大 澤 ほ か  2 0 0 5 b，土 井 ほ か  2 0 0 1），

こ の よ う な 乾 田 ， 短 期 栽 培 環 境 下 で は そ も そ も の 生 息 数 が 望 め な い

こ と か ら ， 水 路 形 態 に よ る 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

最 も 伝 統 的 な 水 田 生 態 系 を 今 に 残 し て い る と 判 断 さ れ る 地 区 Ⅴ で

は ， 同 様 に 水 路 構 造 の 比 較 を 行 っ た 地 区 Ⅳ と 異 な り ， そ も そ も の 生

息 数 が 多 く ， 水 路 形 態 等 に よ る 差 が 認 め ら れ た 。 な か で も セ ン サ ス

調 査 で は ， ダ ル マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル が 土 水 路 隣 接 区 に 最 も 集 中 し

て お り ， 非 水 路 隣 接 区 と 護 岸 水 路 隣 接 区 は お お む ね そ の 半 数 の 生 息

密 度 で あ っ た 。 大 澤 ら （ 2 0 0 5 c） は ， 土 水 路 周 辺 で ト ウ キ ョ ウ ダ ル

マ ガ エ ル の 密 度 が 高 く な る と し た が ， 本 研 究 で は ダ ル マ ガ エ ル ， ヌ

マ ガ エ ル で 追 認 し ， 水 路 非 隣 接 区 に 対 し 土 水 路 隣 接 区 の 生 息 数 が 増

加 し ， コ ン ク リ ー ト 水 路 隣 接 区 で は 減 少 し た 。  

 

（ 4） 機 械 集 約 型 水 田 耕 作 地 域 に お け る カ エ ル 類 と の 共 存  

本 来 カ エ ル 類 を 多 産 さ せ て い た 我 が 国 の 水 田 環 境 は ， 近 年 の 機 械

化 ， 大 型 圃 場 化 に よ り 栽 培 期 間 が 短 縮 さ れ ， 湛 水 期 間 の 不 足 に よ り

既 に カ エ ル 類 の 生 息 し や す い 空 間 で は な く な っ て き て い る 。 地 区 Ⅴ

の よ う に 近 代 的 な 圃 場 整 備 が さ れ て い な い 水 田 も 年 々 激 減 し て お り ，

カ エ ル 類 の 多 産 地 域 と し て 知 ら れ て い た 濃 尾 平 野 （ 芹 沢  1 9 8 3 ，

1 9 8 5）か ら ，全 く の 普 通 種 と 考 え ら れ て い る ニ ホ ン ア マ ガ エ ル や ヌ

マ ガ エ ル も 含 め カ エ ル 類 が 減 少 し て い る 状 況 を 確 認 で き た 。  
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し か し な が ら ， 生 息 域 内 に ハ ス 田 や 春 季 湛 水 水 田 ， 湿 田 な ど が 存

在 す る 地 区 で は あ る 程 度 の 生 息 数 が 確 保 で き た こ と か ら ， そ の 種 組

成 の 規 定 要 因 と し て 大 き く 影 響 を 与 え て い る と 推 察 さ れ た 。 現 在 カ

エ ル 類 の 生 息 で き る 水 辺 環 境 が 消 失 し て い る 大 型 平 野 水 田 で あ っ て

も ， ハ ス 栽 培 や 春 季 湛 水 水 稲 栽 培 な ど に 移 行 す る こ と で ， 集 約 的 農

業 を 継 続 し な が ら カ エ ル 類 の 生 息 環 境 を 提 供 す る こ と は 可 能 で あ ろ

う 。  
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３ ． ３  三 浦 半 島 の 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 の 分 布  

 

３ ． ３ ． １  は じ め に  

平 地 水 田 に 対 し ， 丘 陵 地 域 で は 互 い の 水 域 間 に 市 街 地 や 樹 林 地 が

存 在 し ， 水 辺 と し て の 連 続 性 は 限 ら れ て い る 。 本 来 的 に は 谷 戸 田 が

多 く 存 在 し ， 複 数 の 種 が 同 所 的 に 生 息 し て い た 地 域 で あ っ て も ， 近

年 の 河 川 改 修 や 水 田 環 境 の 減 少 に よ り 生 息 環 境 が 減 少 し て お り ， 保

全 生 物 学 的 観 点 か ら 本 種 の 丘 陵 地 性 の 小 河 川 に お け る 生 息 利 用 実 態

の 把 握 が 求 め ら れ て い る 。  

神 奈 川 県 三 浦 半 島 は ， 沖 積 地 の 湿 地 を そ の ま ま 利 用 し た 谷 戸 田 の

よ う な カ エ ル 類 の 生 息 環 境 が 多 く 存 在 し て い た 。 し か し そ の 詳 細 な

分 布 調 査 は ， こ の 4 0 年 間 行 わ れ て い な い （ 柴 田  1 9 7 3）。 こ の よ う

な 状 況 に お い て ， 両 生 類 の 半 数 以 上 が 絶 滅 危 惧 種 に 指 定 さ れ て お り

（ 高 桑 ほ か  2 0 0 6）， 最 新 の 生 息 分 布 実 態 の 把 握 を 行 っ た 。   
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３ ． ３ ． ２  調 査 方 法  

三 浦 半 島 内 で 本 来 的 地 形 が 改 変 さ れ て い な い 全 て の 谷 戸 田 1 6 7  

箇 所 （ 図 - 3 . 3 . 1） を 対 象 と し た 。 在 来 と さ れ る カ エ ル 類 6 種 の 種 組

成 と 植 生 段 階 の 把 握 を ， 2 0 1 3 年 6 月 ～ 1 0 月 の 日 中 に 各 箇 所 2 回 ず

つ 踏 査 を 行 い ，1 箇 所 あ た り 約 3 0 分 間 か け て 鳴 き 声 お よ び 目 視 に て

確 認 し た 。 植 生 遷 移 の 進 行 段 階 は ， 谷 戸 谷 底 面 に お い て 最 も 存 在 割

合 の 高 い 土 地 利 用 を １ ： 耕 作 水 田 ， ２ ： 湿 生 低 茎 草 地 ， ３ ： 湿 生 高

茎 草 地 ， ４ ： 乾 生 草 地 ， ５ ： 樹 林 に 分 類 し 記 録 し た 。 植 生 状 態 と カ

エ ル 類 の 種 組 成 と の 比 較 を し た の ち ，生 息 ポ イ ン ト を 半 径 5 0 0  m の

円 で 地 図 上 に 表 現 し た 。  
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図 - 3 . 3 . 1  調 査 対 象 の 谷 戸  
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３ ． ３ ． ３  結 果 と 考 察  

各 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 確 認 種 数 を ， 表 - 3 . 3 . 1 に 示 し た 。 カ エ

ル 類 の 生 息 が 0 種 だ っ た 谷 戸 田 は 全 1 6 7 箇 所 中 2 8 %，1～ 2 種 は 5 1 %，

3 種 以 上 は 1 8 %と な っ た （ 図 - 3 . 3 . 2）。 植 生 段 階 に つ い て は ， 耕 作 水

田 ～ 湿 生 低 茎 草 地 の 谷 戸 田 が 2 4 %，樹 林 ～ 乾 生 草 地 の 谷 戸 田 が 5 7 %

と な っ た （ 図 - 3 . 3 . 3）。 耕 作 中 が 5 %と 最 も 少 な く ， 樹 林 化 が 3 5 %と

最 も 多 か っ た 。 種 類 別 の 谷 戸 田 タ イ プ 割 合 は ， 多 く の 種 が 湿 生 高 茎

草 地 ～ 耕 作 水 田 を 好 み ， シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル ， ニ ホ ン ア マ ガ エ

ル ， ニ ホ ン ア カ ガ エ ル ， ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は 植 生 段 階 の 値 は 平 均 ３

以 下 と な っ た （ 図 - 3 . 3 . 4）。 す な わ ち ， 5 7 %の 谷 戸 田 が 現 在 カ エ ル 類

の 生 息 に は 不 適 と な っ て い る と い え る 。  

各 種 の 分 布 状 況 （ 図 - 3 . 3 . 5） で は ， ニ ホ ン ア マ ガ エ ル は 耕 作 中 の

水 田 を 中 心 に 生 息 し ，分 布 地 点 が 少 な く 孤 立 し た 状 態 と な っ て い た 。

シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル は 三 浦 半 島 内 に 広 く 分 布 し て お り ， 最 も 広

域 に 生 息 地 点 が 広 が っ て い た 。 耕 作 中 の 如 何 に 関 わ ら ず 湿 地 状 態 が

保 た れ て い る 谷 戸 田 で 生 息 が 認 め ら れ た 。 ヤ マ ア カ ガ エ ル は 丘 陵 地

の 谷 戸 田 の み で 確 認 さ れ ， 高 密 度 に 分 布 し て い た 。 既 に 樹 林 化 し た

谷 戸 田 で あ っ て も ， 成 体 を 目 視 に よ り 確 認 す る こ と が で き た 。 ニ ホ

ン ア カ ガ エ ル は 南 部 の 台 地 性 谷 戸 田 の み で 確 認 さ れ ， そ の 確 認 地 点

は 多 く な か っ た 。 シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル と 同 様 に ， 耕 作 中 の 如 何

に 関 わ ら ず 湿 地 状 態 が 保 た れ て い る 谷 戸 田 で 生 息 が 認 め ら れ た 。 ツ

チ ガ エ ル は 既 に 樹 林 化 し た 谷 戸 田 の 水 路 等 で も 確 認 さ れ た が ， 確 認

地 点 は 極 め て 少 数 で あ っ た 。 本 種 は 谷 戸 田 の 植 生 段 階 に よ る 分 布 の

偏 り は 見 ら れ な か っ た 。 ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は 台 地 ， 丘 陵 地 の 差 は な
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く 低 密 度 に 確 認 さ れ た 。 耕 作 中 の 如 何 に 関 わ ら ず 湿 地 状 態 が 保 た れ

て い る 谷 戸 田 で 生 息 が 認 め ら れ た 。 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 の 分 布

域 を ，カ エ ル 類 の 生 息 が 確 認 さ れ た 谷 戸 の 中 心 か ら 半 径 5 0 0  m の 円

と し て 表 示 し た （ 図 - 3 . 3 . 6）。  

現 状 で カ エ ル 類 の 生 息 適 地 で あ る 植 生 段 階 3 以 下 の 谷 戸 田 は 少 な

い も の の ，各 谷 戸 田 の 立 地 と し て は カ エ ル 類 の 生 息 域 か ら 5 0 0  m 以

内 （ 大 澤  2 0 0 3 a） の 谷 戸 田 は 1 6 7 箇 所 の う ち 1 5 2  箇 所 で あ り ， 全

体 の 9 1 %を 占 め て い た 。こ れ ら の 谷 戸 は 現 在 谷 底 部 が 乾 生 草 地 あ る

い は 樹 林 化 し た 谷 戸 で あ っ て も ， 少 な く と も カ エ ル 類 が 1 種 で も 生

息 し て い る 隣 接 谷 戸 と の 連 続 性 に よ り そ の 多 く は 潜 在 的 に は 生 息 可

能 な 空 白 パ ッ チ で あ る こ と が 言 え ， 今 後 谷 底 面 の 水 辺 環 境 の 復 元 や

創 出 を す る こ と で 再 び 生 息 す る 可 能 性 を 持 っ て い る 。 こ れ ら 多 く の

水 田 耕 作 に よ る 水 辺 の 維 持 が で き な い 谷 戸 に つ い て は ， 水 辺 環 境 保

全 の ア ク タ ー 育 成 が 課 題 で あ る 。  
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表 - 3 . 3 . 1  各 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 確 認 種 数  

サイトNo. 植生段階
ヤマアカガエ

ル
ニホンアカガ

エル
トウキョウダ
ルマガエル

ツチガエル
シュレーゲル
アオガエル

ニホンアマガ
エル

アズマヒキガ
エル

合計種数 面積

H01 2 1 1 4
H02 2 1 1 1 3 4
H03 2 0 4
H04 5 1 1 1 3 3
H05 5 0 3
H06 2 1 1 1 3 4
H07 5 0 5
H08 4 0 4
H09 3 1 1 3
H10 4 1 1 5
H11 4 0 5
H12 4 0 5
H13 3 1 1 2 3
H14 2 1 1 2 4
H15 4 1 1 2 3
H16 1 0 5
H17 1 0 3
H18 4 1 1 4
H19 5 0 4
H20 5 1 1 4
H21 4 1 1 1 3 5
H22 5 1 1 2 5
H23 3 1 1 2 5
H24 2 1 1 4
H25 4 1 1 4
H26 2 1 1 1 3 5
H27 5 1 1 1 3 3
H28 5 1 1 2 4
H29 3 1 1 5
H30 3 0 4
H31 2 0 5
H32 5 1 1 4
H33 3 1 1 4
H34 2 1 1 2 4
H35 5 1 1 3
H36 5 1 1 3
H37 3 1 1 3
H38 5 1 1 3
H39 5 1 1 4
H40 1 1 1 1 3 5
H41 5 1 1 4
H42 3 1 1 4
H43 1 1 1 1 1 4 4
H44 5 1 1 2 4
H45 5 1 1 3
M01 3 0 4
M02 3 0 4
M03 5 0 4
M04 5 0 4
M05 3 1 1 4
M06 2 1 1 5
M07 3 0 3
M08 3 0 5
M09 3 0 4
M10 5 0 3
M11 2 1 1 5
M12 2 1 1 5
M13 3 1 1 2 5
M14 4 1 1 1 3 3
M15 4 1 1 1 3 3
M16 2 1 1 1 3 5
M17 1 1 1 1 3 5
M18 5 0 3
M19 1 1 1 1 3 4
M20 2 1 1 2 4
M21 3 1 1 5  
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表 - 3 . 3 . 1  つ づ き

サイトNo. 植生段階
ヤマアカガエ

ル
ニホンアカガ

エル
トウキョウダ
ルマガエル

ツチガエル
シュレーゲル
アオガエル

ニホンアマガ
エル

アズマヒキガ
エル

合計種数 面積

N01 2 1 1 2 4
N02 4 1 1 3
N03 4 1 1 4
N04 3 1 1 5
N05 3 0 5
N06 2 1 1 2 5
N07 4 1 1 4
N08 5 0 3
N09 3 1 1 1 3 4
N10 2 1 1 4
N11 5 1 1 3
N12 4 1 1 2 3
N13 5 1 1 1 3 3
N14 3 1 1 2 5
N15 4 1 1 2 2
N16 2 1 1 5
N17 5 0 3
N18 5 0 3
N19 5 1 1 2
N20 2 0 4
N21 2 0 3
N22 5 0 2
N23 5 1 1 3
N24 5 1 1 2 5
N25 4 1 1 4
N26 5 0 3
N27 5 0 3
N28 5 1 1 3
N29 5 1 1 5
N30 3 1 1 3
N31 5 1 1 5
N32 5 0 3
N33 5 0 3
N34 5 0 3
N35 5 0 5
N36 5 0 5
N37 5 0 4
N38 4 1 1 5
N39 4 1 1 1 3 5
N40 5 1 1 5
N41 4 1 1 2 4
N42 4 1 1 4
N43 5 1 1 3
N44 5 1 1 3
N45 4 1 1 3
N46 5 1 1 4
N47 4 1 1 3
N48 4 1 1 3
N49 3 1 1 2 5
N50 5 1 1 3
N51 5 1 1 2
N52 4 1 1 2 5
N53 3 1 1 1 3 5
N54 5 1 1 2 4
N55 2 1 1 4
N56 5 1 1 4
N57 4 1 1 3
N58 1 1 1 2 1  
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表 - 3 . 3 . 1  つ づ き  

サイトNo. 植生段階
ヤマアカガエ

ル
ニホンアカガ

エル
トウキョウダ
ルマガエル

ツチガエル
シュレーゲル
アオガエル

ニホンアマガ
エル

アズマヒキガ
エル

合計種数 面積

S01 2 1 1 5
S02 2 1 1 4
S03 3 0 4
S04 3 0 4
S05 2 1 1 4
S06 4 1 1 3
S07 3 1 1 5
S08 4 0 3
S09 4 1 1 2 5
S10 2 1 1 1 3 5
S11 4 0 4
S12 3 0 3
S13 4 0 4
S14 2 1 1 4
S15 5 0 3
S16 4 1 1 2 4
S17 4 1 1 5
S18 3 1 1 2 4
S19 4 1 1 2 5
S20 2 1 1 1 3 4
S21 5 1 1 4
S22 2 1 1 2 4
S23 2 0 5
S24 1 1 1 1 3 4
S25 2 1 1 5
S26 3 1 1 2 4
S27 2 1 1 2 5
S28 4 1 1 5
S29 2 1 1 5
S30 1 1 1 1 3 4
S31 3 1 1 1 3 5
S32 3 1 1 2 3
S33 2 1 1 4
S34 5 1 1 3
Z01 5 0 3
Z02 5 0 5
Z03 4 1 1 3
Z04 5 0 3
Z05 5 0 3
Z06 5 0 4
Z07 4 1 1 4
Z08 4 1 1 2 5
Z09 5 1 1 3  

※  面 積 階 級  １ ： 1 0 0  m 2 未 満 ， ２ ： 1 0 0  m 2 以 上 3 0 0  m 2 未 満 ， ３ ：

3 0 0  m 2 以 上 1 , 0 0 0  m 2 未 満 ， ４ ： 1 , 0 0 0  m 2 以 上 3 , 0 0 0  m 2 未 満 ，

５ ： 3 , 0 0 0  m 2 以 上 と し た 。  

※  植 生 段 階  １：耕 作 水 田 ，２：湿 生 低 茎 草 地 ，３：湿 生 高 茎 草 地 ，

４ ： 乾 生 草 地 ， ５ ： 樹 林 と し た 。  

※  サ イ ト N O .は ，葉 山 町 域 を H，三 浦 市 域 を M，横 須 賀 市 北 部 を N，

横 須 賀 市 南 部 を S， 逗 子 市 域 を Z と し た 。  
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図 - 3 . 3 . 2  カ エ ル 類 確 認 種 数 別 谷 戸 田 数  

 

 

 

 

図 - 3 . 3 . 3  植 生 遷 移 の 進 行 段 階 別 谷 戸 田 数  

植 生 段 階  １ ： 耕 作 水 田 ， ２ ： 湿 生 低 茎 草 地 ， ３ ： 湿 生 高 茎 草 地 ，

４ ： 乾 生 草 地 ， ５ ： 樹 林 と し た 。  
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図 - 3 . 3 . 4  カ エ ル 類 の 谷 戸 田 タ イ プ 要 求 量  

植 生 段 階  １ ： 耕 作 水 田 ， ２ ： 湿 生 低 茎 草 地 ， ３ ： 湿 生 高 茎 草 地 ，

４ ： 乾 生 草 地 ， ５ ： 樹 林 と し た 。  
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● ニ ホ ン ア マ ガ エ ル  ● シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル  

● ヤ マ ア カ ガ エ ル  ● ニ ホ ン ア カ ガ エ ル  

● ツ チ ガ エ ル  ● ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル  

図 - 3 . 3 . 5  カ エ ル 類 確 認 地 点  
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図 - 3 . 3 . 6  カ エ ル 類 の 生 息 を 確 認 し た 谷 戸  

各 谷 戸 中 心 か ら 半 径 5 0 0  m の 円 と し て 表 示 し た

● 生 息 確 認  

● 生 息 未 確 認  
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３ ． ４  谷 戸 田 復 田 と ア カ ガ エ ル 類 卵 塊 数 の 関 係  

 

３ ． ４ ． １  は じ め に  

三 浦 半 島 の 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 の 分 布 か ら ， 三 浦 半 島 に は カ

エ ル 類 の 生 息 地 が 潜 在 的 に 多 数 存 在 す る こ と ， そ れ ら の 半 数 以 上 が

水 田 耕 作 の 停 止 に よ り カ エ ル 類 の 繁 殖 環 境 が 悪 化 し て い る こ と が 確

認 さ れ た 。 谷 戸 田 に お け る 水 辺 環 境 保 全 の ア ク タ ー 育 成 が 課 題 で あ

る が ， 首 都 圏 近 郊 域 を 中 心 と し て 近 年 で は 市 民 活 動 ベ ー ス に よ る 環

境 管 理 が 展 開 さ れ 始 め て い る 。 そ こ で ， そ の よ う な 市 民 活 動 に よ る

谷 戸 田 の 復 田 が 行 わ れ て い る 箇 所 で の ， 両 生 類 生 息 量 の 増 減 の 一 端

を 把 握 す る た め ， 卵 塊 数 の 計 測 に よ り 比 較 的 容 易 に 生 息 量 把 握 が 可

能 で あ る ア カ ガ エ ル 類 を 対 象 と し て 調 査 を 行 っ た 。  
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３ ． ４ ． ２  調 査 方 法  

本 種 は ， 良 好 な 生 息 環 境 が 保 全 あ る い は 創 出 さ れ れ ば 規 模 の 大 き

な 個 体 群 を 維 持 で き る こ と が 知 ら れ て い る （ 勝 野  2 0 0 4， 大 澤 ほ か  

1 9 9 8，大 澤 ほ か  2 0 0 2）。今 回 実 際 に 市 民 団 体 に よ る 復 田 が 行 わ れ て

い る 図 - 3 . 4 . 1 に 示 し た 谷 戸 田 6 箇 所 を 対 象 地 と し た 。 対 象 地 は ， 谷

戸 田 の 規 模 や 復 田 継 続 年 数 ， 休 耕 年 数 に 違 い は あ る （ 図 - 3 . 4 . 2， 表

- 3 . 4 . 1）も の の ，復 田 当 初 か ら ア カ ガ エ ル 類 卵 塊 数 の 調 査 を 行 っ た 。

2 0 1 0～ 2 0 1 4 年 に 実 施 し ， ア カ ガ エ ル 類 卵 塊 数 を 水 田 1 枚 ご と に 把

握 し た 。  

各 年 ア カ ガ エ ル の 繁 殖 期 で あ る 2 月 ～ 4 月 に か け て 各 調 査 地 を く

ま な く 踏 査 し ， そ の 卵 塊 数 を 計 測 し た 。 ア カ ガ エ ル 類 は 春 先 に 谷 戸

田 等 の 止 水 域 で 成 熟 メ ス 1 個 体 に 対 し 1 卵 塊 産 卵 す る （ 内 山 ほ か  

2 0 0 2）。 対 象 地 域 に は ニ ホ ン ア カ ガ エ ル と ヤ マ ア カ ガ エ ル の 2 種 が

生 息 し て い る が ， 前 述 の よ う に 北 部 丘 陵 地 域 に ヤ マ ア カ ガ エ ル ， 南

部 台 地 地 域 に ニ ホ ン ア カ ガ エ ル が 現 在 生 息 し て い る 。 か つ て は 丘 陵

地 に ニ ホ ン ア カ ガ エ ル ，台 地 に ヤ マ ア カ ガ エ ル の 記 録 が あ っ た が（ 柴

田  1 9 7 3， 勝 野  2 0 0 4）， 分 布 域 が 現 在 よ り 広 か っ た の か ， あ る い は

か つ て 正 確 に 分 類 さ れ て お ら ず 2 種 を 混 同 し て 記 録 し て い た の か は

現 在 で は 不 明 で あ る 。  
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図 - 3 . 4 . 1  調 査 対 象 地  
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図 - 3 . 4 . 2  各 調 査 対 象 地 に お け る 2 0 1 3 年 現 在 の 土 地 利 用  
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表 - 3 . 4 . 1  谷 戸 田 別 年 ご と の 復 田 面 積  

N12 N14 N58 S01 S20 M19
2009年(㎡) - - - - - -
2010年(㎡) - - - - 298 327
2011年(㎡) - - 162 - 670 592
2012年(㎡) - - 162 - 1,189 592
2013年(㎡) 386 - 162 198 1,737 592
2014年(㎡) 386 417 162 198 1,846 592
谷底面積(㎡) 5,024 11,584 3,530 4,783 4,907 4,808  

※－ ： 復 田 未 実 施 年
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３ ． ４ ． ３  結 果 と 考 察  

S 2 0， M 1 9 で は 2 0 1 0 年 か ら ， N 5 8 は 2 0 11 年 か ら ， S 0 1， N 1 2 は

2 0 1 3 年 か ら ， N 1 4 は 2 0 1 4 年 か ら 復 田 お よ び 調 査 を 開 始 し た 。谷 底

面 に 対 す る 復 田 割 合 が 最 も 大 き い の は S 2 0 で あ り ， そ の 他 は    

数 百 m 2 規 模 で あ っ た 。 結 果 ， 多 く の 谷 戸 で 復 田 活 動 に 伴 っ て 卵 塊

数 が 増 加 し て い た （ 表 - 3 . 4 . 2， 図 - 3 . 4 . 3）。  

N 5 8 は 復 田 開 始 年 か ら 倍 以 上 増 加 し た 年 が あ る 一 方 で ， 復 田 当 初

の 卵 塊 数 を 下 回 っ た 年 も 見 ら れ た 。 ま た ， 復 田 前 後 で ア カ ガ エ ル 類

の 生 息 が 認 め ら れ な か っ た 箇 所 （ S 0 1） も 確 認 で き た 。 こ れ ら の 2

箇 所 は ， い ず れ も 2 0 0  m 2 未 満 の ご く 狭 小 な 谷 戸 田 で あ る 。 S 0 1 は

近 隣 5 0 0  m 圏 内 で 生 息 は 確 認 さ れ て お ら ず ，既 に 不 在 と な っ て い る

地 域 で あ る と 思 わ れ ，復 田 に よ る 個 体 群 の 回 復 は 見 込 め な い 。ま た ，

N 5 8 は 大 規 模 な 丘 陵 の 一 角 で あ り ， 近 隣 に 生 息 し て い る 谷 戸 田 が 多

数 あ る こ と か ら ， 個 体 の 供 給 は 常 に 見 込 ま れ る も の の ， や は り 谷 戸

田 自 体 が 狭 小 な た め ， 復 田 を 行 っ た 場 合 で も 個 体 数 が 安 定 し な い も

の と 考 え ら れ る 。 そ の 他 の N 1 2 , N 1 4 , S 2 0 , M 1 9 に つ い て は ， い ず れ

も 3 0 0  m 2 以 上 の 復 田 を 実 施 で き ， 周 囲 か ら の 個 体 の 供 給 も 見 込 め

る 立 地 に あ っ た 。  

ヤ マ ア カ ガ エ ル の 生 息 地 で 最 も 卵 塊 数 が 多 か っ た S 2 0 で は ，単 位

面 積 あ た り の 卵 塊 数 密 度 は ， 復 田 の 経 年 に よ り 低 下 し ， 一 旦 急 激 に

上 昇 し た 卵 塊 密 度 は 0 . 0 5 卵 塊 前 後 と な っ た （ 表 - 3 . 4 . 3， 図 - 3 . 4 . 4）。

ま た ， 新 規 の 復 田 区 画 へ の 卵 塊 の 集 中 が ， 復 田 し た 年 お よ び そ の 翌

年 付 近 で 認 め ら れ た（ 図 - 3 . 4 . 5）。ア カ ガ エ ル が 攪 乱 に よ る 水 域 の 変

化 を 好 適 に と ら え ， ア カ ガ エ ル 類 の 谷 底 面 の 攪 乱 に よ る 形 成 初 期 の
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水 域 へ の 選 好 が 示 さ れ た 。 一 方 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル で 最 も 卵 塊 数 の 多

か っ た M 1 9 で は ，単 位 面 積 あ た り の 卵 塊 数 の 減 少 は 認 め ら れ ず ，0 . 3

卵 塊 前 後 と 高 い 値 を 示 し た 。  

今 回 ，半 径 5 0 0  m 圏 内 に カ エ ル 類 の 生 息 が あ り ，お お む ね 3 0 0  m 2

以 上 の 復 田 面 積 が 確 保 で き た 谷 戸 田 で の 復 田 が カ エ ル 類 の 個 体 数 の

増 加 と 分 散 に 寄 与 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 一 方 で ヤ マ ア カ ガ エ

ル と ニ ホ ン ア カ ガ エ ル で 卵 塊 数 の 変 化 に 違 い が 見 ら れ る こ と ， 復 田

の 長 期 的 効 果 の 検 証 の 必 要 が あ る こ と な ど が 今 後 の 課 題 と し て 考 え

ら れ る 。  
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表 - 3 . 4 . 2  谷 戸 田 ご と の 確 認 卵 塊 数  

N12 N14 N58 S01 S20 M19
2009年 - - - - - -
2010年 - - - - 23 6
2011年 - - 27 - 87 82
2012年 - - 63 - 110 259
2013年 0 - 25 0 83 172
2014年 3 2 31 0 96 204  

※－ ： 復 田 未 実 施 年  

 

 

 

 

表 - 3 . 4 . 3  谷 戸 田 ご と の 単 位 面 積 あ た り 卵 塊 数  

N12 N14 N58 S01 S20 M19
2009年 - - - - - -
2010年 - - - - 0.077 0.018
2011年 - - 0.167 - 0.130 0.139
2012年 - - 0.389 - 0.093 0.438
2013年 0.000 - 0.154 0.000 0.048 0.291
2014年 0.008 0.005 0.191 0.000 0.052 0.345  

※－ ： 復 田 未 実 施 年  
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図 - 3 . 4 . 3  谷 戸 田 ご と の 確 認 卵 塊 数  
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図 - 3 . 4 . 4  谷 戸 田 ご と の 単 位 面 積 あ た り の 卵 塊 数  
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図 - 3 . 4 . 5   S 2 0 に お け る 単 位 面 積 あ た り の 復 田 年 別 卵 塊 数  
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３ ． ５  小 括  

 

木 曽 川 河 口 域 の 事 例 で は ， ベ ル ト ・ ト ラ ン セ ク ト に よ り 干 拓 地 水

田 の カ エ ル 相 の 把 握 を 試 み た 。 生 物 の 生 息 空 間 と し て 我 が 国 の 水 田

開 拓 の 歴 史 を 概 観 す る と ， 干 拓 地 水 田 は 比 較 的 新 し い 水 田 立 地 で あ

る （ 日 鷹 ほ か  2 0 0 8）。 そ の よ う な 時 間 的 に 新 し く ， ま た 海 域 を 干 拓

し た 新 た な 創 出 水 田 環 境 で の カ エ ル 類 の 侵 入 ・ 定 着 の 動 態 は ， 二 次

的 自 然 に お け る 生 物 多 様 性 の 維 持・発 現 機 構 解 明 の 一 助 と な り 得 る 。

ア マ ガ エ ル ， ヌ マ ガ エ ル は 強 い 分 散 定 着 能 力 が 確 認 さ れ ， ニ ホ ン ア

カ ガ エ ル は 極 め て 少 数 の 確 認 に と ど ま っ た 。 ト ノ サ マ ガ エ ル ・ ダ ル

マ ガ エ ル は 偏 在 的 な 分 布 を 示 し ， い ず れ も 灌 木 林 等 の 耕 作 余 白 地 の

あ る 水 田 地 区 で 確 認 さ れ た が ， ト ノ サ マ ガ エ ル は 旧 海 岸 線 付 近 に 集

中 し ， ダ ル マ ガ エ ル は 干 拓 地 に モ ザ イ ク 状 に 分 布 し て い た 。  

次 に ， 干 拓 と い う 土 地 成 立 時 期 の フ ァ ク タ ー を の ぞ い た 大 規 模 区

画 水 田 地 域 で の カ エ ル 類 の 生 息 数 調 査 を 行 っ た 。 濃 尾 平 野 で は ， ハ

ス 田 や 未 圃 場 整 備 湿 田 な ど の 湿 潤 な 耕 作 環 境 を 有 す る 地 区 で は カ エ

ル 類 の 生 息 個 体 数 が 多 く ， 逆 に 乾 田 的 な 環 境 で は 土 水 路 ・ 溜 池 ・ 耕

作 年 数 の 如 何 に か か わ ら ず ， わ ず か な 生 息 に と ど ま る こ と が 確 認 さ

れ た 。 未 圃 場 整 備 地 区 よ り 圃 場 整 備 さ れ た ハ ス 田 混 在 地 区 の 方 が 圧

倒 的 に 確 認 個 体 数 が 多 か っ た の は ， 未 圃 場 整 備 地 区 は 水 稲 の み の 作

付 け に よ り 耕 起 の 時 期 が 画 一 化 さ れ る 一 方 ， ハ ス 田 で は 水 稲 と ハ ス

と い う 異 な る 作 物 の 栽 培 に よ り 耕 起 等 の 時 期 に 幅 が あ り ， よ り 多 く

の 個 体 が 避 難 す る こ と が で き た た め と 考 え ら れ た 。一 方 で ，土 水 路 ，

溜 池 の 存 在 は カ エ ル 類 の 生 息 に あ ま り 寄 与 し て お ら ず ， 特 に 当 該 地
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域 特 有 の 輪 作 は 負 に 作 用 し て い た 。  

上 記 の 平 地 水 田 に 対 し ， 丘 陵 地 性 と な る 神 奈 川 県 三 浦 半 島 の 谷 戸

田 に お け る カ エ ル 類 の 生 息 分 布 実 態 の 把 握 を 行 っ た（ 2 0 1 3 年 実 施 ）。

残 存 す る 谷 戸 田 1 6 7 箇 所 に 対 し ， 耕 作 水 田 ， 湿 生 低 茎 草 地 ， 湿 生 高

茎 草 地 ， 乾 生 草 地 ， 樹 林 に 分 類 し た 谷 戸 谷 底 部 の 植 生 状 態 と カ エ ル

類 の 種 組 成 と の 対 応 を み た 。 カ エ ル 類 の 生 息 が 0 種 は 2 8 %， 1～ 2

種 は 5 1 %，3 種 以 上 は 1 8 %で あ っ た 。ま た ，耕 作 水 田 が 5 %と 最 も 少

な く ， 樹 林 が 3 5 %と 最 も 多 か っ た 。 水 田 耕 作 継 続 と の 結 び つ き が 最

も 強 い 種 は ニ ホ ン ア マ ガ エ ル ， 次 い で ニ ホ ン ア カ ガ エ ル で あ っ た 。

現 在 谷 底 部 が 乾 生 草 地 あ る い は 樹 林 化 し た 谷 戸 で あ っ て も ， 隣 接 谷

戸 と の 連 続 性 に よ り そ の 多 く は 潜 在 的 に は 生 息 可 能 な 空 白 パ ッ チ で

あ る こ と が 示 さ れ ， 今 後 の 水 辺 環 境 の 復 元 や 創 出 の ア ク タ ー 育 成 が

課 題 で あ る 。  

実 際 に 市 民 団 体 に よ る 復 田 が 行 わ れ て い る 谷 戸 田 6 箇 所 で ア カ ガ

エ ル 類 卵 塊 数 を 調 査 （ 2 0 1 0～ 2 0 1 4 年 実 施 ） し た 結 果 ， い ず れ の 谷

戸 で も 復 田 活 動 に 伴 っ て 卵 塊 数 が 増 加 し て い た 。 特 に 新 規 の 復 田 区

画 へ の 卵 塊 の 集 中 が 認 め ら れ ， ア カ ガ エ ル 類 の 谷 底 面 の 攪 乱 に よ る

形 成 初 期 の 水 域 へ の 選 好 が 示 さ れ た 。  
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第 ４ 章  サ ン シ ョ ウ ウ オ 類 を 指 標 と し た 緑 地 環 境 の 保 全 に 関 す る 研

究  

 

４ ． １  流 水 域 に お け る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 卵 嚢 分 布 状 況

お よ び 流 失 割 合  

 

４ ． １ ． １  は じ め に  

主 に 関 東 地 方 の 丘 陵 地 周 辺 に 生 息 し て い る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ

ウ オ （ 図 - 4 . 1 . 1） の 繁 殖 は ， 谷 間 に 散 在 す る 水 田 と そ の 水 路 ， 二 次

林 の 中 に あ る 湧 き 水 の た ま っ た 小 さ な 浅 い 池 で な さ れ る （ 内 山 ほ か  

2 0 0 2）。 神 奈 川 県 に お い て は ， 三 浦 半 島 の 横 須 賀 市 ・ 葉 山 町 の み に

自 然 分 布 し て お り ， か つ て は 普 通 に 見 ら れ る 種 で あ っ た （ 柴 田  

1 9 7 3）。 し か し 近 年 は ， 農 業 の 衰 退 に よ る 水 辺 環 境 の 変 化 や ， 地 形

の 改 変 を 伴 う 開 発 事 業 に よ り 生 息 地 が 消 失 ， 分 断 さ れ ， 小 さ な 繁 殖

集 団 へ の 孤 立 が 進 み ， さ ら に は 外 来 生 物 に よ る 被 食 の 影 響 か ら ， 絶

滅 が 危 惧 さ れ て お り（ 金 田 ほ か  1 9 9 8），神 奈 川 県 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ

ク 2 0 0 6 で は 絶 滅 危 惧 Ⅰ 類 に 選 定 さ れ て い る （ 高 桑 ほ か  2 0 0 6）。  

こ れ ら の 減 少 要 因 の 一 つ で あ る 生 息 地 の 埋 め 立 て を 伴 う 開 発 工 事

で は ， ミ テ ィ ゲ ー シ ョ ン と し て 本 種 の 保 護 の た め 代 替 の 繁 殖 環 境 の

整 備 や 近 隣 へ の 再 導 入 な ど が 行 わ れ る ケ ー ス も 増 え て き た 。し か し ，

そ の 多 く が 人 工 の 小 規 模 止 水 域 に 移 殖 す る と い う も の で あ り ， 各 地

で 整 備 後 の 産 卵 は 確 認 さ れ る も の の ， 個 体 群 の 保 全 に 十 分 な 措 置 で

あ る か は 検 証 さ れ な い ま ま 実 施 さ れ る こ と が 多 い 。 例 え ば ， 千 葉 県

東 金 道 路 （ 二 期 ） で は ， 地 下 水 の 浸 出 に よ る 繁 殖 水 域 が 埋 め 立 て ら
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れ ， 防 水 シ ー ト に よ る 代 替 繁 殖 池 を 造 成 し た 結 果 ， 3 対 の 卵 嚢 が 確

認 さ れ た た め 代 替 的 機 能 は 果 た さ れ た と さ れ て い る （ 黒 木 ほ か  

1 9 9 7）。 た だ し ， こ れ は 卵 嚢 移 殖 か ら 2 年 間 の 調 査 結 果 で あ り （ 黒

木 ほ か  1 9 9 7 ）， 繁 殖 参 加 ま で 雌 で 5 年 程 度 か か る 本 種 （ K u s a n o  

1 9 8 2） の ， 移 殖 卵 嚢 か ら の 孵 化 個 体 が 産 卵 し た と は 考 え に く い 。 同

様 の 代 替 繁 殖 地 の 造 成 事 業 は ，圏 央 道（ 東 京 都 八 王 子 市 ）・ゴ ル フ 場

（ 例 え ば 千 葉 県 長 南 町 ）・産 業 廃 棄 物 処 分 場（ 例 え ば 神 奈 川 県 横 須 賀

市 ） を は じ め と す る 各 地 の 大 規 模 開 発 事 業 に 伴 い 行 わ れ て い る 。  

一 方 ， 一 般 的 に 止 水 性 と さ れ る 本 種 だ が ， 丘 陵 地 内 の 小 河 川 や 沢

の 源 流 部 に お い て も 産 卵 し て い る 報 告 （ I h a r a  2 0 0 2 ， 小 賀 野 ほ か  

2 0 0 8）も あ り ，必 ず し も 止 水 域 の み を 産 卵 場 所 と し て 利 用 し て い る

訳 で は な い 。 神 奈 川 県 横 須 賀 市 内 の 流 水 域 で 本 種 の 産 卵 状 況 を 詳 し

く 調 べ た 先 行 研 究 （ I h a r a  2 0 0 2） で は ， 川 の 中 の 比 較 的 大 き な 転 石

の 下 の 空 隙 に 産 卵 す る こ と ， そ れ に よ り 卵 嚢 の 流 失 が 防 止 さ れ て い

る こ と を 示 唆 し て い る 。 し か し ， 石 の 下 の 卵 嚢 の 流 失 は な か っ た と

す る 一 方 ， 堆 積 土 砂 に よ る 空 隙 の 消 失 で 産 卵 数 が 激 減 す る 年 も あ る

と し て お り （ I h a r a  2 0 0 2）， 流 水 域 が 安 定 的 な 繁 殖 環 境 か 否 か ， ま

た ど の よ う に 個 体 群 の 消 失 を 回 避 し て い る の か は 明 ら か で は な い 。  

現 在 ， 三 浦 半 島 の 流 水 域 下 で 産 卵 が 見 ら れ る の は ， 主 に 丘 陵 地 谷

底 を 流 れ る 沢 ， お よ び 耕 作 放 棄 後 の 谷 戸 田 跡 地 や 旧 水 路 を 浸 食 し て

形 成 さ れ た リ ル 状 の 流 路 に お け る 石 の 下 ， 瀬 ， 淵 ， 地 下 水 路 内 な ど

で あ る 。 元 来 流 水 環 境 の み か ら 成 る 沢 で も 個 体 群 を 維 持 し て い る 一

方 で ， 特 に 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 跡 地 を 浸 食 し て 形 成 さ れ た 水 路 で

は 卵 嚢 流 失 が 続 き 個 体 群 が 消 滅 し た と 考 え ら れ る 地 区 も 存 在 す る 。
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す な わ ち ， 流 水 域 で も 流 路 の 形 成 時 期 や 形 成 過 程 の 違 い な ど の 成 因

の 違 い に 由 来 す る 環 境 条 件 の 違 い に よ り ， 本 種 の 繁 殖 成 功 実 態 が 異

な る と 予 想 さ れ る 。 流 水 域 に 特 異 的 な 繁 殖 成 功 率 の 低 下 要 因 の 一 つ

と し て ， 河 川 増 水 時 の 卵 嚢 の 流 失 が あ げ ら れ る 。 こ の た め 成 因 の 異

な る 流 水 域 で の 卵 嚢 の 分 布 す る 水 路 構 造 や 卵 嚢 流 失 割 合 を 把 握 し た

う え で ， 繁 殖 環 境 と し て の 流 水 域 の 特 性 や 個 体 群 の 持 続 可 能 性 を 明

ら か に す る こ と は ， 本 種 の 局 所 個 体 群 保 護 ， 特 に 丘 陵 地 域 の 小 河 川

や 谷 戸 環 境 の 適 切 な 維 持 管 理 ， お よ び 開 発 事 業 等 お け る ミ テ ィ ゲ ー

シ ョ ン 計 画 を 検 討 す る 上 で 重 要 で あ る 。 そ こ で 本 研 究 で は ， 沢 お よ

び 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 と い っ た 成 因 の 異 な る 流 水 域 に お い て 水 路

構 造 別 の 卵 嚢 の 分 布 実 態 や そ の 流 失 割 合 を 明 ら か に す る こ と を 目 的

と し ， 加 え て ミ テ ィ ゲ ー シ ョ ン で 用 い ら れ る 小 規 模 止 水 域 の 創 出 に

よ る 効 果 に つ い て も 検 証 し た 。  
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図 - 4 . 1 . 1  ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ  H y n o b i u s  t o k y o e n s i s  
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４ ． １ ． ２  調 査 対 象 地 お よ び 方 法  

調 査 対 象 地 は 神 奈 川 県 横 須 賀 市 お よ び 三 浦 郡 葉 山 町 を 流 れ る 下 山

川 水 系 の 支 流 A～ D（ 図 - 4 . 1 . 2）と し た 。い ず れ の 対 象 地 と も ，流 水

域 中 で 本 種 の 産 卵 が 普 通 に 観 察 さ れ る 支 流 で あ る 。 A お よ び B は 近

年 の 人 為 的 な 行 為 に よ っ て 改 変 を 受 け て い な い 沢 状 の 流 水 域（ 以 下 ，

A（ 沢 ） ,  B（ 沢 ）） で あ る 。 C お よ び D は 1 9 4 0 年 代 半 ば か ら 1 9 7 0

年 代 に か け て 段 階 的 に 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 で あ り ， 現 在 は 旧 水 路

や 田 面 を 浸 食 し た リ ル 状 の 流 路 が 谷 戸 内 を 蛇 行 し て 流 れ て い る （ 以

下 ， C（ リ ル 状 流 路 ） ,  D（ リ ル 状 流 路 ））。 こ の C お よ び D は ， 耕 作

放 棄 年 数 が 3 0 年 以 上 と 長 期 に わ た る た め 畦 畔 構 造 が 消 失 し ， か つ

植 生 遷 移 に よ る 陸 化 が 進 行 し て お り ， 近 年 は 後 述 す る 創 出 止 水 域 以

外 の 止 水 域 は 存 在 し な い 。 こ れ ら の 4 支 流 域 は ， 分 水 嶺 で 隣 接 し て

い る も の の ， 各 支 流 が 注 ぐ 本 流 と の 間 に は い ず れ も 垂 直 の コ ン ク リ

ー ト 堰 堤 が あ り ，水 系 沿 い の 個 体 移 動 は 不 可 能 と 判 断 さ れ る 。ま た ，

本 流 自 体 も 3 面 コ ン ク リ ー ト 張 り で あ り ， 本 種 幼 生 の 生 育 は 困 難 と

判 断 さ れ る 。 な お ， 各 支 流 の 集 水 域 は ， い ず れ も 多 く は ヤ ブ ツ バ キ

ク ラ ス の 二 次 林 と し て ハ ゼ ノ キ － カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 群 落 と な っ て い

る （ 横 須 賀 市  2 0 0 1， 神 奈 川 県 教 育 委 員 会  1 9 7 2）。  

本 種 の 産 卵 は 対 象 地 域 で は 1 月 下 旬 か ら 開 始 さ れ る こ と か ら （ 柴

田  1 9 7 3）， 2 0 0 9 年 1～ 4 月 ， 2 0 1 0 年 1～ 4 月 に 現 地 に お い て 目 視 に

よ り 卵 嚢 の 賦 存 状 況 の 調 査 を 行 っ た 。 調 査 は ， 各 支 流 の 源 流 部 か ら

本 流 合 流 点 ま で の 全 域 を 踏 査 し ， こ れ を 各 支 流 と も 月 1 回 以 上 行 っ

た 。 確 認 さ れ た 卵 嚢 ご と に そ の 確 認 場 所 を 記 録 し ， 孵 化 前 に 消 失 し

た 卵 嚢 数 （ 孵 化 し て 消 失 し た 可 能 性 の あ る 卵 嚢 は 除 く ） か ら 卵 嚢 流



 - 140 - 

失 割 合 を 算 出 し た 。 な お ， 上 流 域 か ら 流 下 し た も の が 個 々 の 卵 嚢 確

認 地 点 に 滞 留 し た 可 能 性 も 否 め な い た め ， 本 研 究 で は 流 失 割 合 に つ

い て 主 に 考 察 し ， 水 路 構 造 別 で の 産 卵 選 好 性 に つ い て の 評 価 は 行 わ

な か っ た 。  

次 に ， 水 路 構 造 と 周 辺 環 境 を 把 握 す る た め ， 環 境 調 査 を 行 っ た 。

卵 嚢 が 確 認 さ れ た 水 路 構 造 の 区 分 に つ い て は ， 地 表 部 の 水 路 ， お よ

び 湧 水 点 に 至 る ま で の 地 中 の 水 路 と 表 層 水 が 一 端 伏 流 し た 地 下 を 流

れ る 水 路 の「 地 下 水 路 」に ま ず 大 別 し た 。次 に ，地 表 部 の 水 路 は「 淵 」

お よ び「 瀬 」に 区 分 し た（ 図 - 4 . 1 . 3）。さ ら に ，既 往 研 究（ I h a r a  2 0 0 2）

に お い て 流 水 中 の 転 石 の 下 で 多 く の 産 卵 が 報 告 さ れ て い る た め ， 今

回 ， 淵 ・ 瀬 の 区 分 に か か わ ら ず 転 石 の 下 で 確 認 さ れ た も の は 「 石 の

下 」 と し た 。 そ し て ， 各 水 路 構 造 の 存 在 量 を 把 握 す る た め ， 水 路 構

造 別 に 流 路 延 長 を 計 測 し た 。た だ し ，「 地 下 水 路 」は 最 奧 部 ま で 計 測

で き な い た め 概 数 値 で あ る 。 ま た ， 転 石 の あ る 区 間 の 「 石 の 下 」 以

外（ 側 方 や 上 面 の 水 中 ）は「 瀬 」「 淵 」と 判 断 さ れ る た め ，「 瀬 ・ 淵 」

の 延 長 と は 独 立 し て 計 測 し て い る 。  

周 辺 環 境 と し て 植 生（ 植 生 図 よ り ），水 路 上 空 の 優 占 種 お よ び 被 度

（ 目 視 ），ま た ，源 流 部 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で の 流 長 規 模（ 地 形 図

よ り ），各 水 路 構 造 の 流 路 延 長（ 実 測 ），川 幅 範 囲（ 実 測 ），平 均 河 床

勾 配 （ 地 形 図 よ り ）， 優 占 的 な 河 床 材 料 （ 目 視 ）， 流 速 （ 河 川 用 電 磁

流 速 計  A E M 1 - D， J F E ア ド バ ン テ ッ ク ） に つ い て 把 握 し た 。 2 0 0 9

年 調 査 時 に は ， 平 常 時 ・ 増 水 時 の 流 速 に つ い て も 記 録 し ， 期 間 中 の

降 水 量 デ ー タ と 比 較 し た 。流 速 は ，降 雨 の な い 2 0 0 9 年 1 月 2 7 日 を

平 常 時 ， 期 間 中 最 大 の 降 水 量 だ っ た 1 月 3 1 日 を 増 水 時 と し ， あ る
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程 度 の 流 量 が 確 保 さ れ る 合 流 点 付 近 の 瀬 に お い て 水 深 5  c m， 川 幅

5 0  c m 前 後 を 確 保 で き た 任 意 の 5 地 点 で 測 定 し ， 平 均 値 を 求 め た 。

ま た ， 各 水 域 に サ ー モ リ ー フ を 設 置 し ， 水 温 の 変 動 を 記 録 し た 。 気

温 ・ 降 水 量 に つ い て は 気 象 庁 横 浜 地 方 気 象 台 の デ ー タ を 用 い た 。  

加 え て ， 本 来 流 水 ・ 止 水 の ど ち ら の 水 域 で も 定 着 で き る 種 で あ る

の か ， ま た は 水 田 等 の 止 水 域 繁 殖 空 間 が 消 失 し た た め や む を 得 ず 流

水 域 で 産 卵 し て い る の か を 確 認 す る た め ，C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ）

の 調 査 地 に は 1～ 5  m 2 で 水 深 1 0  c m 前 後 の 小 規 模 な 止 水 域 （ 以 下 ，

「 創 出 止 水 域 」）を 休 耕 田 内 に 数 カ 所 設 け（ C： 3 個 ， D： 1 個 ，い ず

れ も 2 0 0 8 年 1 2 月 に 人 力 に よ り 整 備 ）， 流 水 域 と の 卵 嚢 数 を 比 較 し

た 。  
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図 - 4 . 1 . 2  調 査 区 間  

2 0 0  m  

A  B  

C  

D  



 - 143 - 

 

 

 

 

 

図 - 4 . 1 . 3  調 査 地 に お け る 水 域 の 状 態 の 模 式 図  
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４ ． １ ． ３  調 査 結 果  

（ １ ） 流 水 中 の 卵 嚢 数 と 流 失 状 況  

本 調 査 期 間 中 に ，4 地 点 合 計 で 1 7 8 卵 嚢（ 2 0 0 9），3 5 6 卵 嚢（ 2 0 1 0）

確 認 さ れ （ 表 - 4 . 1 . 1）， 年 に よ る 卵 嚢 数 の 大 き な 変 動 が 認 め ら れ た 。

ま た ， 2 カ 年 を 合 わ せ る と ， A お よ び B（ 沢 ） で 1 5 8 卵 嚢 ， 創 出 止

水 域 を 除 く C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ）で 2 2 4 卵 嚢 ，さ ら に C お よ び

D（ リ ル 状 流 路 ） の 創 出 止 水 域 1 5 2 卵 嚢 が 確 認 さ れ た 。 水 路 構 造 別

で は ， A（ 沢 ） は 石 の 下 （ 2 0 0 9 年 1 4 卵 嚢 ， 2 0 1 0 年 3 6 卵 嚢 ） も し

く は 淵 （ 2 0 1 0 年 4 4 卵 嚢 ） で 多 く 確 認 さ れ た が ， 瀬 や 地 下 水 路 で も

卵 嚢 が 確 認 さ れ た 。 一 方 ， B（ 沢 ） で は 2 0 0 9 年 ， 2 0 1 0 年 と も 卵 嚢

は ほ ぼ 石 の 下 に 限 ら れ て い た 。 創 出 止 水 域 を 除 け ば ， C（ リ ル 状 流

路 ）  は 石 の 下 ， 淵 ， 瀬 で も 比 較 的 多 く （ 1 2～ 5 1 卵 嚢 ） 確 認 さ れ ，

D（ リ ル 状 流 路 ） は 特 に 2 0 1 0 年 の 地 下 水 路 で 4 3 卵 嚢 を 確 認 し ， い

ず れ の 水 路 構 造 よ り も 突 出 し て い た 。 な お ， 地 下 水 路 の 卵 嚢 は 地 下

水 路 の 出 口 付 近 に 集 中 し て 確 認 さ れ た た め ， 地 下 水 路 を 破 壊 せ ず に

計 数 で き た 。  

卵 嚢 は ， 石 の 下 で は 石 そ の も の や 石 の 下 の 空 隙 に 在 っ た 落 枝 や 礫

へ の 付 着 が 多 か っ た（ 図 - 4 . 1 . 4）。淵 で は 落 枝 に 付 着 し て い た も の が

多 い が ， 一 部 は 付 着 部 位 が 既 に 外 れ た 状 態 で の 確 認 で あ っ た 。 瀬 で

は ， 全 て 付 着 部 位 が 既 に 外 れ た 卵 嚢 で あ っ た 。 地 下 水 路 で は ， 地 下

水 路 の 壁 面 に 付 着 し て い た も の も あ っ た が ， 多 く は 付 着 部 位 が 既 に

外 れ た 状 態 で あ り ，図 - 4 . 1 . 5 の よ う に 流 下 途 中 の も の も 確 認 さ れ た 。

こ れ ら 地 下 水 路 の 出 口 付 近 に あ る 卵 嚢 は ， 今 回 「 地 下 水 路 」 で の 確

認 と し て 記 録 し た が ，こ の よ う な 状 態 の 卵 嚢 は C お よ び D で の み 確
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認 さ れ た 。  

創 出 止 水 域 を 除 く 2 カ 年 の 平 均 流 失 割 合 を 求 め た と こ ろ ， A お よ

び B（ 沢 ） で 4 8 . 7 %， C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） で 7 6 . 8 %で あ っ た

（ 図 - 4 . 1 . 6）。 水 路 構 造 別 で は ， A お よ び B（ 沢 ） で は ， 瀬 で 確 認 さ

れ た 卵 嚢 は 全 て も し く は 大 部 分 が 流 出 し （ 6 7～ 1 0 0 %）， 石 の 下 で も

半 数 以 上 （ 5 6～ 8 6 %） が 流 失 し て い た 。 こ れ に 対 し ， 淵 や 地 下 水 路

で 確 認 さ れ た 卵 嚢 の 流 失 は 少 な か っ た （ た だ し 1 卵 嚢 し か 確 認 さ れ

な か っ た 2 0 0 9 年 の B（ 沢 ） の 流 失 割 合 の 値 自 体 は 1 0 0 %）。  

C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） で は 瀬 や 石 の 下 （ 5 0～ 1 0 0 %） に 加 え ，

淵（ 5 0～ 8 0 %）や 地 下 水 路（ 7 7～ 1 0 0 %）等 い ず れ の 水 路 構 造 に お い

て も 高 い 流 失 割 合 を 示 し た 。  

 

（ ２ ） 環 境 調 査  

本 種 の 繁 殖 期 間 と 考 え ら れ る 1 月 下 旬 か ら 4 月 上 旬 の 降 水 量 を み

る と ， 2 0 0 9 年 は 計 3 1 4  m m， 2 0 1 0 年 は 計 3 5 1  m m で あ り ， 大 き な

違 い は 認 め ら れ な か っ た 。た だ し ， 1 日 当 り 1 0  m m 以 上 の 降 雨 の あ

っ た 日 数 は 2 0 0 9 年 が 9 日 ， 2 0 1 0 年 が 1 3 日 で あ り ， ま と ま っ た 降

雨 の 日 数 に は 若 干 差 が 認 め ら れ た （ 図 - 4 . 1 . 7）。  

A～ D の 水 路 構 造 お よ び 周 辺 環 境 は ， 表 - 4 . 1 . 2 に 示 す と お り で あ

る 。 い ず れ も 水 路 上 の 植 生 の 被 度 は 高 く ， ス ギ ， ア ズ マ ネ ザ サ や コ

ク サ ギ ， ア オ キ な ど で 被 わ れ て い た 。 流 長 規 模 は 2 0 0  m 前 後 ， 川 幅

の 広 い 部 分 は 0 . 9～ 1 . 1  m と ほ ぼ 同 様 で あ る も の の ， 平 均 勾 配 は A

お よ び B（ 沢 ） が 若 干 急 傾 斜 で あ り ， 河 床 材 料 も よ り 粒 径 の 大 き い

も の や 岩 盤 で 構 成 さ れ て い た 。そ れ に 比 べ C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ）
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は 緩 傾 斜 で あ り ， 河 床 材 料 は 粘 土 や シ ル ト な ど 谷 戸 底 の 土 壌 が 露 出

し て い た 。 ま た ， 水 路 構 造 毎 の 流 路 延 長 は ， A お よ び B（ 沢 ） で は

瀬 お よ び 転 石 が 存 在 す る 河 床 の 流 路 延 長 が そ れ ぞ れ  1 0 2 . 8 ～

1 5 5 . 8  m と 大 半 を 占 め ，淵 お よ び 地 下 水 路 は 1 7 . 5～ 3 7 . 2  m と わ ず か

な 存 在 量 で あ っ た 。 C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） で は 瀬 の み が 1 6 2 . 3

～ 1 8 2 . 8  m と 大 半 を 占 め ，そ れ 以 外 の 水 路 構 造 は 2 8 . 8～ 7 4 . 2  m と 多

く は な か っ た 。  

流 速 は ， 平 常 時 は い ず れ も 毎 秒 1 0  c m 程 度 の 細 流 で あ っ た が ， 増

水 時 に は A お よ び B（ 沢 ）で は 平 常 時 の 1 . 3～ 3 倍 ， C お よ び D（ リ

ル 状 流 路 ）で は 1 0 倍 以 上 の 流 速 を 示 し た（ 表 - 4 . 1 . 2，図 - 4 . 1 . 7）。水

温 は 図 - 4 . 1 . 8， 4 . 1 . 9， 4 . 1 . 1 0 の 通 り で あ り ，A（ 沢 ）で は 9 . 0± 1 . 1  ℃

（ n = 6 7）（ 平 均 値 ±標 準 偏 差 ）， B（ 沢 ） で は 9 . 3± 1 . 4  ℃ （ n = 6 7），

C（ リ ル 状 流 路 ） で は 6 . 9± 2 . 3  ℃ （ n = 6 7）， D（ リ ル 状 流 路 ） で は

8 . 7± 1 . 6  ℃ （ n = 6 7） と な り ， A（ 沢 ） お よ び B（ 沢 ） で よ り 変 動 幅

が 小 さ く 平 均 水 温 も 高 い た め ， 本 種 の 繁 殖 水 域 と し て よ り 安 定 し て

い た 。  

ま た ， 各 水 路 構 造 の 存 在 量 か ら 卵 嚢 の 確 認 状 況 の 集 中 度 合 い に つ

い て 示 す た め ， 1  m あ た り の 水 路 構 造 中 に お け る 卵 嚢 数 を 算 出 し た

（ 図 - 4 . 1 . 6）。図 中 の 流 失 卵 嚢 数 と 残 存 卵 嚢 数 の 合 計 が ，各 水 路 構 造

に お け る 1  m あ た り の 確 認 卵 嚢 数 と な る 。  

 

（ ３ ） 創 出 止 水 域 の 卵 嚢 数 と 確 認 状 況  

C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） の 谷 戸 内 に お け る 創 出 止 水 域 で は ， 2

カ 年 の 合 計 で 1 5 2 卵 嚢 を 確 認 し た が ，こ れ は C お よ び D（ リ ル 状 流
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路 ） で の 総 卵 嚢 数 （ 2 2 4 卵 嚢 ） の 4 0 %に あ た る 。 ま た ， 流 失 割 合 は

0～ 1 4 %と 低 く ，強 い 降 雨 に よ る 流 入 が あ っ て も ほ と ん ど 流 失 し な か

っ た 。 こ こ で は 卵 嚢 は 水 没 し た ア ズ マ ネ ザ サ や 灌 木 類 の 枝 に 付 着 し

て い た も の が 多 か っ た が ， 付 着 部 位 が 既 に 外 れ た 状 態 の 卵 嚢 も 流 失

は ほ と ん ど 観 察 さ れ な か っ た 。
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表 - 4 . 1 . 1  水 路 構 造 別 卵 嚢 数 お よ び 流 失 割 合  

石の下 淵 瀬 地下水路 創出止水域

調査年 調査地 卵嚢数 流失数 割合(%) 卵嚢数流失数 割合(%) 卵嚢数流失数 割合(%) 卵嚢数 流失数 割合(%) 卵嚢数流失数 割合(%) 総卵嚢数

2009年 A（沢） 14 12 86 0 0 - 6 4 67 1 0 0 - - - 21

B（沢） 10 6 60 0 0 - 2 2 100 1 1 100 - - - 13

C（リル状流路） 12 10 83 19 11 58 17 17 100 2 2 100 70 0 0 120

D（リル状流路） 4 4 100 4 2 50 0 0 - 2 2 100 14 0 0 24

2010年 A（沢） 36 20 56 44 4 9 8 8 100 14 2 14 - - - 102

B（沢） 22 18 82 0 0 - 0 0 - 0 0 - - - - 22

C（リル状流路） 20 10 50 51 41 80 16 14 88 0 0 - 58 8 14 145

D（リル状流路） 12 10 83 15 9 60 7 7 100 43 33 77 10 0 0 87

合計 A・B（沢） 82 56 68 44 4 9 16 14 88 16 3 19 - - - 158

C・D（リル状流路） 48 34 71 89 63 71 40 38 95 47 37 79 152 8 5 376  

 

 

 

表 - 4 . 1 . 2  水 路 構 造 お よ び 周 辺 環 境  

A（沢） B（沢） C（リル状流路） D（リル状流路）

植生
ハゼノキ－カラスザン

ショウ群落
ハゼノキ－カラスザン

ショウ群落
ハゼノキ－カラスザン

ショウ群落
ハゼノキ－カラスザンショ

ウ群落
水路上の優占種 アオキ、スギ アオキ、スギ アズマネザサ アズマネザサ、コクサギ

水路上の被度 80～100 % 80～100 % 80～100 % 80～100 %

流長規模(m) 201 166 252 197

瀬の流路延長(m) 155.8 137.1 182.8 162.3

淵の流路延長(m) 37.2 26.7 54.9 32.5

転石のある流路延長(m) 102.8 107.7 74.2 49.9

主要な地下水路延長(m) 17.5 21.2 28.8 40.1

代表的な川幅範囲(m) 0.19～1.02 0.13～0.90 0.08～1.14 0.13～0.93

平均河床勾配(%) 8.9 9.0 6.7 6.1

優占的な河床材料 岩盤、転石、砂礫 岩盤、転石、砂礫 粘土、転石、シルト 粘土、転石、シルト

平常時流速(m/s) 0.102 0.034 0.036 0.046

増水時流速(m/s) 0.132 0.098 0.494 0.535  

※転 石 の あ る 河 床 延 長 は ， 淵 お よ び 瀬 の 流 路 の 一 部 で あ る 。  
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図 - 4 . 1 . 4  石 に 付 着 し て い る 卵 嚢  

 
図 - 4 . 1 . 5  地 下 水 路 か ら 流 失 中 の 卵 嚢  
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図 - 4 . 1 . 6  水 路 構 造 1  m あ た り の 流 失 卵 嚢 数 お よ び 残 存 卵 嚢 数  

※2 0 0 9，2 0 1 0 年 の 2 カ 年 の 合 計 卵 嚢 数 お よ び 表 2 に お け る 各 水 路 構

造 の 存 在 量 か ら 算 出 し た 。  
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図 - 4 . 1 . 7  調 査 期 間 中 に お け る 降 水 量  
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４ ． １ ． ４  考 察  

（ 1） 水 路 構 造 別 の 卵 嚢 数 お よ び 流 失 割 合  

総 卵 嚢 数 は ，4 地 点 合 計 で 2 0 0 9 年 よ り 2 0 1 0 年 が 2 倍 多 く 確 認 さ

れ ， A（ 沢 ） で 最 大 5 倍 程 度 の 卵 嚢 数 の 年 変 動 が 認 め ら れ た 。 三 浦

半 島 で は 本 種 の 卵 嚢 数 の 年 変 動 が 大 き い こ と が 筆 者 ら の 観 察 か ら 確

認 さ れ て お り ， ま た ， 三 浦 半 島 に お け る 卵 嚢 数 の モ ニ タ リ ン グ 報 告

（ 金 田 ほ か  1 9 9 8） か ら ， こ の 短 期 的 な 増 減 も 変 動 振 幅 内 と 推 察 さ

れ る 。  

A お よ び B（ 沢 ） で は ， 石 の 下 で の 確 認 卵 嚢 数 が 最 も 多 く （ 8 2 卵

嚢 ）， こ れ は 既 往 研 究 （ I h a r a  2 0 0 2） と 同 様 の 結 果 で あ っ た 。 次 い

で 淵（ 4 4 卵 嚢 ）で 多 く 確 認 さ れ た が ，そ の 各 水 路 構 造 の 流 路 延 長 か

ら 1  m あ た り の 卵 嚢 数 に 換 算 す る と 淵 に 顕 著 な 集 中 が み ら れ （ 0 . 6 9  

/ m）， 石 の 下 の 卵 嚢 分 布 量 は 淵 に 比 べ 少 な い （ 0 . 3 9  / m） と 言 え る 。

本 種 は 卵 嚢 を 水 中 の 枝 や 石 な ど に 付 着 さ せ て 産 卵 す る が （ 内 山 ほ か

2 0 0 2）， 流 水 域 中 で 産 卵 す る 場 合 は ， 産 卵 期 に オ ス が 石 の 下 の 適 当

な く ぼ み に 入 り メ ス を 待 つ 習 性 が あ り （ I h a r a  2 0 0 2）， こ れ は 卵 嚢

の 流 失 を 防 ぐ た め な ど 好 適 な 産 卵 ポ イ ン ト を 確 保 す る た め の 行 為 と

考 え ら れ て い る 。 調 査 地 の 河 床 材 料 は ， A お よ び B（ 沢 ） で は 砂 礫

あ る い は 岩 盤 の 上 に 転 石 が あ り（ 表 - 4 . 1 . 2），石 の 下 に 産 卵 に 適 し た

空 隙 が で き や す い 環 境 と 考 え ら れ た 。 し か し ， 流 路 延 長 の 短 か っ た

淵 に お い て 卵 嚢 分 布 の 集 中 が 認 め ら れ た こ と ， さ ら に 流 失 さ れ る こ

と な く 残 存 し た 卵 嚢 数 が 石 の 下 （ 0 . 1 2  / m） に 比 べ 淵 （ 0 . 6 3  / m） の

方 が 圧 倒 的 に 多 か っ た こ と か ら ， 既 往 研 究 （ I h a r a  2 0 0 2） と は 異 な

り A お よ び B（ 沢 ） で は 淵 が 卵 嚢 に と っ て 最 も 安 全 な 環 境 で あ る と
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推 察 さ れ た 。 ま た ， そ れ ぞ れ 1 6 卵 嚢 と 確 認 数 は 少 な か っ た 瀬 お よ

び 地 下 水 路 に お い て は ， 瀬 の 密 度 は 極 め て 低 く （ 0 . 0 5  / m）， 存 在 量

の 少 な い 地 下 水 路 に 卵 嚢 分 布 が 集 中 し 高 い 値（ 0 . 4 1  / m）と な り ，さ

ら に 地 下 水 路 で は そ の 流 失 割 合 も 低 い 値 （ 1 9 %） を 示 し た 。 な お ，

瀬 で の 確 認 は い ず れ も 基 物 へ の 付 着 が 認 め ら れ ず ， 流 下 途 中 の 卵 嚢

の 可 能 性 が 高 い 。 降 雨 に よ る 流 速 変 化 が 比 較 的 安 定 （ 表 - 4 . 1 . 2） し

て い る A お よ び B（ 沢 ） で は ， 急 激 な 増 水 が な い た め 地 下 水 路 や 淵

で の 卵 嚢 の 流 失 も 少 な い も の と 考 え ら れ た 。  

C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） の 流 水 域 で は ， 淵 で の 確 認 卵 嚢 数 が 最

も 多 く （ 8 9 卵 嚢 ）， 水 路 構 造 1  m あ た り の 卵 嚢 数 で も 同 様 に 高 い 値

（ 1 . 0 2  / m）を 示 し た も の の ，そ の う ち の 7 1 %が 流 失 し た 。そ れ 以 外

の 水 路 構 造 中 の 確 認 卵 嚢 数 は 4 0～ 4 8 卵 嚢 と ほ ぼ 同 様 な 値 を 示 し ，  

1  m あ た り の 卵 嚢 数 は 淵 に 次 い で 地 下 水 路 が 多 か っ た（ 0 . 6 8  / m）が ，

A お よ び B（ 沢 ） に 比 べ 流 失 卵 嚢 数 が 多 か っ た （ 0 . 5 3  / m）。 石 の 下

お よ び 瀬 に つ い て は ， 1  m あ た り の 残 存 卵 嚢 数 お よ び 流 失 卵 嚢 数 と

も に A お よ び B（ 沢 ） と ほ ぼ 同 様 な 値 を 示 し た 。 総 じ て ， 各 水 路 構

造 1  m あ た り に お け る 卵 嚢 数 は い ず れ も A お よ び B（ 沢 ）よ り 多 か

っ た が ，流 失 割 合 が 全 体 的 に 高 く（ 7 1～ 9 5 %），残 存 卵 嚢 数 で は い ず

れ も A お よ び B（ 沢 ） を 下 回 っ た 。 C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） は 強

雨 に よ り 流 速 が 著 し く 増 加 し て い る こ と か ら（ 表 - 4 . 1 . 2），淵 や 地 下

水 路 で の 卵 嚢 の 付 着 能 力 を 上 回 る 水 圧 が か か り ， 流 失 し や す い 環 境

で あ る と 考 え ら れ る 。 C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） は 本 来 の 水 田 面 や

旧 水 路 を 浸 食 し て 形 成 さ れ た 流 水 域 で あ り ， 谷 戸 底 の 土 壌 を 浸 食 し

な が ら 水 路 が 発 達 し て い る 。 そ こ で は ， 瀬 や 淵 の 河 床 材 料 で あ る 土
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壌 自 体 の 浸 食 ・ 剥 離 が 広 範 囲 で 観 察 さ れ て お り ， こ れ も 卵 嚢 の 流 失

リ ス ク の 増 加 に 寄 与 し て い る も の と 考 え ら れ る 。  

 

（ 2） 創 出 止 水 域 の 効 果  

C（ リ ル 状 流 路 ） に 3 箇 所 し た 創 出 止 水 域 で は ， 2 カ 年 で 1 2 8 卵

嚢 が 確 認 さ れ ， 同 様 に D（ リ ル 状 流 路 ） に 1 箇 所 設 置 し た 創 出 止 水

域 で は 2 4 卵 嚢 が 確 認 さ れ た 。 1 箇 所（ 平 均 3 . 2 5  m 2）あ た り 平 均 3 8

卵 嚢 と な り ，尺 度 は 異 な る も の の 水 路 1  m あ た り の 卵 嚢 数 よ り も 顕

著 に 高 い 値 を 示 し た 。流 失 割 合 も 5 . 3 %と 著 し く 低 い こ と か ら ，本 種

の 卵 嚢 に と っ て 好 適 な 環 境 で あ る と い え る 。 す な わ ち ， 本 種 の 止 水

域 へ の 選 好 性 が 示 さ れ ， C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） に お け る 流 水 域

へ の 産 卵 は 谷 戸 田 の 消 失 に よ る 代 償 的 な 行 動 で あ る 可 能 性 が 強 く 示

唆 さ れ る 。 な お ， D（ リ ル 状 流 路 ） は ， 2 0 0 9 年 に 対 し 2 0 1 0 年 の 総

卵 嚢 数 が 著 し く 増 加 し た に も 関 わ ら ず ， 創 出 止 水 域 の 卵 嚢 数 は ほ ぼ

同 数 で あ っ た が ， こ れ は 創 出 止 水 域 の 面 積 的 な 許 容 量 （ 2  m 2 前 後 ，

水 深 1 0  c m 前 後 ） が 影 響 し て い る と 考 え ら れ た 。  

 

（ 3） 保 全 へ の 提 案  

本 研 究 に よ っ て ， 流 水 環 境 で あ っ て も そ の 成 因 に よ り ， 沢 状 の 水

路 を 長 年 維 持 し て き た 流 水 域 と ， 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 を 浸 食 し て

発 達 し て い る 流 水 域 と で は 繁 殖 環 境 と し て の 質 が 大 き く 異 な っ て い

る こ と が 確 認 さ れ た 。  

本 種 の 繁 殖 空 間 ， と り わ け 代 償 ミ テ ィ ゲ ー シ ョ ン な ど 新 た な 生 息

環 境 の 創 出 事 業 に お い て は ， 一 般 に 産 卵 環 境 と な る 浅 い 止 水 環 境 の
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確 保 ・ 保 全 が 注 目 さ れ て き た 。 C お よ び D（ リ ル 状 流 路 ） の よ う に

以 前 は 水 田 と し て 本 種 の 繁 殖 環 境 を 提 供 し て き た 地 域 に お い て は ，

耕 作 放 棄 さ れ た た め に 止 水 環 境 が 消 失 す る う え ， 水 路 で は 卵 嚢 の 大

半 が 流 失 し ， 本 種 の 繁 殖 に 大 き な 負 荷 を か け て い る こ と が 確 認 さ れ

た 。 こ の よ う な 生 息 域 の 個 体 群 の 保 全 に は ， 谷 戸 田 状 の 安 定 し た 止

水 環 境 の 確 保 ・ 創 出 が 効 果 的 と 考 え ら れ る 。 し か し ， 今 回 創 出 止 水

域 を 利 用 す る 個 体 群 の 持 続 性 の 検 証 に は 至 っ て お ら ず ， 止 水 域 の 整

備 の み で 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 に 生 息 す る 個 体 群 の 保 全 策 と な り う る

か は 明 確 で は な い 。  

一 方 で ， A お よ び B（ 沢 ） の よ う に 以 前 か ら 止 水 域 が 存 在 し な い

地 域 で は ， 淵 や 地 下 水 路 な ど で 卵 嚢 の 流 失 を 低 く 抑 え て い る こ と が

確 認 さ れ た 。 こ の よ う な 流 水 域 の 個 体 群 の 保 全 に は ， 地 下 水 系 の 保

全 を 含 め ， 水 路 構 造 の 多 様 性 や 一 定 の 流 定 距 離 （ 本 研 究 で は 2 0 0  m

程 度 ） を 確 保 し ， 産 卵 可 能 か つ 流 失 リ ス ク の 低 い 水 路 構 造 が 水 路 全

般 に 数 多 く 存 在 し て い る こ と が 必 要 で あ る 。  

今 後 は 各 環 境 下 に お い て 幼 生 の 生 存 率 や 空 間 利 用 様 式 な ど の 孵 化

後 の 動 態 も 比 較 し ， 流 水 域 と 止 水 域 ， 谷 戸 田 を 浸 食 し て 形 成 さ れ て

い る 流 水 域 と 沢 状 の 流 水 域 で の 違 い を 把 握 ， 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
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４ ． ２  U 字 溝 に お け る 簡 易 な ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 繁 殖 場

創 出 の 検 討  

 

４ ． ２ ． １  は じ め に  

神 奈 川 県 内 に 生 息 す る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 繁 殖 個 体 の 総

数 は 1 0 0 0 個 体 程 度 と 決 し て 豊 富 で な い と 推 察 さ れ て お り （ 小 田 谷

ほ か  2 0 11）， 生 息 地 は 細 か く 分 断 さ れ ， そ れ ぞ れ の 個 体 群 が 小 さ な

繁 殖 集 団 に 孤 立 さ せ ら れ て お り ， 絶 滅 を 危 ぶ ま れ る 状 況 に あ る と 考

え ら れ て い る（ 金 田  2 0 0 8）。本 種 は 流 水 域 で も 繁 殖 す る こ と が 確 認

さ れ て い る が ， そ の 環 境 形 態 に よ り 繁 殖 成 功 率 は 大 き く 変 動 し て い

る 。 現 在 繁 殖 が 確 認 さ れ て い る 地 域 で は ， 水 田 の 耕 作 放 棄 に よ り 止

水 環 境 が 消 失 し ， さ ら に 耕 作 放 棄 水 田 や 旧 水 路 を 浸 食 し て 形 成 さ れ

た リ ル 状 の 流 路 で は 卵 嚢 の 大 半 が 流 失 し て お り ， 本 種 の 個 体 群 維 持

に 負 の 影 響 が 生 じ て い る こ と が 明 ら か に な っ て い る 。  

適 切 な 繁 殖 水 域 が 消 失 し た た め に コ ン ク リ ー ト 製 の U 字 溝 や 集 水

升 等 を 産 卵 場 所 と し て い る グ ル ー プ も 確 認 さ れ て い る が ， そ の ほ と

ん ど は 水 域 の 枯 渇 や 増 水 時 の 流 失 に よ り 健 全 な 世 代 交 代 が 極 め て 困

難 な 状 況 で あ る 。 し か し な が ら ， 地 域 全 体 の 個 体 群 保 全 を 考 え る と

繁 殖 個 体 数 と 遺 伝 的 多 様 性 の 確 保 が 重 要 で あ り ， 将 来 消 失 す る と 思

わ れ る よ う な 狭 小 で 脆 弱 な 繁 殖 集 団 で あ っ て も 軽 視 す る こ と は 出 来

な い 。 こ の よ う な 不 適 当 な 繁 殖 域 に お い て も ， 広 く 応 用 で き る 技 術

的 な 保 全 手 法 の 確 立 が 求 め ら れ る 。 こ こ で は ， 図 - 4 . 2 . 1 ,  4 . 2 . 2 の 例

年 本 種 が 1 0 0 卵 嚢 以 上 産 卵 す る も の の ほ ぼ 全 卵 が 流 亡 す る U 字 溝 に

お い て ，個 体 数 の ボ ト ム ア ッ プ の 可 能 性 を 探 る た め ，U 字 溝 に 流 亡・
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枯 渇 防 止 構 造 を 加 え て 卵 嚢 数 ・ 成 体 数 の モ ニ タ リ ン グ を 実 施 し た 。  
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図 - 4 . 2 . 1  古 い U 字 溝 内 で 観 察 さ れ る 成 体  

 

   

図 - 4 . 2 . 2  調 査 地 の U 字 溝  
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４ ． ２ ． ２  調 査 対 象 地 お よ び 方 法  

神 奈 川 県 横 須 賀 市 池 上 に 位 置 す る 本 種 の 産 卵 地 は ， 図 - 4 . 2 . 3 の よ

う に 樹 林 地 に 隣 接 す る U 字 溝 で あ る 。以 前 は 樹 林 内 に 存 在 す る 池 に

産 卵 し て い た が ， 2 0 0 0 年 以 降 こ の 池 に 水 域 が 生 じ な く な っ た た め ，

U 字 溝 で 産 卵 す る よ う に な っ た 。2 0 0 7 年 は 1 5 0 卵 嚢 ，2 0 0 8 年 は 1 9 8

卵 嚢 が 確 認 さ れ て お り ， 三 浦 半 島 内 で は 比 較 的 大 規 模 な 繁 殖 集 団 で

あ る （ 小 田 谷 ほ か  2 0 11）。  

こ の U 字 溝 1 5  m の 区 域 内 に 卵 嚢 の 流 失 を 抑 制 す る 木 製 の 堰 を 設

置 し ，人 工 的 に 水 深 0～ 2  c m で 距 離 5 0  c m の 浅 水 域 と 水 深 5～ 1 5  c m

で 距 離 2 0 0  c m の 深 水 域 を 交 互 に 6 箇 所 設 け た （ 図 - 4 . 2 . 4）。 調 査 は

2 0 0 9 年 1 月 ～ 4 月 に 9 回 ，2 0 1 0 年 1～ 4 月 に 8 回 産 卵 数 お よ び 成 体

数 の カ ウ ン ト を 実 施 し ， 浅 水 域 お よ び 深 水 域 で の 比 較 を 行 っ た 。  
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４ ． ２ ． ３  調 査 結 果  

卵 嚢 は そ の ほ と ん ど が U 字 溝 内 の 壁 面 や 落 葉 落 枝 な ど に 付 着 し た

状 態 で 確 認 さ れ た 。 2 0 0 9 年 は 1 2 8 卵 嚢 ， 2 0 1 0 年 は 11 7 卵 嚢 を 確 認

し ， 2 0 0 7～ 0 8 年 か ら 若 干 減 少 し て い る も の の 毎 年 1 0 0 卵 嚢 以 上 を

確 認 で き た（ 表 - 4 . 2 . 1， 4 . 2 . 2）。 2 0 0 9 年 は 浅 水 域 で 8 6 卵 嚢（ 1  m あ

た り 2 8 . 6 卵 嚢 ），深 水 域 で 4 2 卵 嚢（ 1  m あ た り 3 . 5 卵 嚢 ）が 確 認 さ

れ た （ 図 - 4 . 2 . 5）。 2 0 1 0 年 は 浅 水 域 で 3 4 卵 嚢 （ 1  m あ た り 11 . 3 卵

嚢 ）， 深 水 域 で 8 3 卵 嚢 （ 1  m あ た り 6 . 9 卵 嚢 ） が 確 認 さ れ ， 程 度 は

異 な っ た も の の 両 年 と も 浅 水 域 に 卵 嚢 の 集 中 が 見 ら れ た 。 2 カ 年 を

合 計 す る と ， 浅 水 域 で は 1  m あ た り 4 0 卵 嚢 ， 深 水 域 で は 1  m あ た

り 1 0 . 4 卵 嚢 と 浅 水 域 で 4 倍 多 く 確 認 さ れ た 。  

成 体 数 で は ， 2 0 0 9 年 は 浅 水 域 で 1 3 個 体 （ 1  m あ た り 4 . 3 個 体 ），

深 水 域 で 3 4 個 体 （ 1  m あ た り 2 . 8 個 体 ） が 確 認 さ れ た 。 2 0 1 0 年 は

浅 水 域 で 3 3 個 体 （ 1  m あ た り 11 個 体 ）， 深 水 域 で 9 0 個 体 （ 1  m あ

た り 7 . 5 個 体 ） が 確 認 さ れ ， 浅 水 域 が 若 干 上 回 る も の の 大 き な 差 は

見 ら れ な か っ た 。 2 カ 年 を 合 計 す る と ， 浅 水 域 で は 成 体 は 1 5 個 体 ，

深 水 域 で は 1  m あ た り 1 0 . 3 個 体 と ど ち ら の 環 境 で も 同 程 度 に 確 認

で き た 。  
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表 - 4 . 2 . 1  2 0 0 9 年 の 卵 嚢 数 お よ び 成 体 数  

区間 距離（cm） 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀
上流 深水１ 200 10 1 1 4

浅水１ 50 2 4
深水２ 200 2 2 2 5 1 3 4 1
浅水２ 50 48 1 23 2
深水３ 200 2 1 3 1 7 1
浅水３ 50 1 1 1 1
深水４ 200 2 1 1 1 1
浅水４ 50 1 1 2 7
深水５ 200 1 2 3 5 1 1 1 2 2
浅水５ 50 1
深水６ 200 1

下流 浅水６ 50 2 1
合計 浅水域 卵嚢 48 24 4 2 1 7 86

浅水域 成体 2 4 6 1 13
深水域 卵嚢 14 2 4 4 4 12 2 42
深水域 成体 4 4 11 3 6 2 1 2 1 34

2月22日 3月8日 3月17日 3月23日3月21日1月4日 1月27日 1月31日 2月15日

 
 

 

 

表 - 4 . 2 . 2  2 0 1 0 年 の 卵 嚢 数 お よ び 成 体 数  

区間 距離（cm）卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀ 卵嚢 ♂ ♀
上流 深水１ 200 2 1

浅水１ 50 2 4 1 2 2
深水２ 200 4 4 2 4 1 4 10 4 2 1
浅水２ 50 4 1 1 2 1 3 1 2 1
深水３ 200 5 8 1 7 3 9 5 4 1 1 5
浅水３ 50 2 1 4 1 2 2 3 2
深水４ 200 1 3 4 3 6 1 1 4 1 9 3 4 1
浅水４ 50 2 1 1 2 1 2 1 2 3
深水５ 200 8 4 1 2 4 2 1 2 3
浅水５ 50 1 2 3 1
深水６ 200 3 2 3 2 3 1 3

下流 浅水６ 50 1 2
合計 浅水域 卵嚢 4 1 4 8 7 10 34

浅水域 成体 4 2 5 2 5 3 8 3 1 33
深水域 卵嚢 1 12 13 18 19 14 5 1 83
深水域 成体 6 15 18 2 19 9 8 1 12 90

1月29日 2月9日 2月13日 2月17日 2月21日 3月3日 3月8日 3月14日
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図 - 4 . 2 . 5  U 字 溝 1  m あ た り の 平 均 卵 嚢 数 お よ び 成 体 数  
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４ ． ２ ． ４  考 察  

2 0 1 0 年 時 点 で の 本 種 の 推 定 成 体 数 は 1 4 6 個 体 で あ り ，1 0 0 年 後 の

9 5 %生 存 の 最 小 存 続 可 能 個 体 数 （ Ｍ Ｖ Ｐ ） の 1 0 0 個 体 を 上 回 っ て い

る た め ， 現 時 点 で 保 全 策 を 講 じ れ ば 遺 伝 的 多 様 性 も 保 た れ 将 来 に わ

た っ て 存 続 で き る 繁 殖 集 団 で あ る と 判 断 で き た 。  

卵 嚢 確 認 場 所 は 浅 水 域 で 1 2 0 卵 嚢 ，深 水 域 で 1 2 5 卵 嚢 と ほ ぼ 同 数

が 確 認 さ れ た が ， 単 位 距 離 あ た り で は 浅 水 域 で 4 倍 多 く 確 認 さ れ ，

選 好 性 が 認 め ら れ た 。 浅 水 域 の 水 深 は 卵 嚢 全 体 が 水 に 浸 る か 若 干 上

部 が 空 気 中 に 出 る 程 度 し か な く 卵 嚢 が 座 礁 し て い る よ う な 状 態 で あ

る た め ， 水 流 で 卵 嚢 が 移 動 す る こ と は な い 。 一 方 深 水 域 で は ， 卵 嚢

は 常 に 水 流 の 影 響 を 受 け ，下 流 側 に 引 っ 張 ら れ る 力 が 加 わ っ て い る 。

U 字 溝 の よ う に 卵 嚢 の 流 失 が 危 惧 さ れ る 産 卵 地 で は ， 成 体 が 意 図 的

に 卵 嚢 の 固 定 能 力 の 強 い 箇 所 に 選 ん で 産 卵 し た も の と 思 わ れ る 。  

成 体 は 浅 水 域 で 4 6 個 体 ， 深 水 域 で 1 2 4 個 体 確 認 さ れ ， 単 位 距 離

あ た り で は 両 者 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 確 認 さ れ た の は ほ

と ん ど が オ ス の 成 体 で あ る 。 本 種 の オ ス は 産 卵 場 所 に テ リ ト リ ー を

持 ち ， 産 卵 可 能 な メ ス が 来 る の を 待 機 す る 習 性 が あ る が ， そ の た め

に い ず れ の 水 路 構 造 で も ほ ぼ 一 定 の 間 隔 で 確 認 さ れ る も の と 思 わ れ

る 。 こ の よ う に ， U 字 溝 の 構 造 を 工 夫 す る こ と で 産 卵 適 地 と 成 体 の

繁 殖 待 機 場 所 を 創 出 す る こ と も 可 能 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  
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４ ． ３  小 括  

 

三 浦 半 島 中 部 の 丘 陵 地 谷 底 を 流 れ る 沢 お よ び 耕 作 放 棄 後 の 谷 戸 田

跡 地 や 旧 水 路 を 浸 食 し て 形 成 さ れ た リ ル 状 の 流 路 に お け る ト ウ キ ョ

ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 卵 嚢 分 布 状 況 お よ び 流 失 割 合 を 検 討 し た 。2 0 0 9

～ 1 0 年 の 調 査 に よ り ， 4 地 区 で 5 3 4 卵 嚢 が 確 認 さ れ た 。降 雨 に よ る

流 速 変 化 が 比 較 的 安 定 し て い る 「 沢 」 で は ， 地 下 水 路 や 淵 で の 卵 嚢

の 流 失 が 少 な か っ た 。「 リ ル 状 流 路 」 で は ， 各 水 路 構 造 1  m あ た り

に お け る 卵 嚢 数 は い ず れ も 「 沢 」 よ り 多 か っ た が ， 流 失 割 合 が 全 体

的 に 高 く （ 7 1～ 9 5 %）， 残 存 卵 嚢 数 で は い ず れ も 「 沢 」 を 下 回 っ た 。

「 リ ル 状 流 路 」 に お い て は ， 耕 作 放 棄 さ れ た た め に 止 水 環 境 が 消 失

し た う え ， 水 路 で は 卵 嚢 の 大 半 が 流 失 し ， 本 種 の 個 体 群 維 持 に と っ

て 大 き な 問 題 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の た め ， 水 田 状 の 安 定 し

た 止 水 環 境 の 確 保・創 出 が 本 種 の 保 全 に 重 要 と 考 え ら れ る 。一 方「 沢 」

で は ， 地 下 水 系 の 保 全 を 含 め ， 水 路 構 造 の 多 様 性 や 一 定 の 流 定 距 離

を 確 保 し ， 産 卵 可 能 か つ 流 失 リ ス ク の 低 い 水 路 構 造 を 水 路 全 域 に 確

保 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

次 に ，卵 嚢 の 流 亡 率 が 高 い と 判 断 さ れ る U 字 溝 に お い て ，ト ウ キ

ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ が 繁 殖 可 能 と な る 改 善 策 を 検 討 し た 。1 5  m の 区

間 に 卵 嚢 の 流 亡 を 抑 制 す る 堰 を 設 置 し ，水 深 0～ 2  c m の 浅 水 域 と 水

深 5～ 1 5  c m の 深 水 域 を 交 互 に 6 箇 所 設 け て 2 0 0 9～ 1 0 年 に 産 卵 数 を

調 査 し た 。 1  m あ た り 浅 水 域 4 0 卵 嚢 ， 深 水 域 1 0 卵 嚢 と 浅 水 域 で 多

く 確 認 さ れ た が ，成 体 は 浅 水 域 1 5 個 体 ，深 水 域 1 0 個 体 と ど ち ら の

環 境 で も 確 認 さ れ た 。 こ の よ う に ， U 字 溝 の 構 造 を 工 夫 す る こ と で
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産 卵 適 地 と 成 体 の 繁 殖 待 機 場 所 を 創 出 す る こ と が 可 能 と な っ た 。  

こ れ ら の 結 果 か ら ， ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ に つ い て は 生 息 域

内 の 繁 殖 水 域 の 微 構 造 に よ っ て 繁 殖 が 左 右 さ れ る た め ， 本 種 生 息 環

境 の 保 全 管 理 に は よ り 詳 細 な 配 慮 が 必 要 と い え る 。  
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第 ５ 章  三 浦 半 島 を 事 例 に し た 市 民 参 加 に よ る 保 全 の 意 義 と 課 題  

 

５ ． １  は じ め に  

 

こ れ ま で の 事 例 研 究 に よ り ， 特 に 神 奈 川 県 三 浦 半 島 な ど の 都 市 化

の 進 ん だ 地 域 で は 里 山 の 生 物 の 生 息 拠 点 と な っ て い る 谷 戸 田 に お い

て 両 生 ・ 爬 虫 類 の 生 息 環 境 の 減 少 ， 孤 立 が 進 ん で お り ， か ろ う じ て

潜 在 的 な 生 物 相 の 一 部 が 維 持 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 谷

戸 の 特 性 お よ び 生 態 的 ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 に よ る カ エ ル 類 保 全 の 保 全

に は ， 水 田 等 の 農 的 な 水 辺 環 境 の 保 全 や 管 理 が 重 要 で あ る こ と が 示

さ れ た 。 す な わ ち ， 谷 戸 環 境 を 特 徴 づ け る ア カ ガ エ ル 類 や ト ウ キ ョ

ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ を 指 標 と す る と ， 個 々 の 谷 戸 形 状 を 維 持 し て で き

る だ け 水 辺 と 周 辺 樹 林 地 と の 連 続 性 を 保 ち ，3 0 0  m 2 程 度 で も 湿 田 耕

作 を 行 う こ と が 必 要 で あ り ， ニ ホ ン イ シ ガ メ 等 に 目 を 向 け れ ば 同 時

に 4 . 5  h a 以 上 の 広 域 的 な 視 野 か ら の 生 態 的 ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 が 不

可 欠 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

こ う し た 地 域 環 境 保 全 の 展 開 状 況 と し て ， 特 に 都 市 周 辺 域 に お い

て は ， 行 政 は 愛 知 タ ー ゲ ッ ト に 代 表 さ れ る よ う に 生 物 多 様 性 を 社 会

経 済 活 動 の 中 で 主 流 化 し ， 都 市 住 民 を 中 心 に 里 山 の 価 値 認 識 の 高 ま

り か ら 農 的 な 管 理 作 業 の ア ク タ ー と し て ， 自 然 と の ふ れ あ い を 求 め

る 市 民 参 加 型 の 取 り 組 み が 注 目 さ れ て い る 。 そ こ で 三 浦 半 島 を 事 例

に ， 活 動 団 体 の 現 状 お よ び 参 加 者 の 意 識 を 調 べ ， 爬 虫 ・ 両 生 類 保 全

へ の 効 果 に つ い て 考 察 す る こ と と し た 。  
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５ ． ２  三 浦 半 島 地 域 の 特 性  

 

三 浦 半 島 地 域 は ， こ こ で は 横 須 賀 市 ， 逗 子 市 ， 三 浦 市 ， 葉 山 町 の

3 市 1 町 の 範 囲 と と ら え た 。面 積 1 6 7 . 3  k m 2，総 人 口 5 6 . 9  万 人 ，総

世 帯 数 2 4 . 3 万 世 帯 ， 樹 林 地 率 3 5 %の う ち 4 5 %が 保 全 に 関 す る 地 域

指 定 と な っ て い る （ 2 0 0 9 年 現 在 ）。 国 土 交 通 省 （ 2 0 0 4） に よ る 「 首

都 圏 イ ン フ ラ の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」 で は ， 三 浦 半 島 は 「 生 物 多 様 性

に 富 ん だ 緑 地 で あ り ， 歴 史 的 な 資 源 ， 良 好 な 景 観 が 存 在 し ， 多 く が

歴 史 的 風 土 保 全 区 域 や 近 郊 緑 地 保 全 区 域 等 に 指 定 さ れ て い る 」 と 分

析 さ れ て い る こ と か ら も ， 当 該 地 域 が 国 レ ベ ル で 地 域 環 境 保 全 の ケ

ー ス ス タ デ ィ と し て 着 目 さ れ て い る こ と が 伺 え る（ 図 - 5 . 2 . 1）。そ の

上 で 「 三 浦 半 島 地 域 で は ， 農 業 ， 水 産 業 ， レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 等

の 自 然 環 境 の 利 活 用 ニ ー ズ が 高 い こ と か ら ， 自 然 環 境 の 保 全 と の 両

立 を 目 指 し た 農 業 や 水 産 業 の 推 進 ， 自 然 と の ふ れ あ い を 中 心 と す る

各 種 活 動 プ ロ グ ラ ム の 充 実 ， 緑 地 の 利 活 用 に 向 け た 動 線 や 情 報 の ネ

ッ ト ワ ー ク 化 ， 自 然 環 境 の 利 活 用 の ル ー ル づ く り と そ の 徹 底 や 自 然

環 境 教 育 の 実 施 ， 観 光 資 源 活 用 ， 事 業 者 と の 連 携 ， 観 光 客 の 誘 致 と

地 域 の 活 性 化 を 進 め る 」 と 位 置 づ け て い る 。  

ま た ， 県 レ ベ ル で は 本 地 域 の 環 境 特 性 と し て 「 特 異 な 地 質 地 形 を

も ち ，生 態 学 的 に も 恵 ま れ た 」，「 良 好 な 自 然 景 観 を 有 し て い る 」，「 貴

重 な 自 然 植 生 や 生 物 が 存 在 す る 」 地 域 と し て 自 然 環 境 に 優 れ た 地 域

と 位 置 づ け ，ま た ，「 観 光 レ ク リ エ ー シ ョ ン 地 域 と し て 発 展 し て い る 」，

あ る い は 「 レ ク リ エ ー シ ョ ン 資 源 と し て 価 値 の 高 い 」 地 域 と し て ，

人 と の 深 い 関 わ り を 持 つ 地 域 と 位 置 づ け て い る 。さ ら に ，「 雨 水 や 地
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下 水 の 保 水 や 涵 養 機 能 が 高 い 」，「 崖 崩 れ や 地 滑 り の 危 険 の 高 い 地 域

が 存 在 す る 」 地 域 と し ， 地 質 上 の 環 境 特 性 を 記 述 し て い る （ 神 奈 川

県  1 9 9 0）。 そ の 一 方 で ， ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ ， シ ュ レ ー ゲ ル

ア オ ガ エ ル ， シ ロ マ ダ ラ ， ニ ホ ン イ シ ガ メ な ど の 両 生 ・ 爬 虫 類 に つ

い て も「 生 息 で き る 環 境 は 急 激 に 減 少 し つ つ あ る 」と の 記 述 が あ り ，

そ の 後 2 5 年 間 の う ち に そ の 状 況 を 打 開 す る こ と が で き て い な い ば

か り か ， ニ ホ ン イ シ ガ メ に つ い て は 地 域 絶 滅 状 態 に 至 っ て い る 。  

こ の よ う に 丘 陵 の 面 的 な 保 全 は 一 定 割 合 認 め ら れ る 一 方 で ， 三 浦

半 島 で 特 徴 的 な 生 物 相 は 減 少 し て い る 。特 徴 的 な 里 山 景 観 で あ る「 谷

戸 田 」 は 1 9 7 0 年 代 以 降 急 速 に 消 失 し ， 現 在 で は 飛 び 地 的 に 残 存 す

る に 留 ま り（ 図 - 5 . 2 . 2），多 く が 営 農 の 役 割 を 離 れ 休 耕 田 と な っ て お

り ， 一 部 が 市 民 活 動 で の 活 用 が さ れ て い る 。 三 浦 半 島 に お け る 自 然

保 護 活 動 は 歴 史 が 古 く ， 現 在 で も 活 動 を 続 け て い る 「 三 浦 半 島 自 然

保 護 の 会 」 や 各 分 野 の 自 然 誌 調 査 な ど は 1 9 5 0 年 代 か ら 記 録 が 残 っ

て い る 。 同 会 は 横 須 賀 市 博 物 館 と 連 携 し な が ら ， 機 関 誌 「 自 然 の た

よ り 」 の 発 行 と 月 例 自 然 観 察 会 に よ っ て 自 然 保 護 思 想 の 普 及 を 進 め

て き た （ 藤 沢  2 0 11）。 非 農 家 で あ る 市 民 が ア ク タ ー と な り 谷 戸 田 を

保 全 管 理 す る 活 動 は ， 三 浦 半 島 で は 1 9 9 5 年 に 1 団 体 が 活 動 を 開 始

し た 。 都 市 の 人 と 自 然 と の 距 離 が 遠 ざ か っ て い る こ と ， 都 市 の 人 は

谷 戸 田 の お 客 さ ん で し か な い こ と を 痛 切 に 感 じ た 発 起 人 が ， 谷 戸 田

の 環 境 保 全 活 動 を 葉 山 町 長 柄 で 展 開 し た の が 三 浦 半 島 地 域 で の 復 田

の 始 ま り で あ る （ 金 田  1 9 9 9）。 以 降 2 0 1 4 年 現 在 同 様 の 活 動 は 葉 山

町 上 山 口 ， 葉 山 町 長 柄 ， 横 須 賀 市 長 井 ， 横 須 賀 市 長 井 ， 横 須 賀 市 長

沢 ， 横 須 賀 市 長 坂 ， 横 須 賀 市 芦 名 ， 横 須 賀 市 芦 名 ， 横 須 賀 市 野 比 ，
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横 須 賀 市 津 久 井 ， 横 須 賀 市 池 上 ， 三 浦 市 初 声 町 の 1 3 箇 所 で 活 動 が

展 開 さ れ て い る 。 3 . 3 よ り 対 象 地 域 で の カ エ ル 類 在 来 種 6 種 の 生 息

確 認 種 数 を 比 較 す る と ， 復 田 活 動 の あ る 1 3 箇 所 で は 平 均 2 . 7 種 で

あ り ， 全 体 1 6 7 箇 所 の 平 均 1 . 3 種 と 比 較 し て 多 く な っ て い る 。  

こ の よ う に 三 浦 半 島 は 都 市 近 郊 域 特 有 の 社 会 特 性 を も ち ， 耕 作 放

棄 さ れ た 谷 戸 田 が 多 く 保 全 活 動 が 盛 ん で 比 較 可 能 な こ と か ら ， 当 該

地 域 の 活 動 例 を 調 査 対 象 と し た 。  
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図 - 5 . 2 . 1  「 首 都 圏 に お け る 都 市 環 境 イ ン フ ラ の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」

に お け る 「 保 全 す べ き 自 然 環 境 」（ 国 土 交 通 省  2 0 0 4）  
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図 - 5 . 2 . 2  水 田 の 減 少 （ 1 9 5 0 年 代 ～ 2 0 0 0 年 代 ）  

国 土 地 理 院 発 行 の 三 浦 半 島 地 域 の 地 形 図 、 空 中 写 真 お よ び 3 . 3 に お

け る 結 果 か ら 耕 作 水 田 を 着 色 し た  
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５ ． ３  活 動 者 へ の ア ン ケ ー ト 調 査  

 

そ の う ち 活 動 内 容 の 比 較 が 可 能 で あ っ た 5 箇 所 （ 横 須 賀 市 長 坂

N 1 2  ， 長 沢 S 2 0， 芦 名 N 1 4， 芦 名 N 5 8， 長 井 S 0 1） で ， 活 動 状 況 の

把 握 と 参 加 者 意 識 に つ い て 分 析 し ， 第 2～ 4 章 と の 対 応 を み た （ 表

- 5 . 3 . 1）。 5 箇 所 を 合 計 す る と ， 活 動 日 数 は の べ 7 2 日 ， 参 加 者 数 の

べ 1 , 1 3 3 名 に わ た り ， 1 箇 所 ご と で は 平 均 年 間 1 4 日 ， 各 回 平 均 1 6

名 参 加 と な っ て い た 。  

活 動 参 加 者 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 を 2 0 1 4 年 に 実 施 し ， 参 加 動 機 お

よ び 生 物 多 様 性 保 全 が 活 動 の モ チ ベ ー シ ョ ン と な っ て い る か に 着 目

し て 質 問 し た 。 ア ン ケ ー ト は 各 地 区 で の 活 動 日 に 筆 者 が 出 向 き ， そ

の 場 で 配 布 ，5 8 名 か ら 回 収 し た 。ア ン ケ ー ト 結 果 に よ る 活 動 者 の 過

半 数 の 属 性 と し て は ， 参 加 動 機 は 「 子 供 に 環 境 教 育 や 自 然 体 験 を さ

せ た か っ た か ら 」 が 最 も 多 く な っ て い た 。 参 加 頻 度 は 「 毎 月 」 ま た

は「 数 ヶ 月 に 一 度 」，住 ま い は 三 浦 半 島 内 が 最 も 多 か っ た 。そ の 活 動

を 通 し て 「 里 山 の 生 き 物 の 保 全 に 役 立 っ て い る 」 と い う 実 感 を 得 て

お り ， 爬 虫 ・ 両 生 類 を 「 好 き 」 と 回 答 し て い た （ 表 - 5 . 3 . 2）。  



 - 175 - 

 

 

 

表 - 5 . 3 . 1  活 動 箇 所 に お け る 活 動 状 況  

N12 N14 N58 S01 S20 合計
年間活動日数(2013年10月-2014年9月） 26 11 7 9 19 72
年間参加者数(2013年10月-2014年9月） 375 167 51 144 396 1,133
活動開始年 2,013 2,014 2,011 2,013 2,010
谷戸田面積（㎡） 5,024 11,584 3,530 4,783 4,907 29,828
復田面積(㎡） 386 417 162 198 1,846 3,009
復田割合（％） 8 4 5 4 38
植生段階 4 3 1 2 2
両生類種数(2013年6月～10月日中目視調査) 2 2 2 1 3  

植 生 段 階  １ ： 耕 作 水 田 ， ２ ： 湿 生 低 茎 草 地 ， ３ ： 湿 生 高 茎 草 地 ，

４ ： 乾 生 草 地 ， ５ ： 樹 林 と し た  
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表 - 5 . 3 . 2  活 動 箇 所 に お け る 回 答 結 果 （ %）  

 

 

活動箇所 N12 N14 N58 S01 S20
回答数 25 8 4 9 12

1 参加した動機を教えてください。1番目 里山の生き物を自分の手で守りたかったから 4 0 25 0 25
子供に環境教育や自然体験をさせたかったから 32 63 50 78 42
おいしいお米や里山の恵みを味わいたかったから 16 13 25 11 17
自然の中で体を動かしたかったから 16 13 0 11 8
里山に関する学習や研究をしたかったから 8 0 0 0 8
人生の中でとにかく様々なことを体験したいから 20 0 0 0 0
他の里山保全活動に活かしたかったから 4 13 0 0 0

参加した動機を教えてください。２番目 里山の生き物を自分の手で守りたかったから 8 13 0 0 0
子供に環境教育や自然体験をさせたかったから 4 0 25 0 33
おいしいお米や里山の恵みを味わいたかったから 8 25 50 33 25
自然の中で体を動かしたかったから 28 25 0 11 25
里山に関する学習や研究をしたかったから 16 13 25 33 0
人生の中でとにかく様々なことを体験したいから 24 25 0 22 17
他の里山保全活動に活かしたかったから 12 0 0 0 0

2 里山の生き物は好きですか とてもそう思える 52 50 100 67 33
そう思える 36 38 0 33 67
どちらでもない 12 0 0 0 0
あまり思えない 0 13 0 0 0
全く思えない 0 0 0 0 0

3 里山の爬虫類・両生類は好きですか とてもそう思える 48 38 50 56 25
そう思える 40 50 0 33 58
どちらでもない 12 0 50 11 17
あまり思えない 0 13 0 0 0
全く思えない 0 0 0 0 0

4 この活動を通して、里山の生き物の保全に役立っている実感がありますかとてもそう思える 24 25 50 11 25
そう思える 52 75 50 44 50
どちらでもない 16 0 0 33 17
あまり思えない 8 0 0 0 8
全く思えない 0 0 0 11 0

5 他にも里山の生物多様性保全活動に参加していますか 複数団体に所属し運営している 20 13 25 0 0
複数団体に参加者として参加している 24 13 0 11 17
この活動のみ参加している 56 75 75 89 83

6 どちらからいらっしゃいましたか 市内在住 80 88 100 0 83
隣接市在住 16 13 0 0 17
神奈川県内 4 0 0 78 0
東京都 0 0 0 22 0
千葉埼玉静岡 0 0 0 0 0
さらに遠方 0 0 0 0 0

7 この活動にどれくらいの頻度で参加していますか ほぼ毎週 0 0 100 0 25
ほぼ毎月 76 0 0 33 50
数ヶ月に一回 24 88 0 56 25
年に一回 0 0 0 0 0
初めて 0 13 0 11 0

8 年齢を教えてください 10代未満 0 0 0 33 0
10代 0 0 0 33 0
20代 8 0 50 0 8
30代 12 88 25 22 25
40代 12 13 25 11 42
50代 24 0 0 0 8
60代 28 0 0 0 17
70代 16 0 0 0 0
80代以上 0 0 0 0 0

9 ご職業を教えてください 学生 0 0 0 67 0
会社員 40 13 75 22 25
団体職員 12 0 0 0 0
農家・漁師 4 0 25 0 0
自営業 4 13 0 0 8
専業主婦（主夫） 0 63 0 11 42
定年後 16 0 0 0 8
フリーター 4 0 0 0 0
休業中 8 0 0 0 8
その他 12 13 0 0 8
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５ ． ４  市 民 活 動 に よ る 谷 戸 田 で の 両 生 ・ 爬 虫 類 保 全 の 効 果 と 戦 略  

 

活 動 の 効 果 と し て ， 地 域 内 の 谷 戸 に お け る 両 生 類 の 確 認 種 数 の 平

均 は 1 . 3 種 で あ る の に 対 し ，活 動 の あ る 1 3 箇 所 の 平 均 は 2 . 7 種 で あ

り ， 活 動 地 に お け る 多 様 性 は 高 か っ た う え ， ア カ ガ エ ル 類 の 卵 塊 数

は ， 活 動 年 数 が 5 年 以 上 の 2 箇 所 で 卵 塊 が 大 幅 に 増 加 し て お り ， 個

体 数 の 増 加 に も 寄 与 し て い た 。 活 動 箇 所 の 植 生 段 階 は 平 均 2 . 4 で あ

り ， 全 1 6 7 箇 所 の 平 均 3 . 6 を 当 然 下 回 っ て い る 。 復 田 活 動 に よ る 水

辺 創 出 で 植 生 遷 移 を 抑 制 し て い る こ と か ら ， も し 活 動 を 停 止 し た 場

合 ， 農 家 が 休 耕 し た の と 同 様 に 植 生 段 階 の 進 行 に よ り 多 様 性 は 損 な

わ れ る と 考 え ら れ る（ 図 - 5 . 4 . 1）。活 動 へ の 参 加 動 機 に は 環 境 教 育 的

な 内 容 が 重 視 さ れ ， 生 き 物 の 保 全 を モ チ ベ ー シ ョ ン と し て 近 代 的 な

圃 場 整 備 の な い 「 谷 戸 田 」 を 中 心 と し た 広 範 囲 な 緑 地 を 伝 統 的 な 耕

作 手 法 に 近 い 環 境 管 理 を し て い る こ と が 確 認 さ れ ， 保 全 と 活 用 の ニ

ー ズ の 合 致 が あ る と 判 断 さ れ た 。  

し か し な が ら ， 活 動 の 継 続 性 や 土 地 の 権 利 関 係 等 ， 社 会 的 な 制 約

も あ る ほ か ， 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 で の 市 民 活 動 に つ い て 絶 大 な 波 及 効

果 も 確 認 さ れ て い な い 。活 動 の み ら れ る 箇 所 は 現 在 1 6 7 箇 所 の う ち

1 3 箇 所 と 少 数 で あ り ，今 後 社 会 的 な 課 題 を 解 決 し な が ら 展 開 す る 必

要 が あ ろ う 。  
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図 - 5 . 4 . 1  復 田 活 動 に よ る 効 果 の イ メ ー ジ  

※植 生 段 階 ： 谷 底 面 の 植 生 遷 移 が 進 行 す る と 値 は 高 く な る と し た  

 

値 

復 田 開 始  時 間  

植 生 段 階  

ア カ ガ エ ル 卵 塊 数  

水 域 面 積  
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第 ６ 章  総 合 考 察  

 

本 研 究 は ， 爬 虫 ・ 両 生 類 の 生 息 規 定 要 因 か ら 水 辺 を 有 す る 緑 地 環

境 の 保 全 技 術 の 蓄 積 と ， 得 ら れ た 知 見 を 活 か す た め の 手 段 と し て 市

民 活 動 に よ る 保 全 の 効 果 の 検 証 を 目 的 と し た も の で あ る 。 ま ず こ れ

ま で の 各 論 で 得 ら れ た 知 見 を 再 確 認 し た い 。 こ れ ま で の 考 察 か ら ，

水 辺 の 爬 虫 類 の 指 標 と し て 選 定 し た ニ ホ ン イ シ ガ メ に は ， 水 域 ・ 陸

域 の 緑 地 間 の 移 動 障 害 の 無 い 少 な く と も 4 . 5  h a 以 上 の 広 範 囲 な 緑

地 の 確 保 が 必 要 で あ り ， 高 度 な 緑 地 区 域 の 保 全 が 求 め ら れ た 。 カ エ

ル 類 は 機 械 集 約 型 の 水 稲 栽 培 で あ っ て も 水 田 地 域 内 に 年 間 を 通 し た

湿 田 的 環 境 が 存 在 す る こ と で 種 の 多 様 性 は 確 保 さ れ ， 耕 作 放 棄 等 に

よ り 脆 弱 に な っ た 個 体 群 の 安 定 的 な 保 全 に は 約 3 0 0  m 2 以 上 確 保 す

る こ と な ど ， 水 田 環 境 の 面 的 な 保 全 が 求 め ら れ た 。 さ ら に 首 都 圏 近

郊 で 気 性 と な っ て い る 両 生 類 と し て ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ を 対

象 と し ， よ り ミ ク ロ な 水 辺 構 造 に つ い て 研 究 し た 。 本 種 の 繁 殖 に は

多 様 な 水 路 構 造 や 谷 戸 田 状 の 止 水 域 の 確 保 な ど ， 伝 統 的 手 法 に よ る

水 辺 管 理 等 に よ る 繁 殖 水 域 の 形 成 ，維 持 が 求 め ら れ た 。こ の よ う に ，

本 研 究 で は ご く 一 部 の 指 標 種 を 用 い た が ， 適 切 な 環 境 整 備 に よ っ て

本 来 生 息 す べ き 爬 虫 ・ 両 生 類 相 の 復 元 が 可 能 で あ る と 示 さ れ た 。 こ

れ ら の 条 件 を 備 え た 緑 地 環 境 を ま と め る と ， 近 代 的 な 圃 場 整 備 を せ

ず 伝 統 的 耕 作 手 法 に 近 い 環 境 管 理 を と っ て い る 「 谷 戸 田 」 を 中 心 と

し た 4 . 5  h a 以 上 の 緑 地 と な っ た 。  

次 に ， 上 記 の 環 境 を 新 た な ア ク タ ー に よ り 保 全 し て い る 事 例 と し

て ， 神 奈 川 県 三 浦 半 島 地 域 に お け る 谷 戸 田 保 全 の 状 況 を 紹 介 し ， 保
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全 の 効 果 を 検 証 し た 。 対 象 地 域 は 首 都 圏 近 郊 に 位 置 し ， 市 民 に よ る

自 然 保 護 活 動 が 早 期 か ら 盛 ん で あ っ た 地 域 で あ る 。 谷 戸 田 に お け る

生 物 多 様 性 保 全 活 動 も 約 2 0 年 間 行 わ れ て お り ， そ の 中 で 5 つ の 事

例 を み た と こ ろ ， い ず れ も 環 境 教 育 や 生 物 多 様 性 が 活 動 者 の モ チ ベ

ー シ ョ ン と し て 挙 げ ら れ た 。 ま た ， 活 動 で は 実 際 に 復 田 を 行 っ て い

る こ と か ら ， 植 生 遷 移 の 進 行 を 抑 制 し ， 両 生 類 の 生 息 適 地 の 創 出 ，

維 持 に 寄 与 し て い た 。 た だ し 今 回 は ， 復 田 活 動 の 1 0 年 単 位 で の 保

全 効 果 の 検 証 に は 至 っ て お ら ず ， 長 期 的 な 効 果 の 検 証 は 今 後 も モ ニ

タ リ ン グ し て い く 必 要 が あ ろ う 。 根 本 的 な 課 題 は ， 社 会 的 な 制 約 も

あ っ て 活 動 の 広 が り が 途 上 で あ り ， 実 際 活 動 が 行 わ れ て い る の は 谷

戸 1 6 7 箇 所 の う ち 1 3 箇 所 に と ど ま っ て い る こ と で あ る 。  

今 後 の 当 該 地 域 で の 保 全 戦 略 と し て ， 地 域 で の 谷 戸 田 に お け る 生

物 多 様 性 保 全 の 配 置 計 画 を 行 い ， 自 治 体 や N P O が 中 心 と な っ て 新

た な ア ク タ ー に よ る 活 動 の 広 が り を 誘 引 す る 必 要 が あ る 。 保 全 が 必

要 な 箇 所 と し て ，半 径 5 0 0  m 以 内 に 両 生 類 の 生 息 地 が 無 く ，谷 戸 田

面 積 が 3 0 0  m 2 未 満 の 箇 所 を 除 外 し た 箇 所 は 1 6 7 箇 所 の う ち 1 4 2 箇

所 と な っ た 。 こ れ を 潜 在 的 生 息 域 と す る 。 次 に ， そ の 中 で 主 体 の 種

別 に か か わ ら ず 現 在 耕 作 活 動 が 行 わ れ て い な い 箇 所 は ， 1 4 2 箇 所 の

う ち 1 3 4 箇 所 と な っ た 。 こ れ を 復 田 が 必 要 な 生 息 域 と す る 。 そ の 中

で 湿 生 植 物 群 落 と な っ て い る 谷 戸 は 5 5 箇 所 ， 乾 生 植 物 群 落 に 遷 移

が 進 行 し て い る 谷 戸 は 7 9 箇 所 で あ っ た 。 5 5 箇 所 に つ い て は 比 較 的

早 期 に 簡 易 に 水 辺 環 境 の 保 全 が 行 え る こ と か ら ， 早 い 段 階 で の 個 体

群 の ボ ト ム ア ッ プ を 行 う こ と を 求 め た い 。7 9 箇 所 に つ い て は ，植 生

遷 移 の 進 行 等 に よ り 復 田 は 困 難 で あ る も の の ， 緑 の 量 だ け で な く 質
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の 確 保 の た め に ， 長 期 間 の 努 力 に よ っ て 水 辺 環 境 を 復 元 さ れ る べ き

で あ る 。こ れ ら に は ，市 民 活 動 に よ る 自 然 誌 の 探 求 が 不 可 欠 で あ り ，

常 に 生 物 情 報 を 活 動 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ な が ら 展 開 し て い く 必 要

が あ ろ う 。  

以 上 ， 本 研 究 に よ り ， 1 .爬 虫 ・ 両 生 類 を 指 標 と し て 水 辺 の 緑 地 保

全 策 を 検 討 で き ， 2 .種 に よ る 生 活 特 性 の 違 い に 着 目 し た 保 全 策 が 重

要 で あ り ， 3 .そ れ ら の 整 備 手 法 と そ の 担 い 手 の 両 者 が 揃 っ て 効 果 を

発 揮 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 自 然 誌 情 報 は ， 人 間 社 会 の 変 化 に 伴 い

絶 え ず 変 化 し て い る 。 里 山 の よ う な 地 域 環 境 を こ れ ま で 人 が し て き

た よ う に 長 期 的 に 形 成 ， 維 持 し て い く た め に は ， 今 後 も 保 全 技 術 の

向 上 に 寄 与 す る 生 息 情 報 の 蓄 積 は 引 き 続 き 継 続 し な け れ ば な ら な い 。

ま た ， 市 民 活 動 以 外 も 含 め た あ ら ゆ る 保 全 の 担 い 手 に つ い て も 検 討

を 重 ね ， 生 物 多 様 性 の 認 識 を 地 域 社 会 全 体 に 定 着 で き る よ う ， 努 力

し 続 け る こ と が 重 要 で あ る 。  
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S u m m a r y  

 

O n e  o f  t h e  e c o s y s t e m  t y p e s  u n i q u e  t o  t h e  J a p a n e s e  A r c h i p e l a g o  

i s  o p e n  s p a c e  c a l l e d  s a t o y a m a :  d i v e r s e  n a t u r a l  e n v i r o n m e n t s  

t h a t  h a v e  b e e n  m a i n t a i n e d  t h r o u g h  h u m a n  i n t e r v e n t i o n s  o v e r  

t h o u s a n d s  o f  y e a r s .  U r b a n i z a t i o n ,  m o d e r n i z a t i o n  o f  a g r i c u l t u r e  

a n d  o t h e r  e n v i r o n m e n t a l  c h a n g e s  o v e r  t h e  p a s t  h a l f - c e n t u r y  h a v e  

d i m i n i s h e d  b i o d i v e r s i t y  i n  s a t o y a m a  c o n s i d e r a b l y.  C o n t i g u o u s  

e n v i r o n m e n t s  c o m p r i s i n g  b o t h  w a t e r  a n d  l a n d  a r e  i m p o r t a n t  a s  

h a b i t a t  f o r  m a n y  J a p a n e s e  s p e c i e s  o f  r e p t i l e s  a n d  a m p h i b i a n s .  I n  

J a p a n  t o d a y,  1 8 . 6 %  o f  r e p t i l e  a n d  2 1 . 9 %  o f  a m p h i b i a n  s p e c i e s  a r e  

c o n s i d e r e d  t o  b e  e n d a n g e r e d .  

 

T h e  s u p p o r t e r s  o f  t h e  s a t o y a m a  e n v i r o n m e n t  a r e  a l s o  d i v e r s e ,  

i n c l u d i n g  n o t  o n l y  f a r m e r s  b u t  a l s o  v a r i o u s  v o l u n t e e r  g r o u p s .  I n  

t h i s  s t u d y,  I  h a v e  g a t h e r e d  e x a m p l e s  o f  o p e n  s p a c e  c o n s e r v a t i o n  

t e c h n i q u e s  f r o m  t h e  i n f o r m a t i o n  o n  h a b i t a t s  o f  r e p t i l e s  a n d  

a m p h i b i a n s ,  a n d  e x a m i n e d  c a s e s  o f  v o l u n t e e r  g r o u p  a c t i v i t i e s  i n  

s a t o y a m a  t o  v e r i f y  t h e i r  e f f e c t i v e n e s s  f o r  c o n s e r v a t i o n  o f  

e c o s y s t e m s .   

 

T h e  r e s u l t s  s h o w  t h a t  i t  w a s  i m p o r t a n t  t o  s e c u r e  a n  o p e n  s p a c e  

o f  5  h a  o r  l a r g e r  f o r  t h e  u n r e s t r i c t e d  m i g r a t i o n  o f  J a p a n e s e  p o n d  

t u r t l e  M a u r e m y s  j a p o n i c a .  A s  t h e  p r e s e n c e  o f  y e a r - r o u n d  w e t  
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p a d d y  f i e l d s  i n  p a d d y  r e g i o n s  i s  e s s e n t i a l  t o  f r o g s ,  t h e  

r e e s t a b l i s h m e n t  o f  r i c e  f a r m i n g  w a s  e f f e c t i v e .  F o r  To k y o  

s a l a m a n d e r  H y n o b i u s  t o k y o e n s i s ,  t h e  s t r u c t u r e  o f  t h e i r  b r e e d i n g  

g r o u n d s  w a s  i m p o r t a n t ,  r e q u i r i n g  t h e  p r e s e n c e  o f  v a r i e d  

w a t e r w a y s  a n d  s t a g n a n t  w a t e r  a r e a s  i n  Ya t o  （ m a r s h y  v a l l e y  

l a n d） .  A n  o p e n  s p a c e  t h a t  m e e t s  t h e s e  c o n d i t i o n s  w o u l d  b e  a  “ 4 . 5  

h a  o r  l a r g e r  o p e n  s p a c e  t h a t  i n c l u d e s  Ya t o  h a v i n g  a n  

e n v i r o n m e n t  m a n a g e d  b y  a  m e t h o d  s i m i l a r  t o  t r a d i t i o n a l  f a r m i n g  

w i t h o u t  m o d e r n  i n t e r v e n t i o n s ” .  

 

N e x t ,  I  s u r v e y e d  t h e  c u r r e n t  s t a t u s  o f  n a t u r e  c o n s e r v a t i o n  

g r o u p s  i n  t h e  M i u r a  P e n i n s u l a  a n d  t h e  a w a r e n e s s  l e v e l s  o f  t h e i r  

p a r t i c i p a n t s ;  I  i n v e s t i g a t e d  t h e  e f f e c t s  o f  t h e i r  a c t i v i t i e s  o n  t h e  

c o n s e r v a t i o n  o f  r e p t i l e s  a n d  a m p h i b i a n s .  R e s p o n s e s  t o  a  

q u e s t i o n n a i r e  i n d i c a t e d  t h a t  t h e  p a r t i c i p a n t s  f e l t  t h e i r  e f f o r t s  

w e r e  w o r t h w h i l e  f o r  t h e  e n v i r o n m e n t a l  e d u c a t i o n  o f  c h i l d r e n  a s  

w e l l  a s  t h e  p r o t e c t i o n  o f  l i v i n g  t h i n g s .  A s  w e t l a n d s  h a v e  b e e n  

m a i n t a i n e d  b y  t h e  r e s t o r a t i o n  o f  p a d d y  f i e l d s ,  t h e i r  a c t i v i t i e s  

a r e  e s s e n t i a l  n o w  f o r  t h e  S a t o y a m a  e n v i r o n m e n t  t h e y  c h o s e  t o  

c o n s e r v e .  

 

T h i s  s t u d y  c o n f i r m e d  t h e  f o l l o w i n g :  （ 1 ）  r e p t i l e s  a n d  

a m p h i b i a n s  c a n  b e  u s e d  a s  i n d i c e s  f o r  r e v i e w i n g  w a t e r s i d e  o p e n  

s p a c e  c o n s e r v a t i o n  m e a s u r e s ;  （ 2）  c o n s e r v a t i o n  m e a s u r e s  t h a t  
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f o c u s  o n  t h e  d i f f e r e n c e s  i n  l i f e c y c l e  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  v a r i o u s  

s p e c i e s  a r e  i m p o r t a n t ;  a n d  （ 3）  e f f e c t i v e  r e s u l t s  a r e  a c h i e v e d  

o n l y  w h e n  b o t h  t h e s e  c o n s e r v a t i o n  t e c h n i q u e s  a n d  a c t i v e  

s u p p o r t e r s  a r e  p r e s e n t .  I t  w i l l  b e  n e c e s s a r y  t o  c o n t i n u e  

d e v e l o p m e n t  o f  c o n s e r v a t i o n  t e c h n i q u e s .  D i s c u s s i o n  o n  

e x t e n d i n g  t h e  s c o p e  o f  c o n s e r v a t i o n  p a r t i c i p a n t s  b e y o n d  

v o l u n t e e r  g r o u p  a c t i v i t i e s  s h o u l d  a l s o  c o n t i n u e .
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摘 要  

 

日 本 列 島 に お け る 固 有 性 の 高 い 生 態 系 の 一 つ の タ イ プ に ， 多 様 な

自 然 環 境 に ヒ ト が 手 を 加 え 数 千 年 に わ た っ て 維 持 し て き た 里 山 と い

う 緑 地 環 境 が あ る 。 し か し ， 都 市 化 や 農 業 の 近 代 化 を 始 め と す る こ

の 半 世 紀 ほ ど の 環 境 変 化 は ， 里 山 に お け る 生 物 多 様 性 を 著 し く 減 少

さ せ て き た 。 日 本 の 爬 虫 類 と 両 生 類 の 多 く は ， 水 域 と 陸 域 の 連 続 し

た 環 境 を 主 要 な 生 息 環 境 と し て い る 。 爬 虫 類 で 1 8 . 6 % ， 両 生 類 で

2 1 . 9 %が 日 本 の 絶 滅 危 惧 種 と な っ て い る 。  

ま た ， 里 山 の 担 い 手 は 農 家 だ け で な く 市 民 活 動 団 体 な ど も あ り 多

様 で あ る 。 本 研 究 で は ， 両 生 類 や 爬 虫 類 の 生 息 情 報 か ら 緑 地 環 境 の

保 全 手 法 を 蓄 積 す る と と も に ， 実 際 に 里 山 で の 市 民 活 動 を 事 例 に 生

態 系 保 全 の 効 果 に つ い て 検 証 し た 。  

 

三 浦 半 島 に お け る 淡 水 生 カ メ 類 の 種 組 成 と 生 息 環 境 の 関 係  

外 来 種 の ア カ ミ ミ ガ メ が 5 4 . 9 %と 半 数 以 上 を 占 め て お り ， 次 い で

ク サ ガ メ 3 0 . 6 %， カ ミ ツ キ ガ メ が 5 . 3 %で あ っ た 。 こ れ ら の 上 位 3

種 が 全 体 の 9 0 . 8 %を 占 め て お り ， そ れ 以 外 の 種 は 少 数 で あ っ た 。 在

来 種 ニ ホ ン イ シ ガ メ が 2 . 5 %と 極 端 に 少 な く ，個 体 群 と し て は 既 に 崩

壊 し て い る こ と を 明 ら か に す る こ と が で き た 。 護 岸 化 さ れ て 他 の 水

域 や 樹 林 地 と の 連 続 性 が な く な っ た こ と と ， そ れ に 伴 い 幼 体 の 生 息

地 と な る 水 田 や 溜 池 等 に 移 動 で き な く な っ た こ と ， そ し て ク サ ガ メ

と の 交 雑 に よ り 純 粋 な 遺 伝 子 が 残 せ な く な っ た こ と が そ の 主 な 原 因

で あ る と 考 え ら れ る 。  
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市 街 地 の 流 水 域 に は 淵 と 抽 水 植 物 群 落 が 存 在 す る こ と が カ メ 類 の

生 息 に 最 低 限 必 要 で あ り ， 堰 堤 が 存 在 せ ず 緑 地 と 生 態 的 な 連 続 性 が

担 保 さ れ て い る こ と が ニ ホ ン イ シ ガ メ や ク サ ガ メ の 生 息 に 望 ま し い

と 推 察 さ れ た 。都 市 公 園 内 で は ，カ メ 類 の 個 体 数 は 全 体 的 に 多 い が ，

外 来 生 物 で あ る ア カ ミ ミ ガ メ の 割 合 が 高 ま っ て い た 。 こ れ は ， 都 市

公 園 外 の 水 域 よ り 人 の 利 用 頻 度 が 高 く ， 放 逐 圧 が 高 い た め と 推 察 さ

れ る 。  

 

神 奈 川 県 内 の 水 辺 公 園 に お け る カ ミ ツ キ ガ メ の 定 着 要 因 と 防 除 成 果  

小 松 ヶ 池 で は ，4 年 間 の 調 査 で 計 7 種 9 6 個 体 の カ メ 類 が 捕 獲 さ れ

た 。 こ の 内 ， カ ミ ツ キ ガ メ は 3 8 個 4 0 %と 最 も 高 い 割 合 を 占 め て い

た 。大 庭 遊 水 地 生 態 園 で は ，3 年 間 の 調 査 で 計 9 種 9 9 個 体 が 捕 獲 さ

れ た 。 こ の 内 ， カ ミ ツ キ ガ メ は 4 5 個 体 4 5 %と 最 も 高 い 割 合 を 占 め

て い た 。 本 種 が 地 域 の 水 辺 生 態 系 に 与 え る 影 響 と し て ， 今 回 は ゴ イ

サ ギ ， ニ ホ ン イ タ チ の 採 食 が 確 認 で き た も の の ， 量 的 に は ア メ リ カ

ザ リ ガ ニ ， 水 生 植 物 （ 主 に ヨ シ ） な ど 容 易 に 採 食 で き る 資 源 に 依 存

し て 生 活 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  

数 年 間 に わ た る カ ゴ 罠 に よ る 誘 因 捕 獲 の 結 果 ， 3 年 以 上 捕 獲 を 継

続 す る と 1～ 2 歳 の 個 体 の み と な り ， 大 半 の 大 型 個 体 が 捕 獲 さ れ る

こ と が 示 さ れ た 。 繁 殖 可 能 な 大 型 個 体 が い な い 状 態 を ， 最 後 に 孵 化

し た 個 体 の 成 熟 年 ま で 継 続 す れ ば ， 対 象 地 に お け る 本 種 の 新 規 の 繁

殖 は 起 こ ら な い こ と に な る 。 本 種 は お お む ね 5 歳 齢 前 後 で 成 熟 す る

た め ， 理 論 上 は 無 捕 獲 状 態 に な っ た 時 点 か ら 新 規 の 放 逐 を 防 ぎ つ つ

5 年 程 度 捕 獲 圧 を 維 持 す る こ と で ， 防 除 は 完 了 す る と 推 察 さ れ る 。  
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岐 阜 県 恵 那 市 の 農 村 環 境 に お け る ニ ホ ン イ シ ガ メ の 行 動 圏  

ニ ホ ン イ シ ガ メ 5 個 体 に つ い て G P S ロ ガ ー を 用 い て 農 村 環 境 に お

け る 行 動 圏 及 び そ の ハ ビ タ ッ ト の 構 成 を 明 ら か に し た 。 平 均 3 7 . 6

日 の 最 大 行 動 範 囲 は 溜 池 を 中 心 と し て 周 囲 の 水 田 ， 樹 林 地 等 に 及 び

つ つ も 一 定 の 範 囲 に お さ ま っ て お り ， 特 定 の 行 動 圏 内 で 生 活 し て い

る と 考 え ら れ た た 。そ の 範 囲 は 平 均 4 . 5  ± 0 . 5  h a  （ n = 5）で あ っ た 。

こ の 値 は ， ラ ジ オ テ レ メ ト リ ー を 用 い た 調 査 報 告 に お け る メ ス 成 体

の 平 均 0 . 4  h a に 対 し 1 0 倍 以 上 の 大 き い 値 で あ っ た 。  

本 種 は 地 域 に 賦 存 す る 土 地 利 用 を ま ん べ ん な く 利 用 し て い た 。 た

だ し ， 対 象 地 域 自 体 の 土 地 利 用 割 合 と の 比 較 か ら 溜 め 池 を や や 選 好

し ， 宅 地 を 忌 避 し て い る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 本 対 象 地 域 は 水 田 と 樹

林 地 が 卓 越 し て お り ， 両 方 の 土 地 利 用 で の 活 動 の 割 合 が 高 く な っ て

い た 。 一 般 に 本 種 は ， 採 集 方 法 等 か ら も 水 辺 の 生 物 と 認 識 さ れ て い

る が ， 樹 林 地 も 普 通 に ハ ビ タ ッ ト と し て 利 用 し て い た 。 樹 林 地 で の

活 動 が 本 種 の 生 活 上 必 須 か ど う か は 明 ら か で は な い が ， 水 田 や 溜 め

池 と い っ た 水 域 の み な ら ず 樹 林 地 で も 普 通 に 活 動 し て い る こ と が 示

さ れ た 。  

 

木 曽 川 河 口 域 の 干 拓 地 に お け る カ エ ル 類 の 分 布  

旧 海 岸 線 か ら 干 拓 地 に か け て の カ エ ル 類 の 進 出 状 況 の 傾 向 を 把 握

す る た め ，木 曽 川 に 平 行 し て ベ ル ト・ト ラ ン セ ク ト を 地 図 上 に 引 き ，

在 来 種 の カ エ ル 類 の 生 息 の 有 無 お よ び 生 息 量 の 多 寡 に つ い て 調 査 を

行 っ た 。 確 認 さ れ た 5 種 は ， 広 く 普 通 に 生 息 す る 種 （ ニ ホ ン ア マ ガ
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エ ル ，ヌ マ ガ エ ル ），中 程 度 に 偏 在 し て 分 布 す る 種（ ト ノ サ マ ガ エ ル ，

ダ ル マ ガ エ ル ）， 極 め て 稀 な 種 （ ニ ホ ン ア カ ガ エ ル ） の 3 グ ル ー プ

に 分 け ら れ た 。  

本 来 的 な 生 息 域 お よ び そ の 近 傍 の 干 拓 地 の み に 生 息 分 布 が 限 定 し

て い た ト ノ サ マ ガ エ ル は ， シ ン ク と な る 局 所 個 体 群 の 維 持 に 個 体 供

給 を よ り 必 要 と す る 種 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 こ れ に 対 し ダ ル

マ ガ エ ル は ， 本 来 的 な 生 息 域 と の 連 続 性 が 絶 た れ 新 た な 個 体 供 給 が

な く と も 局 所 個 体 群 を 維 持 で き る こ と が 確 認 さ れ た 。 両 種 は ， 圃 場

が 乾 燥 化 す る 時 期 に は 水 路 や 畦 に 移 動 す る が ， 本 地 域 で は 水 路 は 垂

直 面 に よ り 水 田 と 隔 絶 し て い る こ と ， 畦 も コ ン ク リ ー ト 製 で あ り 草

地 と し て 機 能 し て い な い 。 し か し 対 象 地 で は ， 両 種 の 生 息 環 境 と し

て 比 較 的 単 調 な 環 境 と な る 法 面 草 地 に 加 え て ， 植 生 や リ タ ー 層 ， 日

照 ・ 水 分 ・ 土 壌 条 件 等 が 多 様 と な る 灌 木 林 が 隣 接 す る こ と で ， 非 繁

殖 期 の 生 活 空 間 や 越 冬 空 間 が 補 完 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る 。  

 

濃 尾 平 野 に お け る 水 田 タ イ プ 別 の カ エ ル 類 の 種 組 成  

ま と ま っ て 一 様 な 水 田 耕 作 が な さ れ て い る 地 区 と し て ，Ⅰ .稲 田 ～

ハ ス 田 混 在 型 地 区 ， Ⅱ .溜 池 隣 接 水 田 地 区 ， Ⅲ .水 稲 ～ 麦 ～ 大 豆 輪 作

型 地 区 ，Ⅳ .圃 場 整 備 ・ 土 水 路 ～ 護 岸 水 路 混 在 型 地 区 ，そ の 対 照 区 と

し て Ⅴ .未 圃 場 整 備・土 水 路 ～ 護 岸 水 路 混 在 型 地 区 を 選 出 し ，ラ イ ン

セ ン サ ス 調 査 等 に よ る カ エ ル 類 の 生 息 量 の 違 い か ら 種 組 成 規 定 要 因

を 検 討 し た 。  

全 域 に 低 密 度 に 分 布 す る ニ ホ ン ア マ ガ エ ル お よ び ヌ マ ガ エ ル ， 地

区 Ⅰ で の み ご く 少 数 確 認 さ れ た ニ ホ ン ア カ ガ エ ル ， 地 区 に よ り 生 息
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量 に 偏 り が 生 じ た ダ ル マ ガ エ ル の 4 種 が 確 認 さ れ た 。  

本 来 カ エ ル 類 を 多 産 さ せ て い た 我 が 国 の 水 田 環 境 は ， 近 年 の 機 械

化 ， 大 型 圃 場 化 に よ り 栽 培 期 間 が 短 縮 さ れ ， 湛 水 期 間 の 不 足 に よ り

既 に カ エ ル 類 の 生 息 し や す い 空 間 で は な く な っ て き て い る 。 近 代 的

な 圃 場 整 備 が さ れ て い な い 水 田 も 年 々 激 減 し て お り ， カ エ ル 類 の 多

産 地 域 と し て 知 ら れ て い た 濃 尾 平 野 か ら ， 全 く の 普 通 種 と 考 え ら れ

て い る ニ ホ ン ア マ ガ エ ル や ヌ マ ガ エ ル も 含 め カ エ ル 類 が 減 少 し て い

る 状 況 を 確 認 で き た 。  

し か し な が ら ， 生 息 域 内 に ハ ス 田 や 春 季 湛 水 水 田 ， 湿 田 な ど が 存

在 す る 地 区 で は あ る 程 度 の 生 息 数 が 確 認 で き た こ と か ら ， そ の 種 組

成 の 規 定 要 因 と し て 大 き く 影 響 を 与 え て い る と 推 察 さ れ た 。 現 在 カ

エ ル 類 の 生 息 で き る 水 辺 環 境 が 消 失 し て い る 大 型 平 野 水 田 で あ っ て

も ， ハ ス 栽 培 や 春 季 湛 水 水 稲 栽 培 な ど 湿 田 的 な 集 約 的 農 業 で あ れ ば

カ エ ル 類 の 生 息 環 境 を 提 供 す る こ と は 可 能 で あ ろ う 。  

 

 

三 浦 半 島 の 谷 戸 田 に お け る カ エ ル 類 の 分 布  

三 浦 半 島 内 で 本 来 的 地 形 が 改 変 さ れ て い な い 全 て の 谷 戸 田 1 6 7  

箇 所 を 対 象 に ， 在 来 の カ エ ル 類 の 種 組 成 と 植 生 段 階 の 対 比 を み た 。

生 息 が 0 種 だ っ た 谷 戸 田 は 全 1 6 7 箇 所 中 2 8 %， 1～ 2 種 は 5 1 %， 3

種 以 上 は 1 8 %と な っ た 。多 く の 種 が 湿 生 高 茎 草 地 ～ 耕 作 水 田 の 谷 戸

で 確 認 さ れ ，樹 林 ～ 乾 生 草 地 で あ る 5 7 %の 谷 戸 田 が 現 在 カ エ ル 類 の

生 息 に は 不 適 と な っ て い た 。  

現 状 で カ エ ル 類 の 生 息 適 地 の 谷 戸 田 は 少 な い も の の ， 各 谷 戸 田 の
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立 地 と し て は カ エ ル 類 の 生 息 域 か ら 5 0 0  m 以 内 の 谷 戸 田 は 1 6 7 箇 所

の う ち 1 5 2  箇 所 で あ り ，全 体 の 9 1 %を 占 め て い た 。こ れ ら の 谷 戸 は

現 在 谷 底 部 が 乾 生 草 地 あ る い は 樹 林 化 し た 谷 戸 で あ っ て も ， 少 な く

と も カ エ ル 類 が 1 種 で も 生 息 し て い る 隣 接 谷 戸 と の 連 続 性 に よ り そ

の 多 く は 潜 在 的 に は 生 息 可 能 な 空 白 パ ッ チ で あ る こ と が 言 え ， 今 後

谷 底 面 の 水 辺 環 境 の 復 元 や 創 出 を す る こ と で 再 び 生 息 す る 可 能 性 を

持 っ て い る 。 こ れ ら 多 く の 水 田 耕 作 に よ る 水 辺 の 維 持 が で き な い 谷

戸 に つ い て は ， 水 辺 環 境 保 全 の ア ク タ ー 育 成 が 課 題 で あ る 。  

 

谷 戸 田 復 田 と ア カ ガ エ ル 類 卵 塊 数 の 関 係  

今 回 実 際 に 市 民 団 体 に よ る 復 田 が 行 わ れ て い る 谷 戸 田 6 箇 所 を 対

象 地 と し た 。 谷 戸 田 の 規 模 や 復 田 継 続 年 数 ， 休 耕 年 数 の 違 い を み な

が ら ， 復 田 当 初 か ら の ア カ ガ エ ル 類 卵 塊 数 の 調 査 を 行 っ た 。  

結 果 ， 多 く の 谷 戸 で 復 田 活 動 に 伴 っ て 卵 塊 数 が 増 加 し て い た が ，

ご く 狭 小 な 谷 戸 田 で は 近 隣 か ら の 個 体 の 供 給 は 見 込 ま れ た と し て も

個 体 数 が 安 定 し な か っ た 。ま た ，近 隣 5 0 0  m 圏 内 で カ エ ル 類 の 生 息

が 確 認 さ れ て い な い 地 域 で は ，復 田 地 で も 生 息 は 確 認 さ れ な か っ た 。

半 径 5 0 0  m 圏 内 に カ エ ル 類 の 生 息 が あ り ， お お む ね 3 0 0  m 2 以 上 の

復 田 面 積 が 確 保 で き た 谷 戸 田 で の 復 田 が カ エ ル 類 の 個 体 数 の 増 加 と

分 散 に 寄 与 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。  

ヤ マ ア カ ガ エ ル の 生 息 地 で 最 も 卵 塊 数 が 多 か っ た 地 区 で は ， 単 位

面 積 あ た り の 卵 塊 数 密 度 は 復 田 の 経 年 に よ り 低 下 し た 。 ま た ， 新 規

の 復 田 区 画 へ の 卵 塊 の 集 中 が ， 復 田 し た 年 お よ び そ の 翌 年 付 近 で 認

め ら れ た 。 ア カ ガ エ ル が 攪 乱 に よ る 水 域 の 変 化 を 好 適 に と ら え ， ア
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カ ガ エ ル 類 の 谷 底 面 の 攪 乱 に よ る 形 成 初 期 の 水 域 へ の 選 好 が 示 さ れ

た 。 一 方 ニ ホ ン ア カ ガ エ ル で 最 も 卵 塊 数 の 多 か っ た 地 区 で は ， 単 位

面 積 あ た り の 卵 塊 数 の 減 少 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

流 水 域 に お け る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 卵 嚢 分 布 状 況 お よ び 流

失 割 合  

本 種 の 保 護 の た め ミ テ ィ ゲ ー シ ョ ン と し て 代 替 の 繁 殖 環 境 の 整 備

や 近 隣 へ の 再 導 入 な ど が 行 わ れ る ケ ー ス も 増 え て き た も の の ， 個 体

群 の 保 全 に 十 分 な 措 置 で あ る か は 検 証 さ れ な い ま ま 実 施 さ れ る こ と

が 多 い 。 一 方 ， 一 般 的 に 止 水 性 と さ れ る 本 種 だ が ， 丘 陵 地 内 の 小 河

川 や 沢 の 源 流 部 に お い て も 産 卵 し て い る 報 告 も あ り ， 必 ず し も 止 水

域 の み を 産 卵 場 所 と し て 利 用 し て い る 訳 で は な い 。  

本 研 究 に よ っ て ， 流 水 環 境 で あ っ て も そ の 成 因 に よ り ， 沢 状 の 水

路 を 長 年 維 持 し て き た 流 水 域 と ， 耕 作 放 棄 さ れ た 谷 戸 田 を 浸 食 し て

発 達 し て い る 流 水 域 と で は 繁 殖 環 境 と し て の 質 が 大 き く 異 な っ て い

る こ と が 確 認 さ れ た 。 リ ル 状 流 路 の よ う に 以 前 は 水 田 と し て 本 種 の

繁 殖 環 境 を 提 供 し て き た 地 域 に お い て は ， 耕 作 放 棄 さ れ た た め に 止

水 環 境 が 消 失 す る う え ， 水 路 で は 卵 嚢 の 大 半 が 流 失 し て い る こ と が

確 認 さ れ た 。 一 方 で ， 以 前 か ら 止 水 域 が 存 在 し な い 沢 で は ， 淵 や 地

下 水 路 な ど で 卵 嚢 の 流 失 を 低 く 抑 え て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の

よ う な 流 水 域 の 個 体 群 の 保 全 に は ， 地 下 水 系 の 保 全 を 含 め ， 水 路 構

造 の 多 様 性 や 一 定 の 流 定 距 離 （ 本 研 究 で は 2 0 0  m 程 度 ） を 確 保 し ，

産 卵 可 能 か つ 流 失 リ ス ク の 低 い 水 路 構 造 が 水 路 全 般 に 数 多 く 存 在 し

て い る こ と が 必 要 で あ る 。  
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U 字 溝 に お け る 簡 易 な ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 繁 殖 場 創 出 の 検

討  

将 来 消 失 す る と 思 わ れ る よ う な 狭 小 で 脆 弱 な 繁 殖 集 団 に お い て も ，

繁 殖 個 体 数 と 遺 伝 的 多 様 性 の 確 保 を 考 え る と 保 全 の 必 要 が あ り ， 広

く 応 用 で き る 技 術 的 な 保 全 手 法 の 確 立 が 求 め ら れ る 。 こ こ で は ， 例

年 1 0 0 卵 嚢 以 上 産 卵 す る も の の ほ ぼ 全 卵 が 流 亡 す る U 字 溝 に お い て ，

個 体 数 の ボ ト ム ア ッ プ の 可 能 性 を 探 る た め ， U 字 溝 1 5  m の 区 域 内

に 卵 嚢 の 流 失 を 抑 制 す る 木 製 の 堰 を 設 置 し ， 人 工 的 に 水 深 0～ 2  c m

で 距 離 5 0  c m の 浅 水 域 と 水 深 5～ 1 5  c m で 距 離 2 0 0  c m の 深 水 域 を

交 互 に 6 箇 所 設 け た 。  

卵 嚢 確 認 場 所 は 浅 水 域 で 1 2 0 卵 嚢 ，深 水 域 で 1 2 5 卵 嚢 と ほ ぼ 同 数

が 確 認 さ れ た が ， 単 位 距 離 あ た り で は 浅 水 域 で 4 倍 多 く 確 認 さ れ ，

選 好 性 が 認 め ら れ た 。 U 字 溝 の よ う に 卵 嚢 の 流 失 が 危 惧 さ れ る 産 卵

地 で は ， 成 体 が 意 図 的 に 卵 嚢 の 固 定 能 力 の 強 い 箇 所 に 選 ん で 産 卵 し

た も の と 思 わ れ る 。 成 体 は 浅 水 域 で 4 6 個 体 ， 深 水 域 で 1 2 4 個 体 確

認 さ れ ， 単 位 距 離 あ た り で は 両 者 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。

本 種 の オ ス は 産 卵 場 所 に テ リ ト リ ー を 持 ち ， 産 卵 可 能 な メ ス が 来 る

の を 待 機 す る 習 性 が あ る が ， そ の た め に い ず れ の 水 路 構 造 で も ほ ぼ

一 定 の 間 隔 で 確 認 さ れ る も の と 思 わ れ る 。  

 

こ れ ら の 条 件 を 備 え た 環 境 は ，“ 近 代 的 な 整 備 を せ ず 伝 統 的 な 耕 作

に 近 い 環 境 管 理 手 法 を と っ て い る 3 0 0  m 2 以 上 の 谷 戸 田 を 中 心 と し

た 4 . 5 h a 以 上 の 緑 地 ” と な る 。  
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三 浦 半 島 を 事 例 に し た 市 民 参 加 に よ る 保 全 の 意 義 と 課 題  

神 奈 川 県 三 浦 半 島 の 自 然 保 護 活 動 の 現 状 お よ び 参 加 者 の 意 識 を 調

べ ， 爬 虫 類 や 両 生 類 の 保 全 へ の 効 果 に つ い て 考 察 し た 。  

活 動 の 効 果 と し て ， 地 域 内 の 谷 戸 に お け る 両 生 類 の 確 認 種 数 の 平

均 は 1 . 3 種 で あ る の に 対 し ，活 動 の あ る 1 3 箇 所 の 平 均 は 2 . 7 種 で あ

り ， 活 動 地 に お け る 多 様 性 は 高 か っ た う え ， ア カ ガ エ ル 類 の 卵 塊 数

は ， 活 動 年 数 が 5 年 以 上 の 2 箇 所 で 卵 塊 が 大 幅 に 増 加 し て お り ， 個

体 数 の 増 加 に も 寄 与 し て い た 。 復 田 活 動 に よ る 水 辺 創 出 で 植 生 遷 移

を 抑 制 し て い る こ と か ら ， も し 活 動 を 停 止 し た 場 合 ， 農 家 が 休 耕 し

た の と 同 様 に 植 生 段 階 の 進 行 に よ り 多 様 性 は 損 な わ れ る と 考 え ら れ

る 。 ア ン ケ ー ト か ら 活 動 へ の 参 加 動 機 に は 環 境 教 育 的 な 内 容 が 重 視

さ れ ， 生 き 物 の 保 全 を モ チ ベ ー シ ョ ン と し て 近 代 的 な 圃 場 整 備 の な

い 「 谷 戸 田 」 を 中 心 と し た 広 範 囲 な 緑 地 を 伝 統 的 な 耕 作 手 法 に 近 い

環 境 管 理 を し て い る こ と が 確 認 さ れ ， 保 全 と 活 用 の ニ ー ズ の 合 致 が

あ る と 判 断 さ れ た 。  

 

以 上 ， 本 研 究 に よ り 1 .爬 虫 ・ 両 生 類 を 指 標 と し て 水 辺 の 緑 地 保 全

策 を 検 討 で き ， 2 .種 に よ る 生 活 特 性 の 違 い に 着 目 し た 保 全 策 が 重 要

で あ り ， 3 .そ れ ら の 整 備 手 法 と そ の 担 い 手 の 両 者 が 揃 っ て 効 果 を 発

揮 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 今 後 も 保 全 技 術 の 蓄 積 は 引 き 続 き 継 続 す

る 必 要 が あ る 。 ま た ， 市 民 活 動 以 外 も 含 め た あ ら ゆ る 保 全 の 担 い 手

に つ い て も 検 討 を 重 ね る 必 要 が あ る 。
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